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Ⅰ.巻 頭 看

昨年3月の半ば頃だったと思うが,文部省から電話があって,DNA分子組換

え研究の現状について皇太子殿下に御進講申し上げることになり, 4月1日大

官御所にお伺いした. 私自身の仕事である染色体組換え実験の話から入って,

DNA 分子組換えが可能になった最近の遺伝学の進歩,予想される基礎,応用

両場面におけるメ1)ット,この研究に伴う潜在的危険性, そのためにとられて

いる各国の安全対策などについてお話申し上げた.途中で何度も殿下の御質問

が入るので40分の予定が1時間近くかかった.話のあとも御質問の連続で,令

計1時間40分にもなった.生物学の専門に関する御質問は言うまでもないこと

だが,先進諸国におけるこの研究-の取組み方はどうか, 日本における問題点

は何か, 国民の合意をとりつけるにはどのような方策が考えられるかなど,殿

下の御熱心さに心から敬服した. 幸い私は3月上旬アメリカ学士院で開催され

たアカデミー討論会に出席していたので,その時の模様などをお話申し上げた.

また国内情勢として日本学術会議における審議の進行状況, 秋までには青信号

も出せましょうとお話申し上げたが, 秋の第 74回総会で,それが予想通り可

決されて,私は安堵の胸を撫でた.

つぎは残念な報告であるが, 名誉所員フローラ･アリス･リリニンフェル ド

博士が7月14日逝去された.行年91才であった. 博士は昭和4年来日され,

京都大学農学部講師として木原均先生を助けて, 多くの俊秀の指導にあたられ

たが,戦争中アメリカに戦火を避けておられた.平和がもどって間もなく1950

年木原生物学研究所の招-いで再び来日され, 発足間もない当所の外国人研究

員を兼ねられた. 語学に堪能で,所員の外国語論文の校閲を引受けられ,おか

げで所員が安心して外国に論文を発表することができた. このことは当所の研

究活動にとって大変な功績だったと思う.謹んで博士の御冥福を祈る.

第三には当所の設置形態にふれておきたい. 当所は昭和 24年文部省所轄の

研究所として設置された.特定の大学に付置せず,大学,専門分野を超越して,

すぐれた研究者を集めて遺伝学研究のセンターとするという構想で発足した.

正に今日言うところの共同利用研究所に相当するものであるが, 当時まだこの

制度がなかったため,取りあえずこの制度で発足し今日に至っている. しかし

所轄研であるため制度上の矛盾も少くない.共同利用研が多数設置された現在,

当所がいつまでこのままの性格でいてよいものかどうか, 真剣な検討を要する

と思う.
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懸案だった遺伝実験生物保存研究施設も, 3研究室として認められ,これを

収容する研究本館の建設予算も関係当局の御好意で東認になり, いま中学跡地

に力強い建設のつち音がひびきわたっている. この施設の今後の一層の活躍を

期待すると共に, この実現にお骨折りいただいた関係各位の御尽力に感謝申し

上げる.

(i)転i,T,入神



Il. 研 究 室 一 覧 (昭和 52年 12月 31日現在)
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研 究 課 題

ⅠⅠⅠ. 研 究 課 題

課 題 [研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

栽培イネの起原と分化

ネズミ塀の種の分化と染色体

ネズミ類における細胞抗原分化の免疫遺伝学的研究

染色体進化の基礎理論

キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミ塀の遺伝ならびに実験動物化に関する研
究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

植物における突然変異の誘起と遺伝子分析

細胞培養法による植物の遺伝学的研究

実験用ネズミの遺伝形質の調査

テラトーマ(奇型瞳)高発系マウスにおける腫療形成
の発生遺伝学的研究

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

野生ネズミ類の細胞遺伝学的研究

姉妹染色分休交換の細胞遺伝学的研究

力イコにおける細胞遺伝学的研究

アリ類の細胞遺伝学的研究

4. 腫痕の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞腫癌におけるクp-ソ変化の機構

染色体の変化と癌性増殖の関係

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

可移植性テラト-マの人為的誘発とその発生遺伝学
的研究

5. 動植物の生理および生態遺伝学的研究

環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究
(環境庁)
(1)動物に対する騒音環境の影響の研究
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(2)環境汚染の植物に対する影響の遺伝学的研究
(環境庁)

(3)環境汚染による障害遺伝子の誘発と蓄積過
程の分析

ショウジョウバェの行動遺伝学的研究

ネズミの行動遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

ショウジョウバエの生態遺伝学的研究

水田雑草の生態遺伝学的研究

6. 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プチ7)ジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ類における血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルT2-ズアセテート電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

7. 放射績及び化学物質(=よる突銭変異の研究

放射線(放射性同位元素を含む)及び化学物質による
突然変異生成依構

細胞DNA損傷の修復と突然変異生成過程の生化学
的研究

化学変異原 ･発がん原の検出と遺伝毒性的評価

高等植物の遺伝子構造と放射線損傷の解析

植物培養細胞における突然変異と細胞分化の研究

マウスにおける放射線及び化学物質による突然変異
誘発効率の研究
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研 究 課 題

人間環境におけるポチソシャルミュータゲソに関す
る基礎的研究

力イコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線および化学的突然変異原感受
性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコにおける染色体組換え機構に関する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

8. 集団遺伝学の理絵的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

多重遺伝子族の進化の理論的研究

集団構造の数学的研究

自然集団における蛋白多型についての統計遺伝学的
研究

キイロショウジョウバェの自然集団の遺伝的変異の
研究

9. 育種の基畝 こ関する研究

ニワトリとウズラの遺伝学的研究と系統育成

ウズラの野生型および飼育型の遺伝学的研究

育種理論の研究

天然林の遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの遺伝子分析

10. 人類遺伝に関する研究

ダウン症のモニタリングに関する研究

ヒト初期発生異常の遺伝疫学的研究

ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究

ヒト染色体変異(多型)の研究

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究
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ll. 微生物の遺伝学的研究

DNA 複製化機構に関する研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

細菌べん毛の生合成とその調節に関する分子遺伝学
的研究

温度感受性変異体の系統的分離と同定

大腸菌のリポ蛋白と外膜 ･ムレインに関する研究

徽生物の変異性に関する研究

12. 遺伝子およびその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルスの遺伝子 RNA の構造と RNA が持つ情
報の研究

DNA の一次構造の研究

メッセンジャーRNAの構造と機能の研究

大腸菌 RNAポ1)メラーゼの遺伝学的および酵素化
学的研究

大腸菌の複製起点部位 DNAのクローン化

13. 腔腸動物の遺伝学的研究

淡水ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離

ヒドラ細胞分化機構の遺伝的解析

ヒドラ間細胞欠失株の遺伝的解析

14. 窒素固定能(=関する遺伝学的研究

イネの窒素固定能力の変異と遺伝

窒素固定能の分子遺伝学的研究

徴生第 1

1霊宝芸 …
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教生第 1
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研 究 課 題

15.材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ類とその近縁種

アサガオ･サクラ･その他

ショウジョウバェ棋

力イコ

細菌およびウイルス
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植 保 研
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ⅠⅤ.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝的形質の分析や発現機構,突然変異の

生成磯稗などについて研究を行なっている.本研究部は2つの研究室からなり,第1研究

室では,わが国独特の伝統ある材料であるカイコの各種の特徴を生かした研究杏,第2研

究室では,各種条件を厳密に規定できる培養細胞を用いた研究を進めている.

第1研究室では前年度に引続きカイコを用いた突然変異生成機構に関する研究,ポチソ

シャルミュ-タゲンに関する研究,低線量率放射線の遺伝的効果に関する研究,カイコの

細胞遺伝学的研究などについて研究を進めた.特に低線量率の研究は従来実施してきたト

リチウム水による内部照射の効果と対比するため微小線源によるγ線照射装置を用いた外

部照射実験を計画実施した.このためには 60Co線源の入れかえ,装置の修理などが必要

であったが,幸い原子力予算によって,8月から実験が可能になり,年度内に一応 トリチ

ウム水のRBEを求めることができた.また本年度から科学研究費による ｢環境科学｣特

別研究がスタートし,ポテンシャルミュータゲソの研究をも含めた ｢環境汚染の人体に及

ぼす影響｣の研究をどのように進めるべきかについて田島が代表者になり,各分野計 28

名の班員の協力をえてプロジェクト研究課題の取りまとめを行った.

第2研究室では,昨年度に引続き,昆虫および晴乳類,鳥叛などの培養細胞を用いて,

発生における遺伝子発現,形質分化,突然変異の生成機構などの研究を行った.部長黒田

は,7月11-15日,連合王国エジンバラで開催された第2回国際環境変異原学会に出席

して,ヒト培養細胞の突然変異に関する講演を行い,培養噴乳頬細胞を用いて研究を行っ

ている欧米各国からの参加者と知見の交換を行った. また,8月29日～9月2日,東京

で開催された第8回国際発生生物学会議に出席し,ショウジョウバエの培養細胞を用いた

遺伝子発現に関して講演を行い,また討諌集会を通じて昆虫の細胞分化に関する研究者相

互の理解を深めた. この会議のあと,米国カ1)フォルニア大学 H.A.Schneiderman教

授の来訪を受け,昆虫のバク-ン形成に関して討議を行ったほか,12月には,ミシガン大

学Ⅴ.M.MaherおよびJ.J.McCormick両博士の来訪を受け,ヒト培養細胞における突

然変異生成機構に関して討議を行った.

本年度は過去3カ年にわたった文部省科学研究費による総合研究 (A)｢培養動物細胞の

体細胞遺伝学的研究｣(代表者 黒田行昭)の最終年に当り,研究分担老10名による研究
成果の取りまとめを行った.

特別研究生としては,第2研究室で名古屋大学大学院理学研究科修士課程松谷悦我が,

昨年に引続き培養細胞を用いた形質分化の研究に参加した.また,非常勤研究員として,

筑波大学生物科学系岡田益吉助教授の参加を得て,昆虫の初期発生における細胞分化の研

究を推進した.
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第 1研究室 (田島)

1) 突然変異生成機構に関する研究

a) 卵母細胞法により検出される突然変異体におけるモザイク,全身突然変異の割合(田

良): 突然変異の誘発実験は従来主として雄性生殖細胞について行われ,精子細胞期以後

の処理では,電離放射線,化学変異原のいずれでも出現する突然変異細体の大部分はモザ

イクであることが認められている.これはDNAの二重らせんの一方だけに突然変異が発

生するためであると考えれば矛盾なしに理解される.ところがカイコの卵母細胞法を用い

て実験すると,えられる突然変異体におけるモザイクの割合が,雄の場合にくらべて著し

く低い.そればかりでなく,用いるカイコの系統により,この割合いが著しく異なり,高

感受系の rb系統ではえられる突然変異体のうちモザイクの数が全体突然変異よりも少い

ことが認められた.このことは突然変異の生成機構を考察する上で,とくに分子レベルの

考察を行う場合,重要な意義を持つものと思われる.

b) 放射線とカフェインの相互作用 (村上):遺伝物質に対する放射線障害およびその

回復機構を明らかにするため,これまで塩基類似体,抗生物質,アクリジン色素などを併

用して研究を進めてきたが,本年度はカフェインを用いて研究を進めた.この物質は放射

線による DNA損傷の回復を明らかに阻害することが前年度の研究から認められている.

実験方法としてほ,化蛾後 2.5-15.OKRの Ⅹ 線を照射した堆蛾をあらかじめ嫡中期

にカフェインを体腔中に注射した雌に交配し,その結果産下された Flおよび Flを無処

理雌にもどし交雑した BFlにあらわれる優性致死率 (Fl)および継代致死率 (BFl)を指

標としてカフェイン処理の効果を比較した.

その結果抵抗性系統にカフェイン処理を行った場合には優性致死を指標として見ると放

射線障害増進効果を明らかに認めることができたが,感受性系統とくに金色系統を処理し

た場合には,このような増進効果は認められなかった.この事実は放射線障害を修復する

系の存在を仮定し,さらにカフェインがこれを阻害することを仮定すると次のように説明

できる.すなわち,抵抗性系統ではこのような修復系が機能しているのに対し,感受性系

統の卵細胞質中にはカフェインによって阻害されるような修復系が欠除しているかそれと

も微弱であることを示す.

つぎに2代目以後にあらわれる継代致死効果- BFl世代にあらわれる肱子期致死によ

る- を見ると無処理 (生理食塩水注射)の場合Flで示した優性致死率よりもBFlにあ

らわれる継代致死率の方がかえって高い.ところが,この増進効果の大きさはカフェイン

処理の次代では無処理の場合にくらべて明らかに低いことが認められた.このことは継代

致死効果が転座染色体に原因して起り,カフェイン処理が明らかにこの転座染色体を含む

個体を致死させ除去してしまった結果であることを示している.

2) ポテンシャルミュータゲソに関する研究

a) カイコにおける化学物質の突然変異原性の定量的研究 (村上): 環境化学物質の安

全性の評価は,定量的実験資料に基づいて行う必要があるとの観点から,村上はカイコの

劣性可視突然変異検出法を用いて化学物質の投与量と突然変異誘発頻度の関係について実



12 国立遺伝学研究所年報 第 28号

験を開始した.今年度の実験には直接変異原物質としてN-ethyl-N′-nitro-N-nitrO-

soguanidine(ENNG),もう一つは間接変異原物質といわれているAAatoxinBl(AFTBl)

の2種頬を用いた.いずれの化学物質も0.85%NaCl中に溶解し,野生型 (支 108号

と青熱系統との Fl)の桶体腔中に注射法によって投与した.

ENNGの突然変異性は卵母細胞,精子のいずれを対象とした場合でも1個体当り最大

量40.0/Jgの投与量の範囲内において,ほぼ投与量に比例して直線的に増加することが認

められた.卵母細胞を対象とした低量の実験では,0.5fLgから2.5FLg前後の範囲でも明

らかに突然変異頻度が投与量に伴って増加することが認められた.

AFTBlはカイコに対して強力な毒性作用があるので,投与量を下げて一個体当り 0.1

〃gから5.0′!gの範囲で卵母細胞を対象に実験を行った.その結果,ほぼ直線的な突然

変異頻度の増加を認めた.この AFTBlの突然変異性はこれまでにカイコの生殖細胞を対

象とした実験中最も強力なものであった.

b) 2,3間接突然変異原に対するカイコのマイクロソームの代謝活性 (村上,後藤,

田島): 前年度に引続き間接変異原 (生体内で活性化されてはじめて突然変異作用をあら

わす物質)に対するカイコのマイクロソーム分画の代謝活性度と突然変異反応の大きさと

の関係について研究を進めた.間接変異原としてはアセチルアミノフルオレソ(AAF)と

ジメチルニトロサミソ(DMN)を用い,マイクpソーム分画の代謝活性度の測定は組織ホ

モジェネ-トの 9000G遠心上澄を被検物質に一定時間作用させた後,Salmonella菌に

対して示す突然変異性で判定した.その結果カイコ･マイクロソ-ム分画の示す AAFに

対する代謝活性はカイコの5令期中は極めて高いが,桶期には急速に低下する.カイコに

対する突然変異性は雄性生殖細胞では検出されなかったが,卵細胞では明らかに陽性の結

果がえられた.これに対し,DMNに対する代謝活性はカイコ･マイクロソーム分画では

ほとんど認められない.またカイコの卵母細胞,精子細胞,精子などを用いて突然変異性

を精査したが,いずれの細胞でもDMNに対し陽性反応を認めることはできなかった.こ

れらの結果を Dro80Phila,イエバエなどで報告されている結果に対比して,突然変異検

出系としてカイコを用いる場合の特失,意義などについて考察した.

3) 低線量ならびに低線量率放射線の遺伝子突然変異誘発効果 (田島 ･鬼九 ･深瀬)

前年度までの研究でトリチウム (THO)の突然変異効果を極低線量率域において測定す

ることができたので,今年度はこの実験と,γ線照射実験とを平行して進め,THOのγ線

に対するRBEを求めた.

γ線は 80Co,1Ciの緩照射装置により次の条件で照射した.線源からの距離は 165cm

(ll.6ra且/日)および 228cm(5.8一ad/日)とし,照射時間は雌桶中期から醇化まで正味

16.6日,総線量は 193.0radおよび 97.3radであった.これに対し THOは雌1匹当

り60FICi,30pCi,OFLCiを桶中期に体腔内に注射した.注射から貯化までの日数は 17.75

日で産下卵に伝達された放射活性は平均 27073.8dpmおよは 14100.Odpm であった.こ

れから吸収線量を計算すると,129.3radおよび 67.3radとなった.

実験結果はかなりのばらつきを示したが,ほぼ次の直線式であらわされた.すなわち雌
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処理の場合 THOに対し Y-(1.58X+62)×10~4,γ線に対しY-(0.88X+62)×10-4,雄
処理の場合 THOに対し Y-(2.04X+171)×10~4,γ線の場合 Y-(1.14X+171)×10-4
となった.これからRBEを求めた結果,雌雄いずれの場合にも1.8という値がえられた.

THOの RBE値は予想される核融合開発に関連して重大な関心を集めている問題なので,

なお実験をくり返しデータの正確を期したい.

4) カイコの細胞遺伝学的研究

a) カイコの第 1(Z)染色体の細胞遺伝学的同定 (村上): カイコの染色体数は半数で

28個であるが, このうちどの染色体対がどの遺伝子関連群と対応するのか, この問題を

明らかにすることはカイコの遺伝学的研究上重要な課題となっている.

カイコの染色体はそれぞれの染色体について形態的特色を見出すことが困難であるばか

りでなく,染色体の形が小さいのでバンディング･パターンの特徴を識別することも容易

でない.従来 W 転座染色体を用いてこれを同定しようと,何人かによって企てられたが

現在までのところまだ成功を見ていない.

村上は 3n個体の接合期の染色体接合が 2nのそれと比較して明らかに識別できる特赦

を示すことを利用して Z染色体の同定を試みた. このためまず,3A+ZZなる構成をも

つ個体を作製する実験を試みた. この実験では Z染色体を劣性遺伝子 (seh,)で標識し,

W は転座染色体 W･+Peで標識して 3A+ZsehZsch雄を誘導した.ついでこの個体の精

巣の押しつぶし標本を作成して,これについて核型分析を行った.その結果,第 1(Z)逮

関群は3番目に長い染色体であることを明らかにすることができた.

b)Z染色体における異常組換え価を示す系統の分析 (村上 ･大沼): 伴性劣性致死突

然変異を感変よく検出する方法を開発するためには2つの染色体の間に組換えが起らない

ようにしなければならない.このような観点から Z 染色体に組換えの起らない系統 (た

とえば逆位を有する系統)を作製する必要がある.このためつぎのような実験を行った.

od+/W･Ze雌個体に γ線を照射し,羽化後 od/od雄と交配し,その結果例外型雄個体の

od+とZeとが連関し,しかも-ミ致死を示す個体を得た.この個体の Z染色体に産乗

する遺伝子座位,os十,sch+,e'および od+について組換え価を調べたところ,08-e間

の組換え価は 44.3% であったが,seh～od問では正常の場合の組換え価 28.1% に対し

て約 2.2% と極端に組換え価の低いことが分った.

第2研究室 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田): 発生における遺伝子作

用の発現時期や組織特異性をしらべるため,これまでキイロショウジョウバエの deep

orange(dor)やfused(fu)などの伴性劣性致死遺伝子のホモ個体を用いて研究を進め

てきたが,本年度はさらにrudin entaryB的(r89た,･1-54.5)を用いて,その腫細胞を体外培

養して,致死遺伝子の発現によって生ずる欠損の組織特異性と,その欠損がピリミジン合

成経路の各物質によってどのように回復されるかについてしらべた.r39た/r89k雌とr39た/Y

雄との交配によって生じたFlの r30た肱 926個体について,その有効致死時期をしらべ

た結果は,気管内空気侵入後に死ぬものが 40.7% で,それ以前の胞旺形成期から中腸形
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成期までの各時期に死ぬもの合計 43.3%,また,気管内空気浸入後筋化までに死ぬもの

16.0% で,これまでにしらべた dorや fuにくらべて,幅広い有効致死時期の分布を示

した .

嚢腫形成後まで発育した肱の細胞を体外培養すると,筋肉細胞の掃動や合胞体形成,成

虫原基細胞の球状嚢形成,神経細胞の神経畝経の伸長や分岐,分泌額粒の形成,繊維芽細

胞の増殖や細胞層形成などは,野生型の腫細胞と同様に正常であることが観察されたが,

上皮細胞は増殖はしても,キチン質色素形成が行われず,このような上皮細胞の成熟分化

に欠損があることが分った.

培養液にピ.)ミジン合成経路の各中間代謝物を種々の濃度で加えて,r8的による上皮細

胞の欠損の回復性をしらべたところ,10~3M のカーバミル燐酸で 28.9%,2.5×10~4M

のカーバミルアスパラギン酸で 59.3%,2.5×10-4M のジヒドロオpチン酸で 100%,

2.5×10-4M のオロチン酸で 100% 上皮細胞の成熟分化が回復することが分った. この

ことから r39k細胞は,カーバミル燐酸合成の前の段階の酵素損欠があり, カー,(ミル燐

酸以降の代謝生成物の添加によって,いずれも正常の分化機能を回復したものと考えられ

る.

2) ウズラ肱の培養細胞を用いた細胞分化の研究 (黒田･松谷): 鳥瑛旺後肢芽の間充

織細胞は,軟骨細胞または筋肉細胞のいずれかに分化する能性をもつ.この細胞分化の過

程を体外培養条件下で解析することが可能であるので,未分化細胞の分化形質発現の機構

をさぐる系として注目されている.発生段階 22-23のウズラ腫後肢芽の間充織細胞を解

離して,軟骨分化に対する細胞周囲の微少環境の役割についてしらべた.

培養方法は新たに考案したセロファン膜培養法にさらに改良を加え,定量性および再現

性を高める方法を使用した.これは,培養用シャーレの底面中央に細胞浮遊液を小満とし

て播き,その両側にカバーグラスの小片をおく. これを "spacer"としてその上にセロ

ファン透析膜をおき,金属リングをのせて固定する方法である.この方法を用いると,細

胞層とセロファン膜との距離が 0.13-0.17mm でほほ一定に保たれ,間充織細胞からの

軟骨分化が高い再現性をもって促進された.軟骨分化の定量的指標としては,一定面積当

りに形成される軟骨結節 (cartilagenodule)の数および,軟骨細胞間物質に吸着される

トルイジン･ブルーの色素量を測定した.

この結果,間充織細胞の軟骨細胞への分化は,最初にまく小満中の細胞数に大きく依存

し,細胞数が小満当り10り国から2×108個と2倍になると, トルイジン･ブルーの吸着

量は 24倍にも増大した.また,軟骨結節の数でみたセロファン膜の効果も明らかで,セ

ロファン膜のない対照にくらべて,培養3日後には3.9倍 (580/152)にも達した.

このセロファン膜の軟骨分化促進効果は,① シャ-レの底面に接着する細胞数を増大

する.② 細胞の増殖を促進し,細胞密度を増加させる.③ 細胞周囲の培養液を条件づけ

る.のいずれによるものかをしらべた結果,(》および② については,セロファン膜のな

い対照とほとんど差異はなく,③ による効果であることが分った. この条件づけられた

培養液をコロジオン･バックを用いて濃縮し分画すると,その高分子分画 (分子量20,000
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以上)に有効成分が含まれていることが分った.この培養系を用いて,さらにクp-ソ培

養による解析を進めている.

3) 晴乳類の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究

a) ヒト胎児細胞を用いた遺伝的モニタリングの研究 (黒田): ヒト正常2倍体細胞を

用いて,環境変異原の遺伝的モニタリングを行う方法として,人工流産のヒト胎児の体細

胞を培養し,単一細胞からのコロニー形成法を用いて,もとの胎児の細胞集団中に存在す

る特定の遺伝的マーカーをもつ突然変異細胞の頻度を測定し,細胞を採取した胎児の週令

との関係から,胎児の単位発育期間当りの突然変異頻度の増加率を算出する方法を開発し

た.

三島市内の7カ所の産院の協力を待て,6-24週令の各令期の人工流産の胎児約 30個

体より種々の臓器を採取し,細胞を解離して,正常培養液および 8-アザグアニン(8AG)

を含む培養液中で 1-3週間培養し,単一細胞からのコロニーを形成させ,もとの細胞集

団中に存在する8AG抵抗性細胞の頻度を測定した.

このような初代培養でのコロニー形成に使用する細胞の由来組織の種類としては,肺臓,

心臓,肝臓,腎臓,皮膚などの細胞について比較した結果,肺臓の細胞がもっとも高いコ

ロニー形成率を示し, この研究の目的には適した材料であることが分った. また,6-24

遇令の各令期の胎児の肺臓細胞について比較した結果,13週令の胎児の肺臓細胞がもっと

も高いコロニー形成率を示した.

6-24週令の各令期の胎児の肺臓細胞について,8AG抵抗性 コロニーの出現頻度を比

較すると,胎児の過令とともに一定の頻度で増加しており,胎児の週令 (tl) と,8AG抵

抗性細胞の頻度 (yi)との間に y.-atiという一次式を仮定すると,a-0.14×10~3 の値

が得られ,この値を用いて計算した理論値と実際の測定値とがよく適合することが確めら

れた.このことは,直接人間の培養細胞を用いて,きめられた地域の環境変異原の遺伝的

モニタリングを行うためにこの方法が使用できることを示している.

b) ヒト2倍体細胞における突然変異の誘発機構 (黒田): ヒト胎児肺臓由来の正常2

倍体細胞を用いて,8AG抵抗性をマ-カーとして,各種化学物質による突然変異誘発機

構について研究を進め,これまで EMS,AF-2,フロキシソ,亜硫酸などによる突然変異

誘発作用の比較や,突然変異出現率に対する播種細胞密度,突然変異発現時間の影響など

についてしらべてきたが,本年度はさらに,相きつ類のカビ防止剤オルト･フェニルフェ

ノール(OPP)早, これまでの化学物質の作用と比較するためにⅩ線によるヒト2倍体細

胞の生存率や突然変異誘発に対する作用についてしらべた.

OPPについては,1018-10-8Mの各濃度のOPPを培養液に加えた場合,コロニ-形成
法によってしらべた細胞生存率に対する影響は,2時間処理では,3×1017M(72.9ppm)

までの濃度ではあまり影響がなく,10-8M(264ppm)で急激にその毒性が認められた.漢

た,14日間処理では,10-7M (26.4ppm)までの濃度ではその影響はあまり顕著でなく,

3×10~TAt(79.2ppm)以上の濃度で急激にコロニー形成が阻害された. また,8AG抵抗

性突然変異誘発に対する作用については,細胞をOPPで2時間処理後,48時間の突然変
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異発現時間をおいて,30FLg/mlの 8AGで選択培養L形成された 8AG抵抗性コロニー

の出現率をしらべたが,3×10-7AC(79.2ppm)までの濃度では有意な出現率の増加はなく,

10~6M (264ppm)では細胞に対する毒性が強くコローニ形成そのものが阻害された.

X線については,細胞を 0-1,000RのⅩ線 (80R/minの線量率)で鼎射した後,48時

間の突然変異発現時間後 8AGで選択培養し,8AG抵抗性細胞の出現率をしらべると,

Ⅹ線の線量の増加とともに 8AG抵抗性細胞の出現率が増大し,100Rでは対照の非照射

の約2倍,200Rでは約3倍,300Rでは約8倍に増加した.このようなⅩ線による8AG

抵抗性突然変異の誘発作用は,同じ細胞生存率を与える作用量でこれまでにしらべた化学

物質の作用と比較すると,EMSや AF-2,フpキシソよりは弱く,亜硫酸よりは強いこ

とが分った.

C) シ1)アン･-ムスタ-細胞の5-≡-ドゥ1)ジン抵抗性変異株の分離とその性状 (黒

田･横井山･賀田): 本研究は,変異遺伝部の横井山特別研究生および賀田部長との協力

によって行われた. シリアソ･-ムスク- BHK21(クローン 13)細胞を,3×10-8班

のエチル･メタンサルフォネ-ト(EMS)で2時間処理した後,10-2M の 51ヨードウ])

ジン.を含む培養液中で増殖してきた細胞を,ふたたび EMSで処理し,5-ヨードウリジン

中で5カ月間にわたって選択培養を行った結果,5-ヨードウリジン抵抗性の変異株を得る

ことができた.この変異株細胞の各種形質について, もとの BHK細胞と比較を行った.

まず,この変異株細胞は,5-ヨードウリジンのみでな く,5-ヨードデオキシウリジン

(IUdR)や 51ブT,モデオキシウリジン(BtJdR)に対しても強い交叉抵抗性を示し,もとの

BHK細胞のコロニー形成を完全に阻止する8×10~bM の 5-ヨードウ1)ジン,3×10-bM

の IUdR,3×10~4M の BUdRの存在下でもほとんど影響を受けることなく活発な増殖

を示した.また,この変異細胞は,5-ヨードウリジンの存在した方が,これの存在しない

場合よりも増殖率が高く,細胞数倍加時間も短かかった.

この変異細胞は,51ヨードウT)ジンには抵抗性であるが,あらかじめγ線照射した5-≡

ードウリジンには感受性で,すでに報告したチャイニ-ズ･ハムスターの 5-ヨードウリ

ジソ抵抗性細胞とくらべて,その抵抗性獲得の横構が異なることを示した.変異細胞の染

色体数は,もとの BHK細胞と同じくモードが高3倍性の 73であったが,BHK細胞よ

りも多くの細胞が低4倍性域に広く分布していた. さらに,この変異細胞は,8H-チミジ

ンの酸不溶性分画への取り込みが,もとのBHK細胞にくらべて少なく,また細胞膜表面

の相互接着性がBHK細胞よりも増大していた.これらの研究の詳細は,遺伝学雑誌 52:

133-147に発表した.

4) ショウジョウバエの旺致死突然変異に関する考察 (顔): ショウジョウバェの遺伝

的発生異常体のうち,肱時期に致死として表現される L̀肱致死突然変異"について, こ

れまでの知見を文献的に詳しくしらべ,細胞分化の研究にどのように使えるかを考察した.

多くの変異体に関し,致死に先立って初めて異常がみとめられる時期は,Wright(1970)

が絶括しているように,胸肢形成以前の肱発生のごく初期と,解毒,排出系の異常により

出現するとみられる醇化直前の時期に集中する傾向がみられ,旺菓形成,器官形成の行わ
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れる艦発生中期に初めて異常が出現する例は,相対的に少ないようであった.

旺発生初期に異常が多くみられる原因としては,もし発生段階の特定な時期でなく,全

時期にわたって非特異的に発現しなければならない- たとえばエネルギー代謝のような

- 系に異常が起きると,それらは当然 "発生初期"から異常が現われるはずであり,

また,これらの系にかかわる遺伝子が相当多いためではないかと思われる.もちろん卵割

守,核の移動など初期にのみ特有な過程に作用する遺伝子が多いためかも知れない.

いずれにしても,"初期異常''に関してのみでなく,多くの突然変異体に関して致死の

様式についての知見は,個々ばらばらであり,統一性を欠いている.少くとも,`̀初期''

の場合に考えられるように,ある突然変異体がある致死の様式を示す場合に,それらがど

こまで肱形成に特異的な過程の欠失によるのか,あるいは,そうではなく糖分解やエネル

ギー獲得,タンパク合成,多糖合成などの基礎的な過程の欠失の結果なのかというような

知見の整理が必要であるように思われる.そのためには,極めて漠然とした表現ではある

が,たとえば糖代謝やタソバク合成系に異常のある変異を意識的に作成し,そのような変

異の場合に肱はどのような死に方をするのか,というように先験的に問いかけ,得られた

情報を問題の整理に役立てて行くのも1つの方法であると思われる.

B.細 胞 遺 伝 部

遺伝現象を細胞レベル,特に染色体の形態と機能の面から研究する共に,実験動物とし

てのマウス,ラットおよび野生ネズミ類の系統繁殖ならびに遺伝学的調査も本研究部の重

要な研究課題である.第1研究室では前年度に引続いて野生ネズミ類の細胞遺伝学的な軒

究をおこなうと共に,本年度はこれら動物の実験室での交雑実験および遺伝的調査等にカ

を注いだ.また新しい実験動物の育成のための種々な特性の調査も進めた.文部省特定肝

究 ｢実験動物の純化と開発｣の捻括 (基礎)班および ｢小型晴乳動物の実験動物化に関す

る研究｣班の代表者として3年目の研究が推進された.また姉妹染色体交換現象の詳細な

解析が進められた.第2研究室においても前年度に引続きマウスの H-2抗原の免疫遺伝

学的研究および細胞遺伝学的研究をおこなった.マウスミエローマにおける細胞遺伝学的

研究および高血圧ラットの遺伝生化学的研究も昨年に引き続いて進められた.また免疫遺

伝学的研究用の純系およびCongenie系マウス系統維持もおこなった.またこの研究室で

は昆虫,特に蟻の染色体調査と核型進化の研究が進められた.本研究部で維持しているネ

ズミの系統は本誌の保存 リストに記載した.

本研究部の外国出張については吉田部長が日ソ学術交流によって9月 20日より10月

25日までソ連に出張し,主にモスクワおよびノボシビルスクの数研究機関で研究連絡およ

び学術講演を行い,その附加用務としてその前後に ドイツ,スエーデソ,韓国の大学研究

所を訪問して意見の交換並びに学術講演を行った.加藤研究員は米国 RoswellPark節

究所へ出張中のところ,3月26日付で帰国した.

人事の面では加藤研究員が1月1日付で主任研究官に昇任した.特別研究生としては芹

沢治 (東京農大卒),浜田俊 (東京農大卒),井上亘 (大塚製薬),城石俊彦 (東北大理大



18 国立遺伝学研究所年報 第 28号

学院),大原たかね (静大理卒),原田正史 (九大農大学院),峰沢満 (名大農大学院)等

が加わり,流動研究員として神田尚俊 (東京女子医大)が加わった.

第1研究室 (吉日)

1) クマネズミ3型 (アジア,オセアニアおよびセイpソ)の交雑と雑種の妊性 (吉田,

落合,岩崎): クマネズミには3型の Karyotypeがある. アジア型は 2n-42,セイロ

ン型は 2n-40,およびオセアニア型は 2n-38である. これら3型の相互の交雑につい

ては先年の年報で報告し,いずれの交雑の場合でもFlが生じた.オセアニア型とアジア

型の Flは半不妊性であることはすでに報告したが (吉田 1976),7ジア型とセイロン型

の Flも今迄のところ子供が生れないので,アジア型とオセアこ7型の Flと同様に半不

妊性であろうと推察された.しかしオセアニ7とセイロン型の Flには妊性があって,現

在までのところ 22頭の F2を得た.それらのオセアニア型,セイロン型および Fl型の

第 1表 オセアニア型 (?)とセイロン型 (8)
クマネズミの雑種 F之における分離

分離比は第1表に示したとおりで,分離の理論比とほぼ一致した.しかし Flの産仔数は

両親のそれよりやや低い.オセアニア型 (米国産)の 42腹の平均産仔数は 7.4±3.0,セ

イT]ソ型の 69頭のそれは 5.0±2.5であったが,F2の8頭の平均産仔数は 2.6±1.0で,

Flの妊性は完全であるとは言えなかった. これらFlの妊性から3型の進化的近遠を考

えると,アジア型とセイロン型およびオセアニア型との距離は違いが,セイロン塾とオセ

アニア型のそれはより近いと説明されよう.クマネズミの核型分化過程をアジア型-セイ

ロソ型→オセアニア型と考えたが,上記の結果はこの考えともよく一致するように思われ

た .

2) セイロン型とオセアニア型クマネズミの F2における性染色体異常 (吉田): クマ

ネズミ(Rauusrauus)には染色体数によってアジア型 (2n-42),オセアニア型 (2n-

38)およびセイロン型 (2n-40)の3型がある. これらの間でいずれも雑種はできるが,

オセアニア型とセイロン型の Flを除いて他は半不妊性となる (吉田ら1971,吉田 1976,

1977).オセアニア型とセイロン型の F222頭はオセ7ニア型 (2n-38),セイpソ型 (2n

-40)および雑種型 (2n-39)の3塾にほぼ理論どおり分離した.それらのうちオセアニ

ア型の2頭はいずれもⅩ0型の性染色体を持ち, これらは雌性形質を表わした. さらに
セイロン型の1頭の性染色体はⅩⅩY型 (2n-41)で,このネズミは雄の形質を現わした.

XO型のクマネズミは自然集団中では極く稀にしか観察されないし (吉田ら1974),ⅩⅩY



研 究 の 概 況 19

型クマネズミの存在はまだ報告されたことがない.XOおよび ⅩⅩYの性染色体はG-お
よび C-バンド染色によっても確認された.

クマネズミの雑種 F2における性染色体異常の頻度は自然集団のそれに較べてはるかに

高い.この多発の原田については雑種における染色体構成の不安定性に基づき,減数分裂

時における染色体の不分離に原因すると考えた.常染色体の不分離は恐らく致死的となる

ために生れてこないが,ⅩまたはY染色体に不分離がおこり受精にあずかっても生存上
大きな障害がないので性染色体異常の多発として表われたと考えられる.XO 型の外に
ⅩⅩY個体の存在することは性染色体不分離が原因であるとする可能性を強く示唆した.

8) 小笠原父島のクマネズミで発見された染色体結合 (吉田･落合): この度小笠原諸

島の父島で3頭 (91,82)のクマネズミが採集され,それらの染色体を調査した.それ

ら3頭のうち1頭 (8)は 2n-42であったが,他の2頭 (91,81)は 2n-41で,こ

れらクマネズミの核型を分析すると,常に1本の大きなメタセントリック染色体が含まれ

ていた.この染色体の由来を確かめるために,G-バンドおよび C-バンド染色を施したと
ころ,このものは 2n-42の核型のうち第 11および第 12染色体対の1本ずつ結合して

生じたことが判明した.

小笠原諸島は元来アジア型イ-ネズミの棲息地域と考えられる.このネズミには第1染

色体やC-バンドに多型があって,日本本土に棲息するクマネズミと同一核学的特徴をもっ
ており,恐らく同一亜種であろうと推定されてた.この島のクマネズミに大きなメタセソ

トリック染色体が存在した理由としては,1)土着のクマネズミとセイロン型またはオセ

アニア型クマネズミとの交雑に原因した場合と,2)新たに第 11と第 12染色体の結合が

おこった場合とが考えられる.C-/ミソド等の核型的特徴は典型的なニホンクマネズミ型で
今のところ雑種型とは考えにくい.しかしこの点についてはさらに多数のクマネズミを父

島附近で採集し結論づけねばならない.

4) クマネズミにおけるB-染色体の遺伝 (吉田･落合): 一昨年入手したタイ国産クマ

ネズミに高い頻度で B一染色体 (過剰染色体)が観察され, これは子孫にも遺伝したので,

それらの遺伝様式について報告する.タイ国由来の 43頭のクマネズミのうち,B一染色体

をもたない個体 (OB)が 10頭,それを1個もつ 1liが 12頭,2個の 2Bが 14頭,

3Bが5頭,4Bおよび 5Bがそれぞれ1頭ずつ観察された.1個のB-染色体をもつ個体

(1B)同志の交配によって得た21頭は4(OIi),7(1Ⅰ‡),7(2Ⅰ‡),3(3B)のごとく分離した.

2B(早)と013(8)の交雑によって生れた 17頭は OBが4,1Bと2Bがそれぞれ2頭ず

つ,3Bが2頭,および 4Bが1頭の割合で観察され,さらに 3B(?)とOB(8)の交雑

によって生れた5頭は,OBが2頭,2Bが3頭および5Bが1頭の割合であった.これら

の調査から B-染色体は第1減数分裂の時にどちらか一方の極-移行し,第2分裂で自由

に不分離をおこすと仮定するとよく説明できる.B一染色体1個をもつ両親から生れた 21

頭のFlにおけるB一染色体数の分離の理論値 (第2分裂で不分離を自由におこすと仮定し

て)は観察値とほぼ一致した (x2検定によりp≧0.1).B一染色体が2個および3個存在す

る場合でもほぼ同じであった.これらの結果から,B一染色体ほ雌雄両性において減数分裂
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時にほぼ自由に不分敵をおこすと説明して差しつかえなかろう.ただ B-染色体を持たな

いかまたは1個だけ持つ個体の出現が理論値よりも高く,2個のBをもつ個体はほぼ理論

値どおりに生れ, さらに B-染色体を多く持つ個体では理論値よりも少なく生れた. この

事実は B一染色体を多く持つ個体は生存上不利となり,発生初期に淘汰されるためではな

いかと考えられた.

5) プラティスリックスの核型はマウスの染色体のタソデム結合によって生じたか?

(吉田･井上): インド産 プラティスリックス (Musplatythrix)は 1972年以来当研究

所で飼育を開始し,現在迄約 10代の兄妹交配をつづけ,新しい実験動物としての地盤を

築くことができた.この動物はマウス (MuS仇uSOulus)に近い種額であるが,染色体数

が 26本で全て棒状である.マウス (2%-40)よりも染色体数が少なく, しかも大きいの

で細胞学的な研究材料としてはマウスよりも好都合である.マウスとプラティスリックス

の染色体を G-バンド法で比較してみると,前者のある染色体がそれぞれ 2本ずつタソデ

ム結合して後者の染色体が生じたのではないかと推察された.例えば,プラティスリック

スの第1染色体はマウスの第8と第1,第2染色体は第5と第6,染3色体は第 15と第

4等のようにそれぞれ第8染色体まではマウスの染色体のタソデム結合によって生じたと

考えられた.第9から第 12常染色体はマウスの第 2,ll,9,および第 19染色体に由

来し,ⅩとYもマウスのそれらから由来している.プラティスリックスとマウスの染色体

の全長を比較すると,前者は 72.35FJ,後者は 82.84FLで両者の間に 10.49FLの差異があ

った.この差異はタンデム結合の際に失われたマウス染色体の部分の紘計であろう.マウ

スの C-バンドは比較的大きくて殆んど全ての染色体の動原体部近くに見られるが,プラテ
ィスリックスのそれは趣く小さくて不鮮明である.タソデム結合の際に異質染色質部が失

われたためと考えられる.マウスの N-バンドは余りはっきりしないが,プラティスリッ

クスのそれは第5,8,および12染色体にはっきりと現われる.マウスでは数対の染色体

に N-バンドが存在するが, プラティスリックスは上記3対に集約されており, したがっ

て後者の N-バンドが大きく現われるようになったのではないかと考えられた.

6) ミラルディアにおける低血圧症の遺伝 (吉田･芹沢): ミラルディア (Millardia

neltada)は新しい実験動物として開発された寄歯類の動物で, この種に低血圧症が多発

することは昨年の年報で報告した.この症状が遺伝性であるかどうかについては不明であ

ったが,この度この問題について調査した. この動物の 685頭の平均の最高血圧は 94.3

より幾 mmHgで雌380頭の平均は93.5mmHg,雄305頭 のそれは95.3mmHgで,雌

が硬分低い.血圧を低血圧 (80mmHg以下),中血圧 (81-100mmHg)および高血圧

(101mmHg以上)の3段階に分け,それぞれのかけ合せによってFlの分離を調べた.低

血圧同志のかけ合わせによって得た 41頭の Flは,低血EE22頚 (53%),中血圧 18頭

(43%)および高血圧1頭 (4%)の割合に分離し,低血圧または中血圧動物が多く生れた.

中血圧同志のかけ合わせによって得た 22頭は低血圧 5頭 (22%),中血圧 13頭(59%)

および高血圧4頭 (19%)で中血圧症が最も多く生れた.高血圧同志のかけ合わせによる

21頭の Flは,低血圧が 0,中血圧が 8頭 (38%)および高血圧が 13頭 (62%)で,



研 究 の 概 況 21

高血圧が最も多く現われた.以上の調査から低,中,高の血圧症はそれぞれ遺伝性である

ことが判明した.次に低,中および高血圧症の遺伝的な優劣関係を知るためにそれぞれの

間で交配して Flの血圧を調べてみた.中血圧と低血圧の交配による9頭のFlは中血圧

4頭,高血圧5頭の割合で生じ,低血圧症は1頭も生じなかった.中血圧と高血圧の交配

による26頭の Flは低血圧 3,中血圧 16および高血圧が7の割合で生じ,中血圧症が

最も多く,次に高血圧となった.低血圧と高血圧症の交配による7頭の Flは低血圧 3,

中血圧 3,高血圧1の割合で生じ,高血圧の出現が低かった.これらの結果を総合してみ

ると,中血圧症が低血圧や高血圧症よりも優性に,また低血圧症は高血圧症よりも優性に

遺伝するように思われた.しかしこの遺伝は単一遺伝子によって支配されているとは考え

難く,この問題については今後さらに多数の材料で検討したい.

7) Lewis系ラットにみられた第1と第 12染色体の転座 (吉田): Lewis系ラット6

頭の染色体を調査したところ,第1染色体の1本の短腕が他のラットのそれに較べてかな

り長く,また第 12染色体の一方の腕が相同対のそれの約半分位しかない雌個体が1頭発

見された.核型分析の結果,第 12染色体が真申附近で切断をおこし,その切断端が第1

染色体の短腕部に転座して生じたのであろうと推察された. これらの関係は G-バンドお

よび C-バンド染色法により確かめることができた. この転座を持つラットと正常ラット

を交配したところ,6頭の雑種が生れたので,このラットは完全な妊性を持っていると思

われる.ラットにおける染色体転座は非常に珍らしい現象で,これらの子孫をも得ること

ができたので,新しい転座を持ったラットの系統として育成したい.

8) ドブネズミとアナンダーレネズミの人工授精 (吉田･多星): ドブネズミ(Rauus

norvegicus)とクマネズミ(Ruttusraftur)の人工授精についてはすでに報告した.すな

わちクマネズミの精子を ドブネズミ雌-人為的に注入し,いわゆる人工授精をおこなうと,

偽妊娠状態になった 20頭のうち,9頭が其の妊娠を示した.すなわち,クマネズミとド

ブネズミの妊娠成功率は約 45% である.妊娠ラット5頭について剖検したところ,2頭

は1個,2頭は 2個および残り1頭は4個の胎仔の発育をみた.しかしいずれも授精後

13-15日に出血を伴った胎仔は死滅し完全に発育するものは1頭も得られなかった.

ラットと同属のアナソダ-レ(Rattusannandalei)について,上と同じくドブネズミ

への人工授精の実晩を行った.電気刺激によって偽妊娠状態になり交尾刺激が成功した28

頭について 8日～14日目に剖検したところ,わずか5頭にのみ着床らしきふくらみが 1

個ずつみられた.これが真の受精による妊娠とすれば受精率はわずか 18% で, ドブネズ

ミとクマネズミの組み合わせの場合よりも著しく低 く,しかも全て1個ずつしか着床がみ

られなかった.これらふくらみの中に雑種肱が含まれているかどうかについてはまだ不明

である.いずれにせよクマネズミとドプネズミの雑種に較べて, ドプネズミとアナンダ-

レの間の人工授精による成功率は低く,しかも肱の発育が悪い.上述の3種 (クマネズミ,

ドブネズミおよびアナダ-レ)の人工授精による雑種形成の実験デ-タから,それらの間

の進化的な近遠の度合を推察すると,クマネズミとドブネズミは割合に近いが, ドブネズ

ミとアナソダーレの間はかなり遠いと結論されよう.
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9) 姉妹染色分体交換 (SCE)に及ぼす温度の影響 (加藤):チャイニーズ-ムスター培

養細胞で観察される SCEの頻度は,37oCで2細胞世代当り約 5/細胞である.この頻度

は培養温度を変えることにより大きく変動する.例えば 3loCでは2.5,42oCでは約 14/

細胞の SCE が観察される.頻度の増昇は温度依存性で,アレニウス･グラフにプロット

すると,3loC～39oCまでの SCE頻度は直線を措き,さらに 39oC以上では勾配の急な

もう1本の直線上に分布する.39oC以上では DNA合成期が著しく延長し,複製過程の

異常が SCE形成を促進するものと考えられる.37oCで培養した同調培養細胞を短時間

高温 (41oC)に曝すと,DNA合成期に高温処理を受けた細胞のみが高い SCE頻度を示

した.現在,自然発生的 SCEは,DNA複製過程および自然 DNA障害の修復過程の相

互作用により形成されるという作業仮説に基づき実験を行っている.

10) 晴乳動物の寿命と不定期 DNA合成能 (加藤): 1974年,Hart&Setlowは噂

乳動物の寿命とその動物由来の培養細胞における紫外線照射後の不定期DNA合成能に高

い相関があると報告した.しかし彼等の結論がわずか7種の動物で得た結果に基づくこと,

ゲノムサイズはすべての晴乳動物で一定とみなしていることなどに疑問をもち,11日33

種の晴乳動物から樹立した培養細胞を用いてDNA量の測定および不定期DNA合成能の

比較を行った結果,寿命との相関は認められず,合成能は系統分類上の目,あるいは科で

共通する傾向を示す資料を得た.また,その合成能は,ヒトを100とすると,10から100

まで広く分布する.この結果は,チミンダイマ-を切出す能力が,晴乳動物においてはも

はや重要な意味をもたないことを示唆するものと思われる.

ll) invivoにおける姉妹染色分体交換 (神田･加藤): SCEの生物学的意味を理解

する糸口を把むため,マウスの各種器官 ･組織における SCEの頻度を調査した.染色体

を標識するため,5-8週令のマウス (C3H)の尾静脈から BrdU溶液を微量ポンプによ

り24時間連続的に注入する方法を用いた.

55個体のマウスに2.5FLg～95FLg/g体重/hのBrdUを注入し,骨髄細胞におけるSCE

を調べたところ,2.5-20〃g/g体重仏 の濃度では SCE頻度は一定値 (約 2/細胞)を示

し,それ以上の濃度では顕著に上昇することが分った.肺臓,腸管,精巣および再生肝の

細胞におけるSCE頻度は骨髄細胞のそれとほぼ同じであり,SCEは器官特異的な役割を

持たないことが明らかになった.

12) invivoSCE検出の新しい手法 (神田･加藤): BrdU は動物体内で極めて不安

定なため,invivoSCEの観察には,従来,1時間毎に 10数回に亘って BrdUを注射

したり,微量ポソプなどの特殊な装置を用いる必要があった.この難点を解決するため,

我々は BrdUをあらかじめ活性炭に吸着させてから,動物の腹腔に1回注入してSCEを

検出する手法を開発し,精原細胞および腹水癌細胞を用いて良好な結果を得た.活性炭を

2.5% NaOH および 2.5% HClでよく洗い,中性にしたのち乾燥させて,種々の濃度の

BrdU水溶液 1mlに対 し100mgの割合で加える.担癌 (MH134)マウスの腹腔に

5mg(BrdU)/0.5mlの BrdU一活性炭を注射して得た SCE頻度は 4.5/細胞で,この頻度

は BrdU濃度の増加に伴い上昇する.精原細胞も同濃度の BrdU で標識され,SCE頻
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度は 1.5-2.0/宗田胞であった. この値は微量ポンプを用いて得られた値と一致する. この

手法は,生殖細胞における変異原の SCEによるスクリ-ニソグに極めて有効と思われる.

第 2研究室 (森脇)

1) 日本産およびアジア産野生-ツカネズミの H-2抗原 (森脇 ･城石 ･峰沢): 日本

産-ツカネズミMus nusculusmolo88inu8において H12.3および H-2.5抗原特異性

の頻度が高いことは,既に赤血球凍集反応によって明らかにされたが,本年度は抗原特異

性を限定してこのことを確認した,すなわち,抗 H-2.3および H-2.5抗血清をこれらの

･､ツカネズミの赤血球あるいは肺臓細胞で定量的に吸収し,残った抗体価を Crblでラベ

ルした標的 リンパ球による細胞障害試験によって測定した.これによって,先に赤血球簸

集反応によって得られた結果が確認された.さらに範囲をアジア産-ツカネズミおよびそ

れ以外の蓄歯塀にもひろげて探索したところ,-ツカネズミ種ではいずれの亜種にもII-
2.5の特異性の頻度が高 く,a-2.8や H-2.13の頻度は高 くなかったが,ネズミ亜科に展

する他の種では H-2.5は認められず,却って H-2.8や II-2.13を持つものが, ある頻

度で存在するということがわかった.H-2抗原の生物学的磯能に関連して,興味ある知見

と考えられる.

2) マウスH-2抗原発現の遺伝的調節機構 (森脇 ･城石): 近交系マウス (Mus肌 uS-

culusdomeSticuB)と日本産-ツカネズミ (Mu8muSeulusnoloSSinus)との Fl雑程

においては,赤血球膜上における domestieuS由来 H-2抗原の発現が著しく抑制される

ことが,赤血球凝集反応および赤血球による抗 H-2血清の定量的吸収によって明らかに

された.すなわち,赤血球上に H-2.5抗原を持たない molosSinuS由来の MoISg-1系

と,H-2.5抗原を持つ BIO.A の Flでは,I-2.5の相対的な吸収量が BIOAの 20%

位に下ってしまう. このような H-2抗原発現抑制の遺伝様式を F2個体 12例について

調べたが,いずれも正常に発現していた.H-2以外の他の複数の遺伝子が関与している可

能性がある.

一方,BIOH-2congenic系マウスの中から,recombinant系を含む6系統,すなわち

BIO.BR,BIO.A,BIO.A(2R),BIO.A(5R),BIO,BIO.D2を選び,それらの赤血球上

での H-2抗原発現に対する遺伝的制御の様式を調べた.幾つかの系統では,肺細胞には

冗-2.5抗原が発現されているにも拘らず,赤血球上では抑制されていることがわかった.

このことから,H-2複合遺伝子座の動原体寄りの H-2K領域に,これに関与する遺伝子

のあることが示唆される.

3) 日本産野生-ツカネズミからの近交系およびBIO.H-2Congenie系の育成 (森脇 ･

城石 ･原田): 日本産-ツカネズミ特有の H-2遺伝子を C57BL/10近交系マウスに導入

して,BIO.H-2Congenie系を作成する計画を昨年に引続いて進めた.系統名と戻し交配

の代数は次の通りである.BIO.MOLSG(FIN7),BIO.MOLTEA(N5),BIO.MOLTEE

(N6),BIO.MOLAJ(N5),BIO.MOLMZ(N3),BIO.MOLYGA(FIN5),BIO.池OL

YGB(FIN5),BIO.MOLORB(N6),BIO.MOLOM(N3),BIO.DOHSY(N4),BIO.BAG

AF(N2).また,野生-ツカネズミから近交系を作成するために,MOL.TEII,MOL.
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TEIV,MOL.MY,MOL.OC,BAG.AF,BAG.IJA,CAS.QZの7系について兄妹交配
を行い,MOL.TEIIは F5に達した.

4) 日本産野生-ツカネズミ染色体Cバンドの分析 (森脇 ･原田･峰沢): 国内各地か

ら採集した-ツカネズミの尾の皮膚および肺の培養によって,染色体GバンドおよびCバ

ンドパターンの分析を行った結果,第 18染色体に多型のあることが明らかになった.そ

の地理的分布にも差異があり,第 18染色体のCバンドが著しく大きいものは本州,四国,

北海道,南西諸島にひろく分布しているが,九州北部,中国地方西部には,このCバンド

が近交系マウスと同じように比較的小さい個体が多い.

5) マウス-p-マにおける腫癌細胞クローソ変化の染色体Gバンドによる分析 (森

脇 ･湯徳*): マウスミエローマ Ⅹ5563の継代移植中に繰返し出現するガンマグロブT)ソ

非産生型細胞クローンの起源を明らかにするために,染色体Gバンドパターンの分析を行

い,元のグロブリソ産生型幹細胞と共通のパターンを持つマーカー染色体を見出した.し

かし,両細胞クローンの間には核型から見て可成り大きな差異があり,グロブT)ソ非産生

型細胞クローンは継代中かなり古く出現し,少数ながら安定した細胞集団として存続して

おり,Stemline細胞集団の衰退,アロ個体への移植等によって急に増殖の主体となると

考えられる.長い継代中にこの少数細胞クローンが消滅することなく, また Stemline

ともならずに維持される機構は未だ解明されていない.

6) リボソームRNA変異を持つマウスMH134腫痔の核型分析 (森脇 ･村松**): マ

ウス腹水肝癌MH134系には,正常マウスと同じ1)ボソームRNAを持つ亜系と変異RNA

を持つ亜系とがあり,両亜系の細胞はマーカ-染色体からもはっきり区別できる.しかし

リボソーム遺伝子が多数重複していることから考えて,この変異が比較的短かい時間に出

現したことは興味ある問題である,最近癌研究所で MH134/M亜系 (正常の r-RNA を

持つ)の培養株 MH134/McA系の中から変異 RNAを持つ A4H134/McB系が見出され

た. これが既に変異 RNAを持つ MH134/C亜型の細胞の混入でないことを示すために,

MH134/McA,MH134/McB,および MH134/cc(Cの培養株)の核型をGバンドを用いて

分析した結果,McBが McA由来であることを確認した.

7)遺伝的高血圧ラット(SHR)血清ポストアルブミンの分析 (森脇 ･大原 ･城石 ･家

森***): 新たに導入した薄層アクリルアミドゲル電気泳動によって,SHRラット血清中

に高血圧発症と共に現われるポストアルブミンバンド(Mバソド)を分析した.正常ラッ

トのポストアルブミン域に現われるF,S3本のバンドの中間にMバンドが検出されるが,

その移動度は泳動条件によって変化することがわかった.一方 DEAEイオン交換カラム

によって M バンドに相当するポストアンプミソを分離することを試みたが,クロマトグ

ラフパタ-ソの上で M バ ンド物質は正常の F,Sバンドの物質と異なる位置にあること

がわかった.昨年の研究で明らかにしたように,両者は共通の抗原性を持っているが,棉

*湯徳正道 (大阪大学医学部 蕩研究施設)
** 村校正実 (癌研究所 生化学部)

***家森幸男 (島根大学医学部)
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造的に何等かの差異を有することが推察される.

8) 染色体進化の基礎理論 (今井): 丸山氏および R.H.Crozier氏 (オーストラリ

ア)の協力を得て長年続けてきた晴乳類染色体における動原体の不均等分布の数量的解析

は,狭動原体逆位の方向性の発見および動原体開裂の染色体進化における重要性の証明に

導くことができた (J.Theor.Biol.に印刷中).これにより晴乳頬の染色体進化の方向性

の問題が一段落したので,目下次の二つのテ-マに取組んでいる.(1)アリ頬染色体にお

ける動原体の不均等分布.(2)噴乳類における核型進化の数量的解析.第-のテーマは,

噂乳規で発見された動原体の不均等分布が系統的にまったく異なるア))類の染色体につい

ても普遍的に見られるか調べるものである.第二のテーマは核グラフ法の導入に成功し見

通しがついた.概要は次の通りである.核型を染色体数 (2n)と染色体の腕の数 (2AN)

を用いて表わす時,数量化された核型は縦軸に 2nを横軸に 2AN を目盛った2次元グラ

フ (核グラフ)上の一点として表わすことができる.核グラフ法で,染色体の数と腕の数

を増減させる染色体変異,すなわちロバ-トソソ型染色体変異および狭動原体道をグラフ

上の核型の位置変化として検出することができる.これらの染色体変異は晴乳類の核型進

化に重要な役割をはたしたことが知られており,加えて統計的な意味で方向性が認められ

るので,グラフ上の核型分布から核型進化の一般的な傾向を知ることができる.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部はショウジョウバェの自然集団に含まれる遺伝的変異の生理遺伝学的,行動

遺伝学的研究を行っている.

昭和52年度の主なる研究課題は (1)ショウジョウバェの行動遺伝学的研究,(2)ショ

ウジョウバェの集団･生態遺伝学的研究,(3)環境悪化のショウジョウ/ミニ集団に対する

影響の研究である.

(1)の研究は文部省の総合研究 ｢ショウジョウバェの行動遺伝学的研究｣(大島班)と

｢昆虫の行動の総合的解析｣(立田班)の補助を受けた.(2)の研究は当部において 15年

も継続中のもので,実験集団遺伝学的研究にキイpショウジョウバェの近縁種のオナジシ

ョウジョウバェの生態遺伝学的研究を加えて新しい方向-の発展が期待される.(3)の研

究は環境庁の公害防止の総合プロジェクトの一部であって,騒音 (振動)のショウジョウ

バエの行動の生理やリズムに対する影響を分析するもので,昭和 49年度から始まって 3

年経過したところである.

特別研究生,大西正道 (京大 ･農 ･博士課程修了)は約5年間,ショウジョウバェの行

動習性に関する研究を行っていたが,4月末に米国ノ-スカロライナ州の国立環境衛生科

学研究所に留学した.特別研究生,李元鏑 (釜山大学校講師,広島大学理学研究科在籍)

は昨年に引続きショウジョウバェの行動遺伝学的研究を,同井上寛 (東京都立大学,理学

研究科在籍)は昨年に引続きショウジョウバエの唾腺染色体の逆位の研究を行うとともに

環量庁の総合プロジェクト研究に協力した.

大島部長は日本学術会議の環境生物学研究連絡委員,文部省の総合研究(B)｢生物教育
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改革のための基礎的研究｣(今堀班)の班員であった.

第 1研究室 (大島)

1) ショウジョウバエの行動遺伝学的研究

(a) キイロショウジョウ,;ェの日周性活動リズム (大島･李)･. 数年来アクトグラフ

によって明暗 12:12環境における活動を調べ, とくに薄暮,薄明両期に活動がさかんに

なる2峰型であることを認めたが,2月から7月にかけてセンサー,パルス増幅,カウン

メ-,時刻制御,プT)ソクー各部の新企画によるアクトグラフが完成した.この機械3台

によって同時に 15匹の-エの活動を記録できるようになって,活動量を計測することも,

またその記録 (10分間毎)をクロノグラムに図示して活動リズムを確認でき能率が格段と

向上した.1975年秋に勝沼で採集した多数の雄からCy/Pm法によって造られた第2染色

体の 50余のホモ系統について,その雄の活動 リズムを調査した.明暗 12:12温度25oC

一定環境では多くの系統の雄の活動は薄暮薄明雨期の2峰型を示し,途中から全暗環鄭こ

すると自由継続リズムで周期は約 24時間を示した.しかし明暗 12:12,全晴雨環境にお

いても日周性リズムを失って無 リズムの活動をするもの,明暗 12:12環境では 2蜂型活

動を続けても全暗環掛こおける活動にはリズムが見られないものが約 10% の系統に見ら

れた.また全暗環掛こおける活動はその--の主観的昼間に単位時間当りの活動量は減少

するが連続的になることを認めた.この実験に使用した約 50系統は別に羽化リズムを調

べ,同時羽化率の高いもの (0.95)から低いもの (0.30)まで変異があったが,それらの

日周性活動リズムや活動量の高低とは特別に高い相関は認められなかった.その結果は,

生物時計の部分分化があるためか,あるいは生理的な羽化リズムと行動的な活動リズムは

異なる機構によるものとして考えられる.

(b) キイpショウジョウバエの飛和行動 (李 ･渡辺): 同上のホモ系統の飛和能力を

Benzer考案の器具 (約 2000mlのメスシT)ソダーの内面に流動パラフィンを塗布)で上

から落下させて測定した.各系統3回試行の平均付着得点をもって飛和力とした.各系統

とも雄は雌よりも強い飛和力を現わし,系統の飛搾力に有意な変異を認めた.先に測定し

た各系統の歩行能力 (前年度報告)とは相関はなく,生存力,体重,趨長とも有意な相関

は認められなかった.また飛糊力の遺伝様式は弱飛和力が部分劣性で相加的ポリジーン形

質ではなかった.

(e) 無限ショウジョウバエの活動 リズム (大島･李): キイロショウジョウバエの劣

性突然変異遺伝子には複眼を小さくするものがかなりあるが,その中から棒限(Ⅹ染色体)

と無限 (第2,第3染色体)の突然変異をもつ雄の日周性活動をアクトグラフによって調

べた.明暗 12:12と全暗環境,25oC一定環境で約1週間の棒限雄の活動は,明暗環境で

は薄暮薄明雨期に2蜂型を示し,全暗環境では約 24時間周期の自由継続リズムを示し,

生物時計の調節機能には異常はなかった.一方複眼をまったく欠く無限雄の活動は明暗環

境で薄暮薄明雨期に2峰型を示したものが約 70パーセントで,多くのものは複眼がなく

ても明暗変化を感じることができた.ところが全暗環境で約 24時間の自由継続リズムを

示すものが約 50パーセントに減じた.複眼を無くす遺伝子の作用は限神経節 (外中内の
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3部からなる)の外部限神経節を欠くとともに他の限神経節まで小さくすることが甲南大

学加地教授によって確認された.ゴキブリは複眼と限神経節間の神経を切断するとすべて

自由継続の活動を示し,限神経節では光を感じないことが確認されている.ショウジョウ

バェでは複眼の光受容細胞を通らないで限神経節が明暗変化を感じるのか,単眼一脳一眼

神経節と光刺激が伝達されて限神経節の一部に存在する生物時計が活動を作動制御するの

かいずれかであろう.

2) ショウジョウバェの集団･生態遺伝学的研究

(a) キイロショウジョウバエ自然集団における逆位染色体 (井上 ･渡辺): 1975-1977

年にかけて日本各地の自然集団に含まれる逆位染色体の頻度を調べた.札幌,赤湯,勝沼,

塩尻,石垣島の大集団,伊東,熱川,下田,夙川,大州の小集団にも世界各地に存在する

高頻度の多型的逆位 (2L)t,(2R)NS,(3L)P,(3R)Pの外に低頻度の逆位 (2L)A,(3L)M,

(3R)C,(3R)Moおよび集団特有の逆位 (2L)W,(3L)Yを認めた.それらの逆位は新し

く集団に生じた逆位と区別されるものである.Mettlerら (1977)が指摘した南北の頻度

こう配は逆位 (3R)Pにかぎり認められた.逆位 (2L)Aは広く分布し,近年に発見され

た逆位 (2L)W と (3L)Yは多くの集団で逆位 (2L)tや (3IJ)Pにかわって増加してい

る.勝沼集団では 1960年代にくらべて逆位 (2L)t,(2R)NS,(3L)P. (3R)Moが約半

分に減少し,(3R)Pは変化しなかった.新しく生じた逆位は染色体の切断点が,それぞれ

異なるもので,各集団,染色体腕当り0.26% であった.

(b) ケージ集団における逆位染色体 (井上): 多型的逆位染色体は集団飼育箱 (ケー

ジ)の集団では時間の経過とともに消滅する.1976年石垣島 (平均逆位頻度 55%)およ

び勝沼 (平均逆位頻度 14%)の両集団をケージに入れて時間の経過とともに頻度変化を追

跡した.ケージ集団の平均逆位頻度はPE-1/1+【(1-P.)esC/P01で表わされる.Ptはt世

代目の頻度,Poは初代の頻度,Sは逆位-テロの淘汰係数,tは世代とする.実験結果か

らケージ集団では逆位-テロの 8-0.06と推定され, 自然集団では考えられないような

低い適応度を示した.一方第2染色体の逆位 (2L)tおよび (2R)NSの適応度を生存力×

生産力で測定した結果,それら逆位の-テロが 9-10%,ホモが 16-17% も低い適応度

を示したことからケージ集団における多型的逆位は速かに消滅することが裏づけられた.

自然集団における多型的逆位の保有機構についてはケ-ジの環境条件を今後変えてみて考

察する予定である.

(e) オナジショウジョウバェの生息分布 (渡辺･河西): 1970年初期に日本に入って

きたと考えられるオナジショウジョウバェは現在,関東 ･東海地方と九州地方に分れて分

布しているが,近年その分布を少しずつ拡大している.1977年 10月山梨県では初めて

【甲府 (4匹),勝沼 (2匹),鰍沢 (4匹),身延 (4匹)】採集され,内陸部への進入のき

ざしが認められた.一方三島市内の市街地から郊外 (遺伝研)にかけて,27地点を選び

バナナトラップによる採集を7月,9月,11月にそれぞれ1週間ずつ試みた.7月には全

地点でキイpが圧倒的に (平均 75%)多く,オナジはわずか (1%)であったが,9月に

はキイロが 50%オナジが37%になり,11月にはキイpが 24%,オナジが 41% と逆転
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した.とくに9月の採集においては,キイロは市街地から郊外にかけて減少し,これに反

してオナジは増加するという変化を示した.

(a) 近縁同胞種の光噂好性 (河西 ･渡辺); キイロショウジョウバェとオナジショウ

ジョウバェの光に対する噂好性を調べるた糾こ照度傾斜のある箱に餌カップを置いて成虫

の定位および産卵頻度を測定した.オナジはキイロより有意に明るい場所に定位し産卵し

た.両種を 400匹ずつ混合したケージ集団に照度傾斜を与え毎代,明所 (L),暗所 (D),

中間 (M)に産んだ卵を選抜した.L集団は約5代ですべてオナジショウジョウバェばか

りのものになり,D集団は 10代の選抜でほとんどがキイロショウジョウ/ミニになった.
一方M集団では 10代の選抜後にキイpばかりの集団とオナジを 25% 含む集団が得られ

たので,後者を再びL方向とD方向に選抜すると,L方向3代目でオナジばかりの集団に

なり,D方向はオナジが減少した.以上の結果から両種は自然界において光の噂好性の相
違によって棲み分けているものと考えられる.

(e) 近縁同胞種の食物噂好性 (河西 ･李): 前項の両種の食物噂好性を知 るために市

販の濃縮果汁 (リンゴ,ブドウ,オレンジ)をトラップとして野外採集を試みた.オナジ

はリソゴにキイロはオレンジに最も多く誘引された.これらの濃縮果汁を含む餌で両種を

飼育した結果,羽化する成虫の比率 (オナジ/キイp)はリンゴ>ブドウ>オレンジの順に

なり,成虫の誘引度に一致した.したがって両種の食物噂好性も棲み分けの原因とも考え

られる.しかしケージ集団に果汁飼料を与えて両種の混合飼育を行うと,ブドウ果汁の餌

で150日間はオナジが維持されたが,その他の果汁飼料や標準飼料では約100日で,すべ

てキイロばかりの集団になった.この結果はケージの飼料カップにおける過密の幼虫のた

めに,餌の表面で嫡化するオナジが窒息死することが多いと考えられた.

(f) 近縁同胞種の雑種の温度感受性 (李 ･渡辺): キイロ(?)×オナジ(8)のFl雑

種は ? のみ生存できるが,発生途上の温度の影響を受ける.キイロの Oregon-R系妖

の 甲 に各地理的起原のオナジの 8 の Fl雑種を 18oC と25oCで飼育すると,18oC

でほどの系統もほほ正常に発生するが,25oCでは完全致死から正常までの変異があった.

25oC/18oC比をもって雑種の温度感受性値とすると,大分系統の比の値は 0.89,名瀬系

統のそれは 0,福岡系統のそれは 0.21であった.そこでこれら3系統を 2代にわたり

pairmatingを行って, より明らかな温度抵抗性系統 (09)と感受性系統 (N13,F9)杏

確立し,それらの-テロを 8 としたときに Oregon-Rの ? とのFl雑種 平の温度感

受性を調べた.その結果,オナジの-テロ 8のⅩ/Y構成によって次のような 25oC/18oC

値を得た.09/N13-0.84,N13/09-0.17,09/F9-0.92,F9/09-0.25.から雑種の温度

感受性遺伝子はオナジのⅩ染色体に位置し,優性の発現を示した.

3) 環境悪化のショウジョウバェ集団に対する影響

(a) ショウジョウバェの日周性活動におよはす騒音の影響 (大島･李): 温度,照度の

プログラム制御付のコイトトpソの中でキイロショウジョウバエ (1(a)参照)のホモ系統

の中から生物時計の機能が正常で日周性活動 リズムのあるものから6系統を選んだ.実験

の前半 (2.5日)は明暗 12:12,後半 (3.5日)は全暗環境とし温度は 25oC一定とし後半
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の 0-5.00時の問に騒音 (2000cycle,100phone)を与えた.実験期間中の活動はアク

トグラフで記録したが,活動停止期間に騒音によって活動するものを感受性系統とし,宿

動しないものを非感受性 (抵抗性)系統とした.それらの特徴をもつものを3系統ずつ選

出したが,感受性系統の-工の活動は騒音によって増加するばかりでなく,全体として大

きい傾向を示した.騒音に対する反応に特徴のある両系統を支配して感受性,抵抗性の遺

伝様式を追究する.

D.生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部では,多細胞生物における遺伝子の発現枚構を生化学的および遺伝学的手

法を駆使し,多岐の材料を用いて追求している.

第一研究室では,多細胞生物における形質転換の研究を行っており,これまでコナマダ

ラメイガ,カイコなどで広く認められている業績をあげてきた.形質転換の模作にはなお

未解決の問題点を残しているが,遺伝子工学への道を開いたものといえよう.また,ショ

ウジョウ/ミェの初期発生における遺伝子作用の解析も併せ行っている.

第二研究室では,タンパク質およびアイソザイムの遺伝子分析を行っている.タンパク

分子を構成するポリペブタイドは遺伝子の直接産物とみなしてよいが,生体内でいろいろ

な修飾をうけるものが少くない.一方,突然変異によって完全に失活した酵素分子をもつ

系統もしばしば見出されている.従ってこれらの同質遺伝子系を用い,酵素分子の遺伝的

修飾や失活の生物学的効果を明らかにする事が出来よう.

第三研究室では,淡水ヒドラを用い,細胞分化機構と形態形成の遺伝学的解析を行って

いる.ヒドラは多細胞動物中最も単純な構造をもつ鮭腸動物で,出芽,再生,移植などの

実験材料として広く用いられてきた.第三研究室では初めて遺伝学的手法を導入して,堤

荏,細胞分化機構或は形態形成過程に異常を生じた多くの突然変異株の分離に成功し,詳

細な解析を行っている.

第 1研究室 (名和)

1) 形質転換現象の生化学的解析 (名和 ･山田): 形質転換研究に用いられたコナマダ

ラメイガの aは,トリプトファンピロラーゼ (TP)の活性を欠くが変異した TP蛋白を

生成していると考えられる.ショウジョウバェのV座位も同じくTPの構造遺伝子である

が,このVには多くの対立遺伝子があり,Su遺伝子により抑制されるものとされないもの

とがある.われわれは先にショウジョウバエのγを用いて形質転換実験を行ったが,変異

体が得られなかったので, この用いられた Vは unsuppressiblevのものかも知れない

という疑が生じた.これが変異したTPを生産しているかどうかを,その付加効果から検

討した.一方パサデナより入手した Su;V;bwは明らかに褐色眼で,TP特性を有し,

V遺伝子は抑制されている. これから suを外すことによって得られた白眼系統は sup-

pressiblev;bwであることに疑いはない.この系統を用いた形質転換実験は進行中であ

るが,TPの面からの検討も行われた.この摩砕液にも,TP相当精製分画部分にも,TP

の活性は認められず,またこれらに RNaseを加えても活性の出現は認められなかった.
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さらに,TP活性測定のときと同じ条件下,摩砕液を incubateしたとき,RNaseを加

えなくとも,RNAの急速な減少が観察された.この場合の RNAの分解を高速液体クp

マトグラフィで分析すると,RNaseを添加したときと全く同じ分解物のパターンが得ら

れた.それゆえ,このγが変異しているが活性のあるTPを生産していて,それが RNA

により抑制されているという仮説は,上記の事実から否定された.

一方,TPの活性は,その ferroporphyrin型への還元,-マチソとの結合状態,分子

状酸素の供給程度などと密接に関係するので,粗抽出液,各精製段階での酵素についてそ

れぞれ至適条件を設定した.これらの条件下で,正常酵素の各種精製段階のいずれに対し

ても,γよりのTP相当蛋白部分に明らかな付加効果を示した.さらにこの条件下で,醍

素濃度を希釈するとき,活性は理論値よりはるかに下ることが分った.この減少はV蛋白

によって防止される.このカイネチックスから推定すると,TPは多量体で単量体に解離

し,ある濃度では両者はある平衡状態にある.濃度の減少は解離の方向に平衡が傾くので,

活性が下る.アルブミンなどテストされた数十種頬の蛋白,VのTP相当部分以外の蛋白

ではこの付加効果は認められなかったこともこの考えを支持する.それゆえVはTPと同

じ分子量の構造の似た不活性の蛋白を生成している.これが付加効果を示すのはTPの単

量体への解離を妨げるためと考えられる.

2) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田･名和):

a) SR因子の作用機構を調べるために,微量注射法により正常卵細胞質を,SR因子

を有する雌-工の産生した卵に注入し成虫まで成育させた.827個の卵が処理され,32匹

の成虫が得られた.その中雄が4匹であった.この結果は前年同様SR雄柾が正常卵細胞

質によって救済されることを示唆している.しかし注入された細胞質中に,雌核が混入し

モザイク雄になっている可能性もあるので,正常-工に標識遺伝子を入れた系統を用いて

検討中である.

b) 前年に引き続き母性効果によるショウジョウバェの肱致死突然変異体の分離が行わ

れた.前年の 11相補群 21系統に加え,新たに 26系統が分離された.これらの系統に

ついては,相互間および前の相補群との関連が調べられている.

これらの突然変異体について,-テロ雌からの子孫は突然変異遺伝子についてホモでも

生存可能であり,雄は正常な妊性を有する.しかし,ホモ雌は正常に産卵するが,受精卵

は受精核が-テロでも途中で旺発生が停止し死亡する.このことより,これらの遺伝子は

卵形成の過程において,卵細胞質中の肱発生に重要な役割をもつ物質,または構造の形成

に関係していると考えられる.そこで突然変異体の産生した受精卵に正常卵細胞質を注入

し,致死卵が救済されるかどうかを調べた.細胞質は 10-15FLのガラス針で卵後端部か

ら中央近くに約 10-4fLl注入された.6系統 (fs(1)MY13,18,131,152,170,335)に

ついて,1系統 300-600個の卵が処理されたが,fs(1)MY18の場合にのみ幼虫の酵化

が認められ,ほかの系統では柾の救済は見られなかった.fs(1)MY では処理された 589

個の卵から13匹の幼虫が階化し,そのうち2匹は婦に,9匹は成虫にまでなった.対照区

での302個の卵は全て醇化しなかった.この系統は正常卵細胞質の何が正常狂発生に必要
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かと言うことを調べる良い材料になると考えられる.救済されなかった系統の中,MY13

では形が異常な卵が多く認められ, また MY160,152では卵黄膜が弱い卵が多く認めら

れた.柾の正常発生のためには,卵の細胞質成分のみならず,その局在性や膜などの構造

なども重要な要素に考えられ,さらに詳しい解析を進めている.

e) 上記肱致死突然変異体の成分の比較が高速液体クロマトグラフィで追求された.

PermaphaseODS,ETHによる逆相分配での非水溶性極性物質,ZorbaxSCXによる水
溶性塩基性物質,ZorbaxSIL とか日立ゲル 3020による吸着性物質,TSK-LS120,170

による各サイズの分子量の物質,PermaphaSeAAX とABXによる水溶性酸性物質など

が調べられた.各変異体間で差が認められたのはABXによるある成分のみであった.こ

の場合,有機酸からリン酸カリ-のグラジエソト溶出法で少くとも 10の成分を明瞭に分

離出来るようになり,少くとも3つの成分は同定されたが,残りは現在検討中である.変

異体間での差異のパターンは複雑で,残りの成分の同定と相まって,これらがどのように

旺致死に関連しているかを目下追求中である.

第 2研究室 (′JtJH)

1) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 現存する北海道犬

の系統には,千歳系,岩見沢系および日高系がある.これらは地域集団の近親交配によっ

て,凍貌,性格,容姿,皮毛色等にそれぞれ特色があると愛好家の間でいわれている.

当研では研究の対象を,交配記録の明確な,千歳系に属するアク系と岩見沢系に属する

メリオ系に限定して調査してきた.いままで得た生体計測,皮膚色素の分析,血清学的調

査の結果では両系問に生物学的有意差を認めなかった.それゆえ,同一調査項目について

調査の対象を上記三系統に及ぼして再検討したが三系間に有意差をみとめなかった.

本州に現存する日本中型犬との比較を引き続き計画している.

メリオ系の兄妹交配は現在 18世代まで進み,近交系の維持にとくに困難はない.アク

系とフジ系の新しい祖犬による兄妹交配のやり直し実験は,それぞれ3世代目まで進んだ.

2) セルローズアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川): セルp-ズアセテ

ート膜の組成は変えずに,膜の孔径をいままでの約 5FLから 10分の 1に細化させるこ

とにより,電気疹透現象を著しく減少せしめて, ヒト血清の βおよび γ-グロブリン分画

の分析能を高くできた.

この膜を用いたセルローズアセテート膜電気泳動法とディスク泳動法との組み合せによ

る2次電気泳動法によって,ヒト血清の新しいβ-グロブl)ソ分画の変異型を見出した,そ

の家族調査を実施している.

3) 対立遺伝子問における不確定発現仮説 (遠藤): イネ緑葉に含まれる Acpl酸性ホ

スファターゼは,3個の主要,:ッドA,M,C と3個の敵中バソドa,m,Cの計6本の
ノミソドから成る. これは Acpl構造遺伝子の直接的な生産物すなわちプロトマ-を Pと

するとき,生体体内で次の3段階の修飾が生じたためと考える.p-A,A-M-C,(A-
且,A4-m,C-C)である.ここで p-A の修飾は配糖体化であって,第2段階以下はそ
の部分的修飾である.これは若い葉ではAの活性が強くCの活性が弱いのに,老化した菓
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ではそれが逆転するからである.

Aoplの-テロ型では,各対立遺伝子に由来するそれぞれ6本の/ミンド,対応するバン

ド間の6本の雑種バンドの計 18本のアイソザイムが形成される.そこでいま,-テロ型

における2個のA,2個のM,2個のCバンドの相対活性の比を,同一個体の年令を異に

する緑葉で求めると,常に一定の値が得られるわけではなく,いろいろな変動がみられる.

このことから,少なくともアイソザイムに修飾が伴う場合,2個の対立遺伝子の発現は同

一組織においても経時的に,かつ相互にその程度を異にすることが観察された.この変動

の要因には遺伝的背景の差異や環境条件を考慮する必要がないので,-テロ型における2

個の対立遺伝子の発現にはある程度の不確定性を伴うものと推測できる.

第 3研究室 (杉山)

1) 淡水ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離 (杉山･藤沢): ヒドラは山間の小池の

ような閉鎖的なところからも採集が可能で,増殖は季節的に有性生殖 ･無性生殖を繰り返

す.従ってこのような閉鎖的に生息する集団には同一の劣性有害田子を-テロとしてもつ

確率が高いと推定し,このような因子の分離を試みてきた.方法は,同一の池から採集し

た雌雄それぞれ2個体問の組合せ,計4組の交雑を行い,Fl個体,F乏個体,戻し交雑個

体を調べた.その結果,今までにチクビヒドラ (Hydramagnipapillata)の矯小株,巨

大株,出芽異常株,体幹奇形株,再生不能株,刺細胞欠失株,雄性不稔株,細胞比変異株

等,多数の異常株の分離に成功した.

これらの分離した変異形質は,通常,出芽による無性生殖で安定して後代に伝えられる.

上記の異常が近親交雑の結果ホモになった劣性遺伝因子によるものかどうかは明らかでな

いものが多い.しかし,近交度を計算すると高い値が得られ,また,再生不能性や矯中性

は有性生殖で安定して子孫に伝えられる事から,多くの異常株が遺伝的であると考えられ

る.

2) 間細胞欠失株およびキメラ株の発生過程の解析 (杉山･藤沢): ヒドラの体は6種

類に大別される細胞 (筋肉,消化,腺,間,神経,刺細胞)約 19万個から成り,野性株
ではこれらの細胞が一定の比率で維持されている.間細胞欠失株 (nf-1)紘,近交交配5

代目 (Fb)の1系統 (sf-1)で,偶発的に出現した自ら餌を描食出来ない個体を系統化し

たものである.nf-1は未分化細胞である間細胞とそれから分化して来る神経細胞と刺細

胞が欠失しており,強制給餌によってのみ無性的に増殖させ得る.ヒドラの発生過程で神

経細胞は重要な役割を果す事が従来から示唆されてきたが,これを確認するために間細胞

欠失株は最適の材料である.

nf-1に他の株の間細胞を導入すると,上皮細胞は Sf-1に,問細胞,神経細胞および
刺細胞は他の株にそれぞれ由来するキメラ株を作る事が可能である.

キメラ株では,上皮細胞或は間細胞はそれぞれ eelllineagesを長期にわたる飼育の問

(1-2年間)安定に維持しており,両者の間で相互変換は見られていない.

いくつかのキメラ株を用いて,発生学的特質を分析し,上皮細胞供与株 (sf-1)および

問細胞供与株の特質と比較した.その結果,キメラ株の生長速度,出芽速度,触手の数,
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体の大きさ,再生能等殆んどの発生学的特質は上皮細胞供与株に酷似していた.この事は,

間細胞或は神経細胞ではなく上皮細胞がヒドラの発生上の特質の大部分を第1義的に決定

している事を示唆している.

3) 刺細胞分化の遺伝的制御 (藤沢 ･杉山): チクビヒドラには捕食,防御等の目的とこ

使用される4種類の刺細胞 (A,B,C,D型)が在る.刺細胞は分裂能をもたず,間肘

胞からの分化産物である.正常状態では4種の刺細胞比はほぼ一定に保たれている.この

ことは間細胞から4種の刺細胞-の分化を調節する機構が働いていると考えられ,この後

構の解明を試みた.

近親交雑によって得られた刺細胞比異常株およびこれらの株の問細胞を間細胞欠失株

(nf-1)に導入して得られたキメラ株を用いて,分化の特定段階にある刺細胞を染色し,

4種の刺細胞比を求めた.

先ず,刺細胞比は系統内ではほほ一定であり,系統間では統計的に有意差があった.こ

の事は,間細胞の4種の刺細胞に分化する割合は遺伝的に決まっている事を示唆する.

次に,キメラ株の刺細胞比は,間細胞の由来してきた株にほぼ等しかった.この事は,

間細胞或はそれより分化する細胞が,ヒドラ体中の刺細胞比を何らかの方法で測る事がで

き,間細胞から特定の刺細胞への分化を制御する事によって細胞比を一定に保っていると

考えられる.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部の設立された趣旨は有用動植物の改良に役立つ遺伝学的知識を開発すること

にあった.それには遺伝学の法則を如何に応用するかも含まれるが,研究活動の主体は応

用的な立場から研究課題を開拓することであろう.私たちの研究活動の背景は農学であり,

主要な関連学会は育種学会である.

現在,私たちの研究課題は以下に述べるように甚だ多種多様であるが,その大部分は適

応と進化に関するものであり,また生態や行動の遺伝学的研究がとり上げられている.外

部資金による研究活動の主要なものは環境庁との契約に基 く『環境悪化の動植物に与える

影響の遺伝学的研究』である.

本年は人事の移動はなかった.岡,森島および佐野 (植物保存研)は文部省海外学術調

査費により10-11月西アフリカに稲および草原植物の調査のため旅行した.その概要は

第3研究室の研究結果の一つとして報告する.なお,岡は1月下旬 『アフリカの稲に関す

る会議』出席のためフランスに出張,その途中英国およびタイ国に立寄った.また,岡と

井山は ｢アジア大洋洲育種学会｣(SABRAO)出席のため2月下旬オーストラリアに出張

し,その途中研究連絡のため岡はマレーシアを,井山はニュージーランドを訪問した.

第 1研究室 (岡)

1) 飼育された野生ウズラにおける遺伝分散と環境分散の変化 (河原): 富士山麓で野

生ウズラを捕獲し (1965-70年,農林省許可),ケージに入れ第 10代まで飼育を続けた.

世代の進行とともに種々の形質に認められた変化については昨年報告した (年報 27号 31
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ページ).諸形質の変化に伴ってその分散も減少することが認められた.分散分析の結果

から遺伝分散と環境分散の値を推定し,その値について第 6,7世代混合群 (W-6良 7),

弟 10世代 (W-10)および家禽化系統 (D)の3群を比較した.

産卵率,性成熟日齢および卵重 (g)では,これら3群の間に次のような差異が認められた.

遺 伝 分 散 環 境 分 散 表 型 分 散

産卵率 性成熟 卵重 産卵率 性成熟 卵重 産卵率 性成熟 卵重

W-6&7 34 129 0.92 240 245 0.11 274 874 1.04
W-10 64 65 0.52 143 63 0.29 207 128 0.81

D 32 11 0.28 43 16 0.27 76 26 0.55

表型分散は3形質ともに野生ウズラの ｢家禽化｣に伴って減少したが,性成熟日齢および

卵重では遺伝分散と環境分散とが平行して減少を示した.体重と脚長についてはこのよう

な分散の減少は見出されなかった.

遺伝分散の減少は飼育環境に適応するに伴って遺伝子型が均一化することを示すであろ

う.環境分散の減少は ｢家禽化｣に伴って発育の安定性 (ホメオステーシス)を示す遺伝

子型が選抜されたことを示すのではないかと思われる.

2) ウズラの受精率に対する騒音の影響 (河原): 飼育繁殖第10世代の野生系統 (W)

および家禽化系統(D)を用い,ブザーによる 95ホンの騒音処理を1時間おきに1時間ず

つ (毎日 12回)を 20日間行った.日長は 18時間照明,6時間暗黒とし受精率を調査

した.最終交配後の精子生存日数などを考慮し調査期間を処理前無騒音期,処理期および

処理後無騒音期 (各9日)に分け受精率を記録した.

W同志交配 (WW),D同志交配 (DD),W雌×D雄 (WD)およびD雌×W雄(DW)

の受精率 (%)は次の通りであった.

期 間 WW DD WD DW

処 理 前 70.3 96.2 74.6 79.0

処 理 中 57.4 98.8 69.0 63.7

処 理 後 63.5 93.4 78.5 81.4

家禽化ウズラでは騒音は受精率に殆ど影響がないが,野生系統では 10世代の飼育繁殖

をくり返して相当に家禽化しているに拘らず騒音は受精率を低下させることが判った.野

生系統では昨年報告したように (年報 27号 82ページ)騒音処理によって産卵率も低下

する.もし捕獲後の飼育世代数の少ない系統を供試すれば騒音の影響はさらに明瞭に認め

られるであろう.

3) ニワトリおよびウズラの系統育成と保存 (河原 ･三田･斉藤 ･杉本)

(a) ニワト1)の系挽: 近交係数 90% 以上の白色レグホン種2系統,ロ-ドアイラソ
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ドレッド種2系統を全兄妹交配によって引続いて繁殖した. ミノルカ種,横斑プ.)マスロ

ック種など近交感受性の高いものは徐々に近交度を高める方法で系統の純化を継続した.

また,白色レグホン種の閉鎖群を維持している.

(b) ウズラの系統: 正常羽色で正常卵殻色の家禽化1系統,野生1系統,羽色突然変

異,卵殻色突然変異,神経異常突然変異など10系統を徐々に近交度を高める方法で保存

している.鳥類の実験動物としての重要な貢献は,その肱を常時容易に利用できることで

ある.この点を考慮して,伴性劣性アルビノ突然変異と常染色体性の白色卵殻突然変異と

の組合せ合成系統を作り,引続いて生存率と卵殻の強度について選抜を行っている.

4) 親子回帰法による同類交配集団の遺伝率の推定 (藤島): 遺伝率 h之を片親に対す

る子の回帰係数 b.pから求める場合,h2-2b岬 によって推定されるが,同類交配集団で

は両親間に相関関係が存在するので,それによる補正が必要である.マウスの学習能力成

績についてその補正の妥当性を検討した.

同類交配集団の遺伝率は h2-2bop/(1+γGSD)(γGSD は両親間の遺伝相関係数)により推
定できる.マウスの学習能力に関する選抜実験の成績 (年報27号,33ページ)にこの方程

式を適用してhBを推定した.この集団では両親問の相関係数0.522(≠γGLS,),a.p-0.153,
両親平均値と子との回帰係数 b｡す-0.201(-h2),実現遺伝率0.204であった.したがって,

h2-2(0.153)/(1+0.522)-0.201となり,bo石からの遺伝率推定値と一致し,この方法の妥

当性が認められた.

5) マウスの学習能力に関する選抜実験 (藤島): Y型迷路を用いて,60-70日令のマ

ウスの弁別回避学習能力 (DAR)を測定し,高 ･低2方向-の選抜を行った.本年度は選

抜第2代の成績が得られた.遺伝的獲得量は雌雄平均で 6.7であり第1代の値 (6.1)と

同様であった.第1代の場合と同様に雄 (8.7)は雌 (4.7)より高い選抜効果を示した.

学習成績を種々の成分に分けて調査するとDAR高 ･低系統間の回避成績の差 (高≠低)

は 14.8,弁別成績の差は -3.6となり,DARを向上させる方向の選抜は弁別能力より

回避学習の向上をもたらす傾向が認められた. また,DARの低い系統は高い系統より弁

別学習が優れていた.この偏向は選抜第1代でも同様に見出され,回避能力と弁別能力と

の間に負の遺伝相関のあることが示唆された.

6) マウスの学習におよはす騒音の影響 (藤島): マウスの 2系統 C3H/HeMSと

SWM/Msの同胞の雌雄約100匹 (120-250日令)を試験区と対照区に分け,Y型迷路を
用いて,回避,弁別および弁別回避に関する学習成績を測定した.25oC恒温で毎日12時

間照明 12時間暗黒を対照環境とし,試験区ではこれに騒音 (Pinknoise,100phon)を加

えた.騒音処理の長さにより,1週間区 (Nl)と 3週間区 (N8)を設け,毎日の暗期間に

1時間おきに1時間ずつ6回騒音を与えた.各騒音期間終了後上記の学習成績 (当日と翌

日)と活動性を測定した.さらに,第2回の学習後1週間騒音を与えた後学習成績を測定

(第3回),さきに記憶された学習効果におよぼす騒音の影響を調べた.

第3回目の学習成績ではいずれの系統でも騒音処理区の方が劣り,騒音による学習の障

害が認められた.SWM/MSは C3H/HeMSよりこの傾向が顕著であった.また,短期の
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騒音 (Nl)は長期 (Ns)より強い障害を与えた. このことは,騒音に過去の学習記憶を阻

害する作用があり,この作用は騒音期間の短かい方が大きいことを示唆した.また,いず

れの系統でも騒音区の方が活動性が有意に増加した.この候向は長期の騒音区 (N8)の方

が短期 (Nl) より大きかった.一般的に活動性は神経質なマウス程大きい.騒音はマウス

をより神経質にさせ,本実験の期間 (3週間)では順応による回復が認められなかった.

第 2研究垂 (井山)

1) 自殖性作物において集団育種法に世代促進法を併用する場合の集団の大きさ (井

山)･. 自殖性作物を交配し集団育種法 (bulkmethod)によって優良組換型を求める場合

について,雑種後代集団に希望遺伝子型を一定の危険率で少くとも1個以上得るため必要

な集団の大きさを種々な繁殖の方法について計算した.その結果,毎世代1個の親植物か

ら1個づつを次代に残す1親1子法は,1個の親から複数個体をとって次第に集団の大き

さを拡げて行く方法にくらべて,最終的に必要な集団が小さいことが判った.しかし1親

1子法では F2世代から最後の選抜まで集団を同じ大きさに維持せねばならない.世代促

進法を用いるときには初期世代を限られた面積で養成する.F2から F4までの総個体数

を検討すると,世代の進行とともに個体数を増して行く方法が,1親1子法より少ない稔

個体数で目的を達成できることが判った.

2) ヒエの除草剤感受性の変異 (井山): 前年に引きつづいて,我国の各地から採集し

たヒエ系統について除草剤プロバニールに対する感受性の変異を調査した.その中,仙台

近郊の長年無農薬栽培を続けた水田と,それに隣接する普通栽培の水田から採集したヒエ

との間には,プロパニ-ルに対する感受性について次のような差異が見出された.一定濃

度の除草剤の撒布に対する生存率で感受性を表わすと,(1)両方の集団ともに種々な感受

性系統を含んでいるが,(2)平均生存率では,無農薬区の 64.4% に対して,農薬使用区

は 84.5% (差は 5% 水準で有意)であった.これは除草剤抵抗性に関する選抜の結果で

あろうと思われる.

第 3研究室 (岡)

1) サ-ラ砂漠南縁地域における稲および草原植物の生態遺伝学的調査 (岡 ･森島･佐

野): 文部省海外学術調査費を受け,本年10･11月の2カ月間ナイゼ])ア,力メル-ソ,

チャドなど西ア71)カの奥地サバンナ地帯に調査旅行を行った.西ア7I)カはイネ属その

他の植物について種間ならびに種内の変異が最も豊富であることが知られている.普遠稲

(Oryzasaliva)の他にグラベリマ稲 (0.glaberrima)が栽培され,これらにそれぞれ近

縁の野生稲 (0.longista桝inata-0.perenniSSubsp.barthiiと0.breviligulata),さ

らに遠縁の野生稲 0.puneぬtaなどが種々の条件の下に自生している.旋行の主要な目

的は,自然環象,特に降雨と地形,また人間活動が植物の集団に与える影響について生態

遺伝学的研究に役立つ資料を求めることであった.種稲子などの採集は国際熱帯農業研究

所(ⅠITA),フラソス政府海外科学技術研究組織 (ORSTOM)などの御援助を得て共同作業

として行った.

野生稲の生育する低湿地 28地点,稲の栽培されている圃場 18地点,乾燥したサバソ
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ナ 23地点において,構成革種の被度と草高,地形,水深,環境凍乱の程度などを記録し,

稲については無作為的に個体別種子を採集し,またそれらの中 27地点からは埋土種子調

査のため表土を採取した.現地における調査記録のとりまとめから以下の事実が見出され

た.

a) 野生稲:0.longiStaminata(27集団)はすべて地下茎をもち,多量の遺伝変異

(酵素変異)の蓄積に拘らず集団は外観的に均一である.多くの場合,地下茎繁殖による

クランプを作り,少数の不稔性個体が混在する.一年生の 0.breviligulataはチャド奥

地では低湿地に大集団を作り,土人はその種子を食料として採集している.一方,携乱さ

れた場所では栽培型 (0.glaberri鵬a)に近い形質を示すものが見出された.両種は繁殖

体系が全く異なるに拘らずしばしば同じ場所に共存し,その場合若干のすみわけが見出さ

れた.なお,0.punctataは多湿な森林地帯では樹下に生育する多年生植物であるが,

降雨量の少ないサバンナでは 日射の下に生育し0.breviligulataと共存することもあっ
た.

b) 栽培稲: 多様な自然環掛こ対応して種々の稲作体系があるが,農民の伝統的栽培休

系は畑地,低湿地および深水田に大別される.その他に最近開拓された港渡される水田も

ある.大部分の圃場では普通稲とグラべリマ稲とが種々の相対頻度で混合している.政府

機関は普通稲を奨励しているが,農民は耐早性,深水適性その他の適応性をもつグラべリ

マ稲を好む傾向がある.また,農民は型の異なる植物の混合を嫌わない.普通稲,グラべ

リマ稲ともに,特に後者では,同一集団中に主に種子の特性について多様性が認められた.

その程度を情報量 (HニーEplnp)で評価し,生育地の条件と比較すると,グラべT)マの

混合頻度が約 60% のときその集団内多様性が最高になること,また集団内多様性と生育

地に共存する雑草の多様性とが相関 (γ-0.53,5%有意)することなどが見出された.お

そらく生物的環境の複雑性が遺伝変異の保有に関係するのであろう.

さらに,半壊性インド型多収性品種は西ア71)カ内陸部では潅概して栽培しても不成功

の場合が多い.その原因は明らかでないが,おそらくこれらの改良品種は水に関するスト

レスのない条件の下に選抜されたためであろう.

e) 他の作物: 畑地では稲の他にソルガム,ミレット,トウモロコシ,カウピー,ワタ

などが栽培されるが,2種以上5種位の作物が混作されることが多い.ZariaのAhmadu

Bello大学農学研究所が最近開始した試験によると,ある条件での混作は全収量を増加す

る場合が多く,またカウピーでは他の作物との混作は虫害を減少させた.おそらく集団内

の遺伝的多様性も同様な機能を果すのではないかと思われる.市場から求めたカウピーの

種子は稲と同様に外観的多様性を示した.

d)草原の植生: 採集した標本に基きAkobundu氏 (ⅠITA)の御協力により102種

の草原植物 (木本を除く)が同定された.調査地点のバイオマス推定値に対する一年生植

物の割合は,経度が高く年間降雨量が少ないほど,また降雨量の変異係数が大きいほど多

くなることが認められた.また,種の多様性はバイオマス推定値と相関し,降水量や生育

地撹乱によって異なるなど種々の植物社会の基本的特性が描き出された.上述のように種



38 国立遺伝学研究所年報 第 28号

々の問題点が見出されたので,今後,採集した材料について調査を継続する予定である.

2) 温室内における野生稲系統の競争試験 (森島): 野生稲が生育と繁殖を通じてどの

ように競争するかを知るため,温室内水田に Oryzaperenni8の3系統,W120(多年生),

W593(やや多年生)および W630(一年生),を2系統づつ組み合せて3段階の密度 (20×

20cm,10×10cmおよび 5×5cm)で栽植した (1976年夏).種子の成熟脱落後,地上

部を刈り取って形質を調査し,各区の半分は鰍で耕起し他の半分は放置して冬期は乾燥状

態におき,翌 (1977)年5月再び潅水した.同年 12月までの間に前年からの残存株と自

然に発芽生育した植物を4回調査し,埋土種子,雑草量なども記録した.

第1代植物の生育量について競争関係を調査した結果,W630>W120>W593>W630と

言う循環型の順位関係が見出された.また競争効果は期待に反し密椿より疎椎において大

きかった.親株の生存率は W120では 40%,W593では 84%,W630では 2%であり,

10×10cmの地表および深さ5emの土中に見出された種子数は W120で4.5,W593で

7.9,W630では 23.3であった.第2年 (1977)夏における各系統の個体数を見ると,本

試験の条件では,一年生程度の強い系統ほど有利であり,また耕起区では放置区より第2

代の植物数が多いことが認められた.

本試験に用いた土壌は新しく購入した果樹園表土である.第1年目に単植区に生育する

雑草を調査したところ,稲の系統によって雑草の種類や量が有意に異なることが見出され

た.本試験の目的の一つは自然の環境をどれ位温室内に再現できるかを確かめることであ

った.それには多くの困難があることが経験された.

3) 異なる早生遺伝子をもつ同遺伝質稲系統の温度反応 (山岸*･柔**･岡): 栽培稲

の出穂まで日数は種々の遺伝子に支配されるが,不感光性系統の花芽形成を約1週間促進

する遺伝子 E (第8連鎖群)とその作用を強める変更遺伝子 mが日本型品種の主要な早

生遺伝子であることが見出された (TSAI1976, 日本遺伝学雑誌 51:115-128).台湾で

は m の作用は第一期 (冬)作において第二期 (夏)作より強く冬作では eとの組み合せ

でも2-3日出穂を促進する.遺伝子型Em+,Em,em+,および emを含む同遺伝質7

系統 (E座位にはアイソアレル E&,Eb などがありそれらをもつ)を8個体づつそれぞ

れ 1/50m乞ポットに植え,グF2-スチャンバー (コイトトロソ2区,昼間 300夜間 250

と昼間 220夜間 170に調節,約 4,000ルックス 14時間照明)および普通温室 (300-

180変温)に 8-8-8NPK(g/m2) で 12月から翌春まで栽培した.さらに,これらの系

統を普通の水田および短日圃場 (ll.5h)に栽培 (4月16日播種)し出穂まで日数を調査

した .

その結果,遺伝子 Eおよび m の出穂促進効果は環境によって著しく異なることが判

った.標準系統 で65(em+)の出穂まで日数を 0とし種々の遺伝子型をもつ同遺伝質系統

の平均出穂日を比較すると次の通りであった.

*察 国海 (台湾中興大学糧食作物研究所)
** 山岸 博 (農林省野菜試験場)
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グロスチャンバーの条件では m遺伝子はeとの組合せで出穂をおくれさせた.またそ

の-ビスタシス効果は Eaとの組合せでは Ebとの組合せより著しく大きかった.

4) 稲雑種系統における銅抵抗性の遺伝 (森島): 銅抵抗性が弱い栽培稲系統 (108,白

戟,Oryzasaliva)と抵抗性が著しく強い野生稲系統 (W106,アジア型一年生,0.peren-

nis)の交配から得られた F4の 30系統をれき耕装置 (銅 0および 5ppm)で試験した.

種々の形質値を総合して生育量を評価しその含銅区 :無銅区の比率 (%)を銅抵抗性指数

とすると,非抵抗性の 108では 80,抵抗性の W106では 190であって,F4系統はそ

の間に分布した.F3系統 (1975年)についての同様な調査結果と比較し親子回帰から遺

伝力を求めると0.36であった.

自然集団から採集した系統の間には,一般的に,抵抗性系統は正常環境における生育が

劣ると言ういわゆるtradeofrの傾向が見出される.しかし雑種後代の系統の間にはその

ような懐向は全く見出されなかった.

銅処理区の植物について茎葉部および根の銅含有率を測定したとこら,系統により銅吸

収力は有意に異なることが認められた.しかし銅吸収と銅抵抗性との関係は明らかでなか

った.おそらく銅抵抗性には種々の生理過程を支配する遺伝子が関与しているだろう.

5) 大豆の栽培型×野生型の後代系統における自生能力の変異(岡):野生大豆Glysine

so3laは本研究所構内の空地数ヶ所に自生し, またその種子を草地に撒布すれば翌年から

自生集団が成立する.栽培品種には自生能力はない.台湾で育成された広域適応性の大豆

品種中興2号を母親とし三島野生大豆を 1974年秋台中で交配した (蕪国海博士の御厚急

による).その F2を 1975年春三島で播種して種々の形質を調査したのち,野生型と親

培型との種々の特徴の組合せを示した 30個体からF8種子を採った.1976年春それらの

F3系統を互いに 1.5m の間隔をおいて3ヶ所に栽培し特性を観察したが収獲せず種子を

自然に撒布させた.1977年春から夏にかけて各区に自生する個体数を調査した.

その結果を見ると,1m乞あたり個体数は西圃場では 0から720(野生型親は702),鶏

舎上段の圃場では0から293(野生型親は 552),草地では個体数の調査は困難であっ声が,

カバーについて 0から 100% までの系統間変異を示した.これらの異なる環境における

自生能力は互いに相関し,遺伝的に支配されることが認められた.さらに,成熟した英の

ねじれ,種子の英からとび出す程度,圃場で立てた竹につるが巻きつく程度,種子の色や
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大きさなど種々の形質を調査した.これらの形質は系統の間に著しい変異を示したが,自

生能力の大小はどんな特性によって決定されるかはまだ明らかでない.

6) ヒエの分離系統における銅抵抗性の変異 (森島): 埼玉県行田市の水田から採集し

た6倍体ヒエの-テロと思われる1個体の自殖後代に銅抵抗性が著しく異なる系統が得ら

れた.その8系統をとりれき耕 (銅0および 5ppm)と畑地土壌を入れた トレイ (銅0,

100および 200ppm)で栽培し銅に対する反応を調査した.自殖第3代で感受性を示した

3系統の後代 (第4代)はすべて感受性であった.しかし,第3代で抵抗性を示した系統

の後代には抵抗性について分離するものが多かった.このことは銅抵抗性が1つの不完全

優性遺伝子に支配されることを示唆する.

上述の結論はれき耕および鍋 200ppm 土壌での試晩結果をそれぞれ無銅対照区のもの

と比較して得られた銅抵抗性指数に基 く. しかし,何故か,銅 100ppm を含む土壌での

試験結果は全く異なる傾向を示した.抵抗性遺伝子の発現は銅濃度やその他の環境条件に

よって著しく異なるのではないかと思われる.

抵抗性系統は正常環境において生育が劣ると言ういわゆるtradeo庁 の現象は,自然集

団では常に認められるが,分離系統の間には全く認められなかった.この現象は自然選抜

の結果起るのではないかと考えられる.

7) ヒエの銅吸収と銅抵抗性 (森島): 産地の異なるヒエ 108系統 (83地点から採集)

について,棟耕および土壌栽培で銅抵抗性指数を求め,またそれらの植物の地上部および

根の銅吸収力を調査した.一部の系統については亜鉛およびマンガンの吸収も調査した.

1976-7年にわたって得られた結果をとりまとめると,根は茎葉の 10-15倍の銅および

マンガンを吸収するが亜鉛の濃度には地上部と地下部の間に著しい差異が見られないこと,

根と茎葉の吸収率は互いに独立であること,また銅,亜鉛およびマンガンの地上部吸収率

は系統の間で互いに正の相関を示すことなどが認められた.

さらに,銅抵抗性は茎葉の重金属含有率と有意な負相関を示した.ヒエの重金属抵抗性

の主要な機構は根から吸収した重金属を地上部にもち上げないことにあると考えられる.

おそらく種々の錯塩を作る酵素の活性が遺伝的に異なるのであろう.

8) スズメノチッポウの銅抵抗性と競争力との関係 (森島): 産地の異なる 23系統を

供試し,植木鉢 (直径 20cm)に含銅区 (200ppm),対照区 (無銅)およびレンゲとの

1:1混播区 (無銅)を設けて2回反覆で試験した.冬期生存率 (霜柱被害の回復力),成

:熟期の乾物垂および銅含有率について系統別に成績を記録した.冬期生存率については,

1975/6年の試鼓結果からすでに報告したのと同様に,銅汚染田に由来する系統は対照非汚

染田に由来するものより含銅区における生存率が高いことが認められた.親子回帰から含

銅区の冬期生存率によって表現される銅抵抗性の遺伝力を求めると 0.34(5% 有意)であ

った.

ヒエその他の水田雑草の場合と異なり,含銅区 :対照区の生育量の比率はあまり系統に

よる変異を示さず銅抵抗性の指数として役立たない.茎葉と根の銅含有率の比率を求めた

ところ,冬期生存率による銅抵抗性が強い系統はどこの比率が小さい傾向があった.
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さらに,銅抵抗性はレンゲに対する競争力と負相関 (r--0.50,5%有意)を示した.

これは抵抗性植物が正常環境では他植物との競争に弱いことを意味しtradeoffの一例で
ある.

9)5種の畑地雑草の問の競争の様式 (森島)･. 種の異なる雑草の間にどのような競争

が起るかを知るためこの実験を行った.本研究所構内および附近の草地で 1976年秋一年

生夏雑草,ダソドポロギク,エノコログサ,コブナグサ,メヒシバ,およびヒエ (5種9

系統)の種子を採集し,本年春各系統を単植および2種の検定系統 (メヒシバとコブナグ

サ)と1:1混植区として播種した.自然放置区とふみつけ区 (播種1カ月後より3カ月

間毎週4回ふみつけた)を設け,それぞれ2回反覆で試験した.成熟期に単位面積あたり

の生存個体数と乾物重,各区の最大および最小5個体の乾物重などを調査した.

ふみつけの影響は種によって異なり,ダソドポロギクではふみつけにより生存数が著し

く減少したがメヒシバでは殆ど変化しなかった.混櫓が生存率に与える影響は混棒の相手,

系統およびふみつけ処理によって変化した.単位面積あたり乾物重によって競争の効果を

見ると,メヒシバは最も競争力が強くダソドポロギクは最も弱かったが,ふみつけ区では

エノコログサも強い競争力を示した.なお,最大個体と最小個体との乾物重の差は表現型

可変性を示すと思われる.この差はコブナグサにおいて最大,ダンドポロギクにおいて最

小であり,また一般に単植区では混植区より大きい傾向があった.本試験の結果はかなり

複雑であり種間競争の様式について見通しを得るにはより詳しいデータの分析が必要と思

われる.

F.変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,第1研究室は動物に関して,第2研究室は植物に関し

て,第3研究室は微生物などを材料として誘発突然変異の研究を行っている.本年度,第

1研究室所属の研究員に井上正が採用された.また第3研究室の定家義人研究員は9月よ

り米国カリフォルニヤ大学 Doi教授のもとで留学研究を行うため出発した.

前年度に引続き,国内外の諸研究室と種々な形で研究協力を行った.賀田はDNA修復

とその化学修飾についての研究連絡のためIAEA主催の会議 (タラコフ市, ポーランド)

に参加し,また比較化学突然変異に関するワークショップ (リサーチトライアングルパー

ク市,米国)で研究協力,発表を行った.また,諸国内学会の外に,米国変異原学会年会

および第2回国際変異原学会議 (エジンバラ市,英国)などで研究連絡,発表を行った.

一方,当研究部で見出したヒト遺伝病Ataxia症由来の培養細胞に欠失した酵素に関する

協同研究のため,井上は英国サセックス大学に赴き,数週間滞在した.

昨年に引続き,文部省総合研究A｢生体における放射線と化学物質の相互作用の機構と

遺伝的影響｣を主催し,従来見逃されていた問題点の総合検討を行った.その他,環境科

学の一環としての化学物質の変異原性の検出法の改良と人に対する遺伝毒性の評価, トリ

チウムの遺伝的影響に関する研究,がん原物質の短期検出法の開発,環境発がんの研究な

どに関する文部省,科学技術庁,厚生省の諸綜合研究計画に参加した.また本年より科学
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技術庁特別研究調整費による ｢化学物質の毒性簡易試験法の開発に関する組合研究｣組織

が出発して微生物検出法の研究を担当した.

非常勤研究員として安藤忠彦 (理研),乾直道 (専売公社)の諸博士の御参加を得ている.

当部の職員以外で特別研究生その他の資格で研究に参加したのは以下の者である:平野光

一,浅野泰司,兼松宜孝,横井山晶子,松本寿子,太田純子.

第1研究室 (土川)

1) マウスにおける化学物質による突然変異誘起の研究 (土川)

a)毛色を指標にした体細胞突然変異の検出:毛色に関する標識遺伝子をもつテスター

と野生型のマウスを交配して,所定の妊娠日に母親に化学物質を投与し,生れた Flの被

毛に色調の異なる斑紋があらわれるか否かをしらべ,被検物質の体細胞突然変異誘起性を

検定するスポットテストについて,PW 系統 (aabbochochddpp)とKYF/2系統 (aa

bbSS) をテスターとし, それに対する野生型の C3H とC57BL系統マウスを用いて検

討した.その結果 C57BL雌とPW 雄またはKYF/2雄との交配では,Benzo(a)pyrene,

Hycanthone,TEM および Urethaneなどで,比較的少数の Fl調査でも,異なる色調

の斑紋をもつ個体を検出できたが,C3H雌との交配では検出できなかった. また色素細

胞の細胞死によると考えられている腹側の白斑については,HycanthoneとTEMを用い

た実験結果によると,投与量と出現頻度との間に直線関係のあることが認められた.

b) 化学物質の突然変異誘起性と精巣関門:変異原物質は,晴乳動物の生体内での代

謝 ･解毒戟横による活性の変化のほかに,生殖腺の関門の関与によって,活性物質が生殖

細胞に到達できないた釧こ,その突然変異誘起性が示されない場合があると考えられる.

Hycanthoneはサルモネラ菌によるテストで,フレ-ムシフト型変異原であることがわか

っているが,マウスでは雌への投与で排卵5日前までの卵子に作用した場合にのみⅩ染色

体消失が誘起されるが,優性致死および精原細胞での特定座位の突然変異は誘発しないと

されている.KYF/2系統雄マウスに Hycanthone投与後6週目の交配で,着床後の死

肱の増加を認めたが,雄にあらかじめ Freundの完全アジュバントを注射しておくと死

腔増加はさらに著しく,また Hycanthone投与後 2-5週の交配でも,対照にくらべて

有意差は示されなかったが,アジュバント処置群では,着床後の死肱がHyeantl10neのみ

授与した群よりも常に高率であった.アジ,./:ソト処置がおそらく精巣開門に変化をもた

らし,生殖細胞への変異原物質の到達を容易にするらしいことが考えられる.

2) フタル酸エステルの突然変異誘起性と催奇形性の解析 (土川):プラスチック可塑

剤であるフタル酸エステルの1種 Di-2-ethylhexylphthalate(DEHP)の突然変異誘起

性および催奇形性に関する活性は,すでに報告したごとく,その分解産物の A(on0-2-

ethylhexylphthalate(MEHP)にあると考えられる.そこで今年度は,妊娠8日のマウ

スに DEHPIOmi/kg経口投与し,14C-DEEP トレーサー法と ECD-GI.C法を用いて,

母体と胎児内の DEHPと班EHPの分布を検討したところ,投与後1時間で DEHPは

母体の肝に投与量の1% (MEHPはその3%),胎児には母体の肝分布量の2%(MEⅡP

はその1%)詑められ,肝･肝 ･胎児への分布濃度は投与後3時間でピークに到達した.
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さらに DEHPの加水分解能を,ローダミン6Gを用いた lipalyticacylhydrolase活性

測定法によってしらべたところ,胎令 7-9日の胎児では酵素活性が認められないが,10

日では若干の活性があらわれてくることがわかり,胎児の加水分解酵素生成能の発現と,

発生段階による奇形発現率低下との関係を示唆する知見をえた.

3) 疾患モデル動物の育成 (土川):特定研究 ｢マウスの遺伝育種的純化に関する研究｣

に関連して行った研究の1部として,マウスの仙椎異常選抜系は,ヒトの先天性仙椎形成

受精卵の末

着床率が約 30% であって,他の系統と比較すると高率である.そこで受精後85.5-90.5

時間の腔をしらべたところ,他の系統ではほぼ 90% が胞旺期になっているのに,この系

統では約 35% が末だ桑実歴以前の発生段階にあり,これらが末着床になるものと推測さ

れる. しかもかような隆は Hank'S液中にて互いに接触させておくと癒 着し易い性質が

ある.

第 2,3研究室 (賀田)

1) 枯草菌の apurinicDNAendonucleaseの精製とその性質 (井上 ･賀田)･.イオン

化放射線は DNAに多種の障害をもたらし,それらは, それぞれ異った種類の修復酵素

により修復されると考えられる.我々は先に,invitroで r一線照射したDNAの,精製

した DNAポリメラーゼに対する鋳型活性を高める活性を指標として,枯草菌抽出液中

に複数種の修復酵素を見出 し,それらが,"cleaning''exonucleaSeおよび apurinic

DNAendonuclerseであることを報告した.後者の酵素は,蛋白として単一標品となる

まで約 1000倍に精製され, その分子量は SDS-gelで 56,000,分子ふ るい カラムで

58,000と推定された.至適 pHは 8.0であり, 活性の発現には二価金属イオンを要求

せず,EDTAによる阻害もうけなかった.本酵素は,酸 ･熱処理によりDNAに生ずる

アルカリ感受性部位- その殆んど全ては apllriniesiteと考えられる- を選択的に攻

撃し,DNAに切れ目をいれるが, この作きは, 基質 DNAが二重鎖のときに新著であ

り,一重鎖のときは,わずかの活性しか示さなかった.

2) ヒト遺伝病AtaxiatelangiectaSiaおよびBloom症候群患者の級維芽細胞のDNA

修復辞素 (賀田･井上 ･横井山):Ataxiatelangiectasia(AT)お よび Bloom症候群

(BS)は,常染色体性劣性遺伝をするヒトの遺伝病であり,運動失調,免疫学的欠陥,高

頻度の染色体異常および発癌等の症状を皇するとともに,放射線にも感受性であることが

報告されている.上述の諸症状は,ATおよび BSが何等かの DNA修復酵素の欠損に

起因する可能性を示唆するので,近年我々が開発した.修復酵素定量法 (PrimerAeti-

vation酵素定量法)杏,患者より得た初代培養細胞の粗抽出液に適応したところ,AT細

胞は,正常細胞に比して,著しく低い活性しかもたず,また,BS細胞はやや低い活性を

示した.以上の結果は,ATおよび BSの病因が,予想通りDNA修復酵素の欠損にあ

ることを示唆する.

3) トリチウムの遺伝的毒性の評価 (賀田･定家 ･井上):原子力や核融合によるエネ

ルギーの利用に伴なって,環境中に排出されるトリチウムがヒト遺伝に与える影響が注目
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されている.枯草菌胞子を種々な濃度のSH-グリセリンを含む水と混じて凍結保存して,

胞子の致死突然変異誘発を観察した.8lIべ-クー線は,低濃度ほど同一の吸収線量で比

較して,80Coガンマー線よりも高い効率で致死突然変異誘発作用が高く,条件によって

は100倍以上もの高い効果を認めた.

4) 妊娠-ムスター胎児における突然変異誘発 (賀田･浅野 ･平野 ･横井山･乾):妊

娠 11日目の Syriangolden-ムスターを 60Coガンマー線で照射し,2日後に胎児由

来の培養細胞を行い8-アザグアニン耐性の突然変異体の頻度を測定したところ,250ラッ

ト迄の照射では線量に比例して変異誘発率の上昇をみた.最低の検知可能な線量は 16ラ

ットであった.また形態 トランスフォーメ～ショソによる発がん効果も観察された.この

系は種 な々遺伝毒物の嘱乳動物 invivo,invitro試験法として,さらに検討をすすめつ

つある.

5) DAPAによる突然変異誘発･徽生物育種 (賀田):当部でかつて検出した frame-

shift型変異原 (DAPA,Sodium-p-dimethylaminobenzene-diazoSulfonate)は極めて

水溶性でかつ礁力な突然変異誘発作用を有する.従来広く使用されている NTG(ニトロ

ソグアニジソ)は base-change型であるに反して,DAPAの使用によって安定な変異

株が得られる可能性がある.枯草菌では 1% 程度に低下した生残菌について,数%の

auxotrophsを得た.これまで国内約 50ヶ所に配布され Streptomycesなどでの成功例

がみられる.

6) nhtator遺伝子による温度感受性サプレッサ-変異株の分離 (定家 ･太田･賀田):

GrosSによって得られた DNA-ポリメラーゼⅢに関する t8-mutator遺伝子を導入した

HAIOl株より,その His~および Met-の 8upreSSionに関する低温感受性株が得られ

た.このように,化学変異剤を使用せず,Mutatorを使用して突然変異株を得る方法は

今後さらに工夫 ･利用されると思われる.種々な遺伝実験材料におけるMutator作用の

比較検討を行った.

7) 枯草菌における細胞融合現象の解析と遺伝学的利用 (平野 ･定家 ･浅野 ･賀田):

Schaefferらによって開発された方法に従って,DNA 修復欠損株塀間で細胞融合を行い,

rec遺伝子の機能特異性の解析を行うとともに,poIA と uvSSあるいは dna-8132と

の組合せを有する株をSPO2ファージで溶原化し,橿微量の変異原･発がん原によってフ

ァージ誘発される検定株の分離に成功した.

8) 放射線と化学物質との相互干渉･遺伝的影響(賀田･兼松 ･原 ･横井山):IAEA主

催によるクラコフ会議で,DNA 修復と化学物質による修飾に関して研究発表を行った.

その遺伝的影響については,文部省科学研究費給合A班を主催して,参加研究諸機関と協

力研究を行った.多数の金属化合物について,紫外線およびガンマー線照射を待けた枯草

菌 ･大腸菌細胞の感受性化をメルクマルとするスクリーエソグを行い,コバルトおよび白

金化合物の有効性を見出した.

9) 環境中の変異原 ･発がん原の検出とその遺伝毒性的評価 (賀田･定家･原･平野･

土川):化学物質の突然変異誘発性は,遺伝子の劣化を招く遺伝毒性として近年注目され
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ている.一方,発がん物質あるいはその代謝物の多くが徽生物に突然変異誘発作用を示す

ことが最近明らかになった.そこで人間環境の中から突然変異原を検出して,その毒性の

評価を行うことが極めて重要である.従来実施してきた枯草菌 re0-8888y法に関しては,

あらたに胞子を使用することによって高感度かつ定量的な方法が開発された. また, S9

を添加して液体培地中での最小生育阻止濃度を Reo+およびRec一株で求め,その比をも

って DNA損傷性を表現する方法を併用し,比較化学突然変異に関する国際計画の諸試

料および,厚生省による発がん試験計画の諸試

検定株は,これまでに国内･外100ヶ所以上に分与され,検出結果の報告を受けている.

10)環境変異原,がん原の生物防除 (賀田･森田･原･井上):昨年度開始した研究の

結果,われわれの食生活に関与する種々な変異原 ･発がん原のうち,野菜 ･果実供に含ま

れる成分によって毒性が中和･不活化される事実が明らかになった.本年は,アミノ酸･

蛋白質燃焼物に注目して,キャベツ･プロコ1)-･ナス･リソゴ･ゴボウなどに含まれる

変異原不活化因子を見出し,その活性因子の抽出,作用機作の解明などを行った.

ll) 金属による突然変異誘発遺伝毒性 (兼松 ･賀田).･自然 および人間環掛こおける遺

伝毒性の一端として金属化合物供の果す重要性に注目し,100種以上の試料に関してreo-

assaryおよび復帰変異試扱法による組織的検索を行った.その結果,As,Be,Cd,Co,

Cr,Cs,Ge,Hg,Os,Pt,Rh,Sb,Se,Te,V化合物煩の中に陽性試料を検出した.
これらは既知発がん性データと80% 以上の正の相関がみられた.

12) トウモロコシのモチ澱粉変異体の形質表現 (天野):化学変異剤によって誘発され

る中間型モチ澱粉 (wx)変異体は塩基対置換型の変化である有力な証拠である. モチの

程度を定量することによって,この中間型の存在をあきらかにできる.このために2波長

同時測光装置を製作し,昨年度すでに報告した.本年は光検出器,測定装置,読みとり装

置に改良を加えた.これによって分解能が高まり分布測定ができるようになった.一粒毎

に糊化し,≡-ド染色して,一定澱粉濃度におけるアミp-ス量を測定するこの方法によ

れば,標準モチ,4系統とウルチとを交配した F隻集団のすべてで,分布幅が狭いモチ群,

ウルチ群が1:3に分離していた. モチ群はすべて欠失型変異 Wが と同じ値を示した.一

方 EMS誘発変異体では8変異体中5変異体はウルチ寄りの値を示した.さらにそのうち

一変異体は丁度中間の値を示し分布幅も広くなっていた.

13) イネのモチ澱粉変異体の形質表現 (天野):水稲 (農林8号)に EMSで誘発した

モチ変異体について,トウモロコシと同様の方法でモチ性の定量的測定を行い,F2分離集

団について粒単位でモチ性の分布を調べた.その結果,分布幅はトウモロコシよりほ広か

ったがモチ群ははっきりと分離できた.モチ群の平均位置は変異体によって異なり,測定

した8変異休中4変異体はウルチ群にやや近く,中でも2変異体は旺乳の外観から予測し

たように特にウルチ群に近かった.そのひとつについてホモ個体の種子の分布を調べたが,

完全ウルチ域から,モチ･ウルチ中間点まで広い分布を示した.この場合一見モチウルチ

混合米に見えるので実用化には注意を要する.トウモロコシの F2では明確な3･.1の分離

があったが,イネでは2:1:1の分離となり,3倍性肱乳における遺伝子数効果が確認で
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きた.

14) γ線緩照射の線量反応 (天野,鵜飼 (故育場)):低線量率照射の線量-効果関係を

調べるために農技研放射線育種場の照射舵場にトウモロコシを栽植し,生育期を通じて照

射を行った.照射効果としては Yg2/yg2-テT,接合体の葉に見られる Yg2斑頻度とそ

の大きさ,および wx,Ae/wx,Aeホモ系統におけるヨード浪染花粉 (wx,ae)頻度

を調査した.生育初期の急照射では変異斑は斑の始点から残り全長に及ぶものが多いが,

巌照射では大部分小さな斑であったが頻度は急照射の 10倍に達した.モチ系統の雄花穂

をアルコール固定し,花粉をヨード染色して濃染花粉を観察し計数した.雄花穂上での変

異花粉の分布はかなりの変化があったが,十分に大きな集団 (108粒以上)の観察では線

量に対してなめらかに増加した.放射線感度は高く,閲場内最遠部,92m,3.8R/日区で

も無照射対照区のほぼ2倍の変異花粉頻度が得られた.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびかこ病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

はか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度に行われた研究の概要を下に記すが,これには文部省科研費ならびに厚生省特別

研究費の援助を受けた.

第1研究垂 (枚永)

1) ダウン症のモニタリングに関する研究(松永):約2,000例のダウン症児の核型およ

び母年令分布が,1960年以前と以降においてどのように変化したかを分析した.主なねら

いは,スモンや胎児性水俣病などの各種公害病が発生し,且つ AF2などの突然変異原に

国民が広く曝露された 1960年以後に,染色体不分離の発生率が増加したか否かを検討す

ることにある.1947-60年にうまれた息児の母年令平均は 33.1才 (対照は 28.7才),

1961-75年の患児の母年令は29.7才で (対照は 釘.4才),これだけをみると若い母で

の不分離の発生率が上昇したかのように思われる.しかし,不分離の発生率がすでにきわ

めて高い 40才以上の母における相対頻度を規準にとると,若い母からの相対発生率が

1960年後に上昇した証拠は全く認められなかった.詳細は Hum.Genet.37:221-230,

1977に発表.

2) ダウン症の発生と父年令(松永):ダウン症の発生が母年令に強く依存することはよ

く知られている.母年令効果を除いた上での父年令の影響については,Penrose(1933)

の先駆的研究以来陰性の結果が報告されてきたが,最近 Steneら (1977)は 218例の患

児の父母年令分布を分析して,55才以上の父の出現数が母年令を揃えた対照群に比べて有

意に多いことを見出し,トリソミーの発生に父年令も無関係でないとしている.そこでわ

われれは,自験例の患児 1279例の父母年令分布に基づいて,父年令効果のパターンを分

析した.対照は嫡出子出生に関する人口動態統計の父母年令分布を利用し,患児の出生年

および母年令の影響を補正した.その結果,患者群の父は対照群に比べて 55才以上のも
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のが有意に多く,40-44才のものが少いこと,ダウン症発生の相対危険率は父年令増加に

伴ってゆるやかに上昇し,55才を越えると約2倍にふえることが判明した.詳細は Hum.

Genet.40:259-268,1978に発表.

3) ヒト初期発生異常の遺伝疫学的研究 (塩田･松永)

a) 多指症の成田:京都大学医学部付属先天異常標本解析センタ-に所蔵される約 36,

000例のヒト胎芽標本のうちから 129例 (0.35%)の多指症を見出した. この頻度は,

新生児における出現率の3倍である.型別に見ると,軸前性 (栂指側)多指が全体の 3/4

を占め,欧米人や黒人に多く発生し優性遺伝形質とされる軸後性 (小指側)多指の割合が

極めて低い.家族例の判明したものはなく,父母の年令 ･近親婚 ･母の疾病および薬剤摂

取などとの相関も認められなかった.日本人に多い軸前性多指症の多くは,複雑な遺伝ま

たは環境原因によって起るものと推定された.詳細は人塀遺伝学雑誌に投稿.

b) 奇形の発生に及ぼす各種の母体要田の検索:上記センタ-の胎芽のうち損傷のない

人工流産例3,474例を用い,各種母体要因について奇形胎芽の発現頻度を調べた.妊娠順

位の低い (1-3)群および甲状腺疾患を有する母から奇形胎芽が高率に見出され,これら

の要因が奇形の成立に関与している可能性が示唆された.母年令 ･妊娠間隔 ･避妊 ･母の

疾病 ･薬剤などについては,奇形発生率との間に相関を認めなかった.

e) 子宮筋腫および子宮外妊娠の成立に関与する母体要因:上記センターの標本のうち,

子宮筋腫を伴ったもの 97例,外妊例 43例を見出し,それらについて母親の特徴を調べ

た.筋腫群では人工流産群に比べて母年令が高く,農業従事者の割合が多かった.外妊群

では,母年令が高いのに対して妊娠順位が低く,相対的に不妊の傾向が認められた.

第2研究室 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について,基礎および応用両面からの研究を行っている.

1)染色体の構造および機能の分子細胞遺伝学的研究

(a) テT3メアの構造とバリンドp-ムモデル(中込):染色体のテロメアにパリンドロー

ムが存在する場合の構造としては,Cavalier-Smithおよび Bateman による2種のモデ

ルが提唱されているので,両者の識別を試みた.ヒトの2倍性細胞(WL38)をBrdUrdの

存在下で1細胞周期の間培養すると,前者のモデルではテロメアの DNAは T(非置換)

および B(BrdUrd置換)鎖各1本により構成されるのに対し,後者においては50%の

テロメアがT鎖2本より成るはずである.T･TとB･Tを染め分ける条件で,1000個以

上のテロメアを観察した所,T･T鎖の存在を示す所見は全く得られなかった.この技術

によると,およそ 18×104ヌクL/オチド対の DNAが検出可能とされているので,テロ

メアには Batemanモデルによる構造が存在しないか,存在する場合にはこれより短い長

さであることが明らかになった.

(b) ヒトⅩ染色体における不活性化の調節 (中込):昨年に引き続き,Ⅹ染色体の不活

性化 (Lyonization)が不完全である可能性について検討している.実験に必要な単一細

胞由来のクローンは,WL38については得られているが, ヒト胎児の線維芽細胞の初代

培養ないしこれに近い状態では,まだ分離に成功していない.今後はリンパ球由来の長期
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培養細胞を得ることと,さらにクT,-ソの分離を試みる予定である.

なお次項で述べるLIiA法において,Ⅹ の着糸点が強い蛍光を示すことから,女性に

おける2本のⅩ染色体を互いに識別できる可能性が出てきた.これが実現すると,特定の

Ⅹ染色体の継承 (親から子へ,または特定の細胞株からクp-ソへetC.)の追跡が初めて

実現することになり,Lyonizationの細胞学的な追求が極めて有利となる.実用化を目標

に,さらに検討を行う予定である.

2) ヒト染色体の変異(多型)の研究 (中込 ･岡･松永):昨年中に我 が々開発したLBA

法について,実用化に必要な基礎的な検討を行った.8例について本法と通常のQバンド

法による染色体変異の検出度数を比較した結果,端部着糸型染色体の短腕の変異について

は69対25(LBA対 Q),同じく着糸点の変異については 74対 18,付随体については

58対 79で,付随体を除き圧倒的に本法が有効であった. さらに中部ないし次中部着糸

型染色体の着糸点および 1,9,16番の2次狭窄部の変異が検出可能であること,変異部

と同時に真性クロマチン部にバンドを染め出すので個々に識別された染色体について変異

の判定が可能であること,Q-LBAという逐次処理が可能であることなどの特長を合わせ

て考えると,飛躍的な診断能力の向上が実現したことになる.今後の方針としては,本法

を顔徴濃度計と組み合せることにより,染色体変異の定量的な取り扱いを実現することと,

上に述べたごとくⅩ染色体の不活性化の研究に本法を応用することなどを予定している.

3) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究(中込 ･岡):従来は原因不明とされていた先

天異常の内から,分染法に基づく詳細な分析などにより,新しい染色体異常による疾患単

位を分離 ･独立させることを目標とする研究で,昨年までに引き続いて行っている.

研究の進展には新技術による分析精度の向上と,より広範囲の症例に対して分染法によ

るスクリ-ニソグを行うために,第一線病院などでも実施可能な簡便な技術の開発と普及

が前提となる.本年は,高価で著しく取り扱いが不便であり,しかも検者の眼や皮膚に有

害な紫外線を放出する蛍光頗徴鏡を使用せずに,Qバンドなど染色体の蛍光分析を行う可
能性を検討した.先ずキナク1)ソマスタ-ド (QM), キナク1)ソ (Q), アクリジンオレ

ソジ (AO)などの吸収スペクトルを調べ, 吸収のピークが何れも可視域にあることから,

白熱電球の内で比較的短波長側の分画を多く含む-pゲソランプを,FITC用の干渉フィ

ルターと組み合せて試用したところ,3種の蛍光色素による標本がいずれも充分に分析可

能であった.但し紫外線ランプを光源とする通常の方法に比べると暗いため,QM:の特性

に合せた専用の干渉フィルタ-の設計により改善を図る予定である.

実際の患者についての成果としては,+lo句-トリソミーの同定に文献上初めて成功した

ほか,遠位 4q トリソミー,4p ト1)ソミ-などの新症候群の症例を検出し,染色体の過

剰な区間と臨床像との対応関係についての検討を行った.

4) ヒトの遺伝病と悪性腫癌の好発(中込･松永):ヒトの遺伝病の内には,悪性腫蕗を

好発するものがかなりある.この種の疾患の症例を集め,体細胞についての研究を行うこ

とによりその特徴を明らかにすることができれば,悪性化の機構を解明する上で得るとこ

ろがあると考えられる.ただしBloom 症候群など2･3の劣性疾患については,既に簡
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単ながら検討の結果が幾つか報告されているので,我々は常染色体性優性の遺伝病に絞っ

て研究を進めることとした.本年は大腸ポリ-プ症約20について,通常の方法による切断

など染色体の形態の分析,分染法による構造の解析,姉妹染色分体交換の検出などの検討

を行った.まだ分析を終っていないが予備的には,染色分体および染色体切断の増加や安

定型の構造異常の増加を示唆する所見を得ている.今後,さらに検討を進める予定である.

H.微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいて DNAの複製と細胞分裂の調節機構に関する研究を

進めている.そのほかに当部で約5,000株の独立に生起した温度感受性突然変異株を大腸

菌 Ⅹ12株から分離し, これを共通の研究材料として生体高分子の生合成機構を研究する

国内および国際共同研究チームを組織して,この分野の研究を推めている.

当研究部の人事の面では微生物遺伝部第室長鈴木秀穂博士が東京大学理学部植物学教室

助教授へ 12月1日付けで転出した.第1研究室研究員の安田成一博士はスタンフォード

大学生化学部長アーサー･コーンノミ-グ教授のもとへ 12月末日に留学して同博士がクt,

- ソ化に成功した DNA複製始点を含む DNA断片をもちい,DNA 複製の酵素学的研･

究を行うことにした.日本学術振興会の奨励研究員として山田正夫博士が本年も当研究部

で細胞分裂の遺伝生化学的研究を行った.東京大学理学部植物学科大学院生武田横は当部

のDNA複製機構に関する研究に引きつづき参加している.非常勤研究員として東京大学

応用微生物研究所松橋教授,九州大学理学部関口教授,東京大学理学部飯野教授らの参加

を得て ｢ペプチドグリカンの生合成に関する共同研究｣,｢DNA修復の細胞分裂におよぼ

す効果｣,｢細胞分裂と鞭毛形成との共転機構に関する研究｣を推進することができたこと

はまことに有意義であった.

部長広田は1月8日～7日に行われたゴ-ドン･リサ-チ･コンファレンスの細菌の細

胞表層に関する会議に招へいをうけて渡米し,細胞分裂の分子機構について講演を行った.

さらに西独共和国チュ-ビンゲソ大学関学500年記念行事として9月5日～7日にわたり

細胞表層の機能に関するシソポジアムの記念講演に招待されて渡独し講演を行った.この

機会に学術振興会の日独国際共同研究の助成費をうけて,本研究所教生物遺伝部第2室長

鈴木秀穂博士,同集団遺伝部第2室長丸山毅夫博士,東京大学応用微生物研究所教授松槍

通生博士らも同時期に渡独した.その際,上記研究者がチューピソゲソ市マックス･ブラ

ンク･ウイルスフォルシュソグ研究所のマンフィルド･ギーラー部長,ウリ･シュヴァノレ

ツ部長らとともに,細胞分裂機構と生物のバク-ソ形成の機構に関する討議と共同研究を

行い得たことは,まことに有意義であった.

本年 10-11月にかけてベルギー国･リェ-ジュ大学ジャン･マリ-･ギーセソ教授,

オーストラリア･モナシュ大学ブルース･ホロウェイ教授,米国ウィスコンシン大学ジュ

リアソ･デービス教授,同大学ロバート･ラウンド教授,英国t/セスタ-大学プライア･/

スプラット博士,米国ニュ-ヨ-ク州立大学大坪栄一助教授らが相ついで来訪した.また

本年 12月には米国ニューヨ-ク州立大学井上正順教授が来訪した.来訪者とともに細胞
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の生長機構,プラスミドの複製,耐性因子,ペニシリンの作用機構,細胞分裂機構などの

広範な問題について微生物遺伝部のメンバーと突込んだ論議を行うことができた.研究費

の面では,一般研究 (A)｢細菌細胞の生長と分裂の遺伝的調節機構に関する研究｣(広

班)特定研究 ｢細胞質因子の基礎的研究｣(計画研究:広田,安田)(公募研究:西村)に

よる研究助成金の交付をうけた.さらに総合研究 (A)｢大腸菌 K12株変異体をもちいた

生体高分子生合成に関する総合的研究｣(継続)が認められたので,ひきつづき約20名の

分担研究者とともに生体高分子の生合成俵溝を研究することにより,この総合研究の共通

の課題である細胞の増殖機構の共同研究を推進した.

1)細菌細胞の分裂機構 (鈴木 ･西村(行)･池谷 ･荻野 ･小林 ･広田):前年 にひきつ

づいて,細菌細胞の生長と分裂とを実行するのがムレインサ ･キュルスであるという広田

のサキュルス仮説を検証する研究を進めた.もしもこの仮説が正しく,サキュルスが細胞

分裂を行う分子的実体の一つであるならば,ムレイン･サキュルスの生合成と分裂に関与

する酵素反応群に閲し,｢細胞分裂の温度感受性突然変異｣に対応した ｢酵素反応の温度
感受性｣が証明されると予測される.われわれの研究によってこの種の突然変異体を発見

し,同仮説を実証することができた.この目的のために放射性ペニシリンをモニターとし

て用いた.ペニシリンは細菌の細胞分裂を行う蛋白に特異的に結合することによってその

機能を阻害するので,細菌を殺すことが知られている.従ってこのペニシリンの性質を

｢細胞を分裂させる蛋白質を同定する手段｣として,細胞分裂に温度感受性をもった一連の

突然変異体に適用すれば,｢ムレイン･サキュルスの生合成と分解に関与する酵素が細胞
分裂の必須反応として働いているか否か｣をしめすことができる.この方向から行った実

験によって上記の仮説が支持された.すなわち,ペこシl)ソ結合蛋白 (PBC)として知ら

れる一連の蛋白質,PBCla,1b,2,3,4,5/6に欠失をもった突然変異体を,当研究部

で分離した500株の温度感受性突然変異体をしらべることによって見出した.さらにそれ

ぞれの遺伝子座を次のように決定した.pond (PBC-1a)73.5分,ponB(PBC-16)3.3

分,rodA(PBC-2)14.4分,fbI(PBC-3)1.8分,dacB(PBC-4)68分,dacA(PBC-
5/6)13.7分に位置し,その遺伝子産物は各結合蛋白の構造遺伝子であることをあきらか

にした. さらに ponA とponB遺伝子産物はムレインサキュルスの生合成杏,ftSI遺

伝子産物は細胞分裂を行うことをしめした.詳細は P.N.A.S.,74,2976(1977)と P.

N.A.S.,75,664(1978)に報告した.

2) 細胞分裂を行う遺伝子をになうプラスミドDNA (西村(行)･武田･西村(昭)･鈴

木 ･広田):先年クラーク･カーボ./らが合成したコ1)シソEI･プラスミドコレクション

から,ftsZ遺伝子を含み PBC8をコードするプラスミドDNAを発見したが本年はその

制限酵素マップを作り,細胞分裂を支配する遺伝子の構造と遺伝子産物の性質の解析をつ

づけた.その後の研究の進展により,ponA とponB遺伝子を含むプラスミドを発見し,

その遺伝子産物であるPBC-1aと 1bを約 10-20倍に増加させることを見出した.

この研究の一部を Plasmid,1,67(1977)に報告した.

3) T)ポ蛋白の細胞分裂機構に対する役割に関する研究 (鈴木 ･西村(行)･安田･池谷
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広田):細菌細胞の表層に在って細胞の形態維持に寄与してい るムレイン･サキュルスに

結合した7)ポ蛋白の研究をすすめ,その役割を明らかにした.前年度,前 年々度にひきつ

づき本年度もリポ蛋白の修飾と構造に関する変異体と,リポ蛋白を欠失した変異体の性質

等を詳細に解析した.その結果,リポ蛋白の役割はムレイン･サキュルスに結合して細胞

外膜とムレイン･サキュルスとの間の連繋を保ち,外膜構造を安定化し,ペリブラスム空

間を保つことによって細胞を藩透圧や外界からの阻害剤から防御する役割を果しているこ

とを明らかにした.われわれの結果によりこの蛋白質が細胞分裂に直接関与するとか,外

膜構造の構成に必須とか,低分子の受動透過性に用いられているという今迄に提出された

1)ポ蛋白の役割に関する仮説のすべてを覆えすこととなった.われわれの研究はこの分野

の研究者達の興味をひき,カリフォルニヤ大学二階堂教授,ニューヨーク州立大学井上教

授らと共同研究を行った.詳細はJ.Bact.,123,308(1977)･.J.Bact.,132,1045(1977)･.

P.N.A,S.,74,1417(1977)に報告した.

4) 温度感受性変異体の系統的分析 (広田･荻野 ･桑野 ･杉浦･西村(過)･井上(正順)

･松橋 ･磯野･斉藤):われわれの研究部で分離した突然変異体のコレクションの解析を

進め,上記の研究者がそれぞれ,ペニシリソ結合蛋白,m-RNA分解,RNAポリメレー

ス,t-RNA マイナー･べ-ス,外膜蛋白,ムレイン氷解辞素,リボゾ-ム蛋白,脂質等

の生合成に関する分担研究を行った結果,多数の興味深い突然変異体を得ることができた.

その詳細は A(olec.gen.Genet.,156,239(1977):B.B.R.C.,76,739(1977)･.Molec.

gen.Genet.,154,279(1977):P.ド.A.S.,74,2976(177)に発表した.

5) DNA複製始点のクローン化 (安田,広田):本研究部で大腸菌の DNA複製開始

部位を含む染色体断片のクローン化に成功した.大腸菌染色体上の uncとrib遺伝子盤

問に位置する分子量 6Mdal の大きさの DNAを EcoRlによって切出し,各断片をア

ソピシ1)./遺伝子と人工遺伝子組換法によって結び,形質転換法によって自律的増殖でき

るクローンを分離した.この 6MdalDNA断片を BamHIによって更に切断してクp

-ソ化を進めたところ,そのうちの 1.2Mdalの DNA断片部分が DNA複製開始部位

を含むことを発見した.この断片は約2,100ヌクレオタイド対を含む比較的短鎖DNAで

あって,これにマグサム･ギルバート法を適用すれば,全ヌクレオタイド配列を明らかに

することが技術的に可能な範囲である.この複製始点のクローニングは細胞生物として最

初のものである.複製開始点は生体の増殖 ｢細胞分裂とDNA複製｣に関する鍵を秘めて

いる.その構造とその機能との関連についての分子レベルでの解析を進めている.その一

部は P.N.A.S.,74,5458(1977)に発表した.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行っている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では主として進

化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究を

行っている.本年における研究活動および人事を要約すると次の通りである.
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第1研究室では本年も分子レベルにおける進化と変異の問題を研究した.主な成果とし

ては,進化の過程においてコドソの第3番目の位置に新しい突然変異が蓄積する速度を算

出し,これと中立説との関連を明らかにしたこと,および多重遺伝子族の集団遺伝学的理

論を発展させたことをあげることができる.部長木村は西独ゲッチソゲソにあるマック

ス･ブランク生物物理化学研究所の M.Eigen博士の招きを受け,集団遺伝学と分子進

化に関する講義と研究連絡のため5月 14日から5月 28日まで渡欧した.また,その焼

金を利用し,エジソバラの動物遺伝学研究所,ロソドソ大学,チュ～ピソゲソ大学などを

訪問し,講演や研究連絡を行った.木村は学術上の功績により7月1日付で郷里岡崎市の

名誉市民に選ばれた.

第2研究室では昨年来,ウイスコソシソ大学の客員教授として講義と共同研究を行うた

め渡米出張中の丸山毅夫室長が1月2日に帰国した.同室長は遺伝子頻度の確率過程に関

する研究成果をまとめ,これを `̀StochaSticProblemsinPopulationGenetics''の題

の下にドイツの Springcr出版社から (LectureNotesinBiomathematicsの1つとし

て)発表した.また,丸山は9月3日から9月 23日まで渡欧し,西独チュ-ビンゲソの

マックス･プラソク研究所で A.Gierer博士と共同研究を行うと共に, その後会を利用

し,-ヂソ/ミラの動物遺伝学研究所およびチュ-ピソゲソ大学の遺伝学教室を訪問,研究

連絡および講演を行った.第2研の研究員の席は昨年山崎常行が九大助教授として転出以

後空席となっていたが,本年4月1日付で高畑尚之を研究員として採用した.高畑は九大

理学部生物学教室の数理生物学研究室において松田博嗣教授の指導を受け,博士過程を終

了したものである.高畑研究員は4月6日付で九大より理学博士の学位を受けた (学位論

文 ÈDiffusionA(odelsforStochasticSelection").

外国からの来訪者の主なものを列記すると次のようになる. ウイスコソシソ大学 J.F.

Crow教授 (4月7日-12日),同大学 W.】虻 Fitch教授 (4月 18日～19日),エジ

ソバラ大学 R.Ambler教授 (4月 22日～23日),カ7)フォルニア大学 H.Stern 教

痩 (10月5日),フランソス国立血液研究所 J.ConStanS博士 (10月 13日), アメ1)

カM.Ⅰ.T.J.Yellin博士 (10月26日),テキサス大学根井正利教授 (11月7日),オ

ーストラリア C.S.Ⅰ.R.0.数学統計部門主任研究官 C.C.Heyde博士 (11月 11日).

なお,非常勤研究員として安田徳一 (放医研遺伝部室長)が ｢人規集団の統計遺伝学的

研究｣の題で今年も共同研究に参加したが,安田の三島市での調査については一応本年を

もって完了した.

第1研究室 (太田)

1) 分子進化の過程における同義的突然変異の置換率と中立説(木村):これまで,分子

進化の速度は主として相同な蛋白質のアミノ酸排列を比較することによって推定されて来

た.その結果明らかになった重要な知見の一つは機能的制約の少ない分子または分子の部

分ほど進化の過程でアミノ酸置換が速く起こるということである.これは中立説からの予

想と良く一致する.一般にアミノ酸の置換はDNA塩基の置換の結果なので,さらに進ん

でDNA塩基の進化における置換率が求められることが望ましい.特にコドンの第3番目
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の位置における塩基の置換は,コードの縮重のため多くの場合アミノ酸の変化を伴わない

(すなわち同義的変化である).したがって,コドンの第1,第2番目の場所における塩基

置換に比べて自然淘汰にかからない可能性が大きいと考えられる.ごく最近になって第3

番目の位置の塩基が速く置き換わることを示すデータが出てきた.一例としてヒトとウサ

ギの問で-モグロピソ･伝令 RNA の塩基配列を比較した結果をあげると,現在のとこ

ろ α鎖もβ鎖も共にその一部しか比較できないが,それでも対応できる合計 53の塩基

座位のうち,コドンの第3番目の位置だけ拾ってみると,17の塩基座位のうち,ヒトとウ

サギの間で5箇所に差が見られる.このうちには,同じ座位に2回以上突然変異の置換

が起こった可能性があるのでこの補正を行うと,第3番目の座位当たり0.37個の突然変

異の置換があったことになり,1年当たりになおすと置換率は Knm-2.3×10-9 という

値が得られる.これは非常に高い置換率である.フィブリノペプチドで知られているアミ

ノ酸置換率を塩基座位当たりに換算するとKnuc-(1.8-4)×10-9 となり,これと大差な

い値である.したがって,-モグロビン遺伝子のコドンの3番目の場所における突然変異

の置換率は第 1,第2の場所における率の数倍で,速度の最高値に近い点は注目に価する.

さらに著しい例はヒストンⅣの伝令RNAの比較から得られた結果である.この蛋白は

進化の速度が最も遅いことで知られている.牛とエソドゥといったおそらく10億年ぐら

い前に枝分かれしたと思われる生物間で比べてみても,アミノ酸が100ほどあるうちの2

つしか変わっていないから,ほとんど進化の上で変わっていないといってもいいくらいで

ある.ところが,このヒストンの遺伝子から造られる伝令RNAをウニの2つの近縁種で

比較すると,変わっているのはアミノ酸に変化を起こさない場所だけで,ほとんどあらゆ

る変化は3番目の縮重した (すなわち,暗号の意味のあいまいな)所に蓄積している.要

するに生物の生存にとって重要なのは蛋白で,蛋白の性質はアミノ酸配列によってできる

立体構造によって決まるが,そのアミノ酸配列は何億年と変わっていないのに,コドンの

3番目のアミノ酸配列に何の関係もない所だけが遺伝子の内部でどんどん速い速度で変化

していることがわかってきた.報告されたデ-タから進化速度を計算してみると,コドン

の第3番目の座位当たり1年当たり

Knuc-(3.7±1.4)×10~9

という値となり,これは現在知られている分子進化の最高速度と言える.これらの結果は,

自然淘汰にかかり難いものほど進化の過程で大きな速度で変化することを示し,中立説以

外に説明のしょうがないと思われる.詳細は Nature267:275-276(1977)に発表した.

2) 中立説の拡張としての微弱有害突然変異説(太田):微弱有害突然変異を重要視する

仮説は中立説の拡張として考えだされたものである.出現する異なった突然変異の淘汰係

敬 (微弱有害度に関する)が同一ではなく,指数分布に従うと仮定した場合,進化の速度

や変異がどのように変化するかを解析した.一般に集団が大きくなった場合,負の自然淘

汰が働けば,集団中に保たれる変異 (-テロザイゴシティー)は自然淘汰と突然変異の釣

合いによって決まり,それ以上にはふえないことがわかっている.突然変異ごとに淘汰係

数が異なっていて,指数分布に従う場合は,すべての突然変異が同一の負の淘汰係数の場
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合に比べ (平均の淘汰係数が等しければ)-テpザイゴシティ-が増大するが,集団が大

きくなった時中立説で予測されるよりは少ない.また淘汰係数が指数分布すると,集団の

有効な大きさと進化速度とは逆比例関係にあることが数値解析からわかった.このことは

分子進化速度の-定性からのずれや,世代の長さと進化速度との関係を考える上で重要な

意味を持つと考えられる.次にショウジョウバエ近縁種の間の遺伝距離の分布も微弱有害

突然変異を考慮すると説明しやすいことを指摘した. 詳しくは Proc.oftheSecond

TaniguchilnternationalSymposiumonBiophySicS,pp.148-167に発表した.

3) ゲノム内に重複して存在する遺伝子の均一性保持の機構としての遺伝子変換モデル

(太田):ミトコンドリヤや集線体に存在する遺伝子は1生殖細胞あたり多数ある.このよ

うな遺伝子系で遺伝的な均一性を保つための機構として,BirkyとSkavari1(Genet.Re8.

27,249-265,1976)は遺伝子変換モデルを綻唱した. このモデルでは重複して存在する

相同遺伝子の間で遺伝子変換が一定の率で起こると仮定する.BirkyとSkavarilは模擬

実畝を用い,遺伝子変換によって相同遺伝子の均一性が保たれることを示したが,この過

程は有限集団の理論を用い解析できることを示した.特に木村の拡散モデルを使えば,重

複した遺伝子の一つに生じた突然変異遺伝子のゲノム内での行動が解析できる.詳細は

Genet.Res.30,89-91に発表した.

4) 多重遺伝子族の遺伝的変異に関する自然淘汰のモデル(太田):イソムユノグロブリ

ンの可変部を支配する遺伝子などは多重遺伝子族をなしていると考えられる.この時,自

然淘汰は個々の突然変異に働くのではなく,遺伝子族全体に働くと考えるのが合理的であ

ろう.いま遺伝子族あたりの遺伝子数を一定とすれば,遺伝子族内の遺伝的変異が自然淘

汰の働く対象になると考えることもできる.遺伝子族内の遺伝的変異をクp-ナリティ-

(2つの相同遺伝子が同祖的である確率)を用いて表わし, 自然淘汰の影響を解析した.

一般にクローナリティーは,突然変異率,遺伝子族あたりの組換率や不等交叉率などによ

って決まるが,自然淘汰も変異を増大する有効な機構となり得ることを示した.詳しくは

Nature267,515-517に発表した.

第2研究室 (丸山)

1) 集団遺伝学における確率過程の問題(丸山):分子進化や遺伝的多型現象の研究が盛

んになるにつれ,理論集団遺伝学における確率過程の研究がますます重要になった.また,

研究対象も多岐にわたり,その数学的内容も高度なものが要求されるようになってきた.

丸山は過去十年の間,地理的構造を有する複雑な集団の数学的解析を中心に,集団遺伝学

における確率過程の問題を研究してきた.いままでに得られた成果については,その都度

学術誌に発表してきたが,今回講義録の形にまとめて出版した. `̀StochaSticProblems

inPopulationGenetics,〃LectureNotesinBiomathematicSVOl･17ISpringer-

Verlag(1977).

2) 蛋白多型データの集録(山崎･丸山):電気泳動法によって検出される蛋白多型現象

のデータは,過去十年余りの間に数多く発表された.また将来も続くものと考えられる.

これらのデータは分子進化や遺伝的変異の保有機構など,集団遺伝学の基本的問題の解明
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に重要な役割を果たすと共に現時点における生物集団の遺伝的構造を将来に伝える記録と

して貴重なものと考えられる.われわれはここ数年間,生物学関係の学術雑誌に発表され

たいろいろな生物に関するデータを集め,一般的な使用目的に適するような,また新しい

ものを追加できるような形にまとめる作業を進めている.山崎は九州大学-転出したため,

非常勤研究員として研究に参加した.

3) 時間的に非-様な淘汰作用が分子レベルの変異と進化速度に及ぼす効果(高畑):こ

こ十数年来,分子レベルでの遺伝的変異と進化の問題に関し次々と新しいデ-タが得られ

るようになった.そのなかには,ある外部要因 (たとえば,温度)と集団内の変異との相

関を示唆する報告も少なくない.これらの報告の再現性や一般性に関しては問題になりう

る点があるかもしれないが,もし自然集団で淘汰が分子レベルでの変異にも作用している

とすれば,生態学的要因や geneticbackgroundの影響を考えるとそれは時間的に一定の

作用をしているとは思われない.本研究では,このような時間的な環境変動が有限集団に

おける分子進化速度と遺伝的変異に及ぼす効果を理論的に解析した.今までのこの種の理

論的取扱いは主に淘汰作用が毎世代独立である仮定のもとでなされてきたが,ここではそ

の条件を緩め,世代間にわたる相関の影響を特に考慮した.詳細は Jap.∫.Genet.に投

稿予定.

4) 個体変異に作用する自然淘汰と分子 レベルの変異に関するモンテカルロ実験 (高

畑):自然淘汰が分子レベルの変異に作用するとしても,それは直接ではなく個体変異を

通してである.最近の報告によると適応度の遺伝率はかなり低いことが示唆されている.

有限集団の遺伝的構成が.このような個体レベルの淘汰作用のもとでどのような影響をう

けるかを,遺伝率,連鎖不平衡,遺伝的荷重の問題と関連して明らかにする研究が期待さ

れる.しかし,この問題を理論的に取扱うにはいくつかの困難な点があるので,ここでは

計算磯を用いたモンテカルロ実験を行なった.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行い,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳の

開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研究

を進めている.

二本鎖RNAを遺伝子とするRNAの構造と転写の関係の研究に端を発して見付けられ

た有核細胞系のメッセンジャーRNAの 5′末端キャップ構造については下遠野,三浦を

中心に分布や機能についての研究が進み,メッセソジャーRNAの代謝に関する問題まで

つながりが出てきた.

遺伝子DNAの構造研究に関してはヌクレオチド配列順序の分析法を確立し,あわせて

生物学的に重要な機能をもつ遺伝子部分を分析するため,添田を中心にポリオマウイルス

の複製基点付近の DNA構造を調べた.この仕事には材料 DNA調製に閑し,九大医学

部癌研究施設木村元喜教授の協力を得た.杉滴らは真核細胞系の遺伝子構造と情報発現機

構解析のために,まず特定遺伝子を濃縮することを 日ざしてタバコ葉緑体の1)ボソーム



56 国立遺伝学研究所年報 第 28号

RNA遺伝子のクローニングを開始した.このほかカリフラワーモザイクウイルスなどの

DNAの構造研究も進めている.

杉浦は昨年分離した大腸菌のRNAポリメラーゼβ′サブユニットの変異体を用いて生

理学的および酵素学的解析を進めて β′サブユニットの蛾能を明らかにした.

これらの研究成果に閑し,三浦は5月に Poland国 Poznenで開かれた国際シンポジ

ウム- 天然及び合成ポ1)ヌクレオチドの translation- に招待されて講演し,杉浦は

8月コペソ-ーゲソで開かれた第 11回ヨーロッパ生化学連合大会および同時に開かれた

ワークショップ ｢DNA依存 RNAポリメラーゼの構造と機能の関係｣で発表した.杉浦

は2月に米国ユタで開かれた ｢真核細胞遺伝子の分子レベルでの解析｣に関するICN-

VCLAシンポジウムに出席して遺伝子クローニングについての知見を広め,以後の研究

に役立てるようになった.添田は DNA構造に関する研究方法の調査とポリオマウイル

ス DNA構造に関する共同研究のため7月から9月までベルギー国ゲント大学 FierS教

卓の研究室に,10月から英国pソドンの帝国がん研究所 Grifin博士の研究室に赴いた.

今年度は研究職員のほかは服部征雄,楠田潤,日高操,蛭田庸代,児玉八恵子,鈴木美

彼,榊原久美子らが研究に協力した.

外国からはフランスのパスツール研究所長 Fran60isGros博士 (2月23日),米国カ

ーネギー研究所鈴木義昭博士 (9月9日),カリホルニア大学 HerbertStern教授 (10

月5日),オランダライデソ大学の J.T.Bol博士 (10月 18,19日) ソ連邦国立タソ

バク質研究所長 A.C.Spirin博士夫妻 (11月 26日)らの来訪があり, 研究上の諸問

題につき討議した.

また,第五回核酸化学シソポジウムを三浦が主催することとなり,11月21,22の両日

遺伝研講堂を会場として実施し,米国カリホルニア大学の H.Fraenkel-Conrat博士に

｢RNA構造研究の歴史的展望｣を,国立がんセンター研究所長移村隆博士に ｢突然変異

原性と癌原性の相関についての最近の知見｣を特別講演していただいた.この他 32題の

報告があり,抄軌 ま"NucleicAcidsResearch"誌別冊として印刷された.

1) タソバク合成のグアニル酸メチル化誘導体による阻害効果(三浦,下遠野):有核細

胞系の メッセンジャ-RNA(mRNA)の 5′末端には 7-メチルグアニル酸が ピpリン

酸結合により5′-5′向き合いの形で結合していることが汎 く認められるようになった.そ

してこの 5′末端修飾構造はタンパク合成に必要であることが明らかにされた.タンパク

合成系に pm7Gを加えるとタンパク合成の阻害が起こること, タンパク合成開始複合体

の形成が阻害されることもわかってきた･このヌクレオチドによる阻害が如何なる修飾構

造に特異的であるかを調べるために,グアニル酸のメチル化誘導体数種類およびアデニル

酸の誘導体を合成し,小麦肱抽出物などによる invitroタンパク合成系におけるタンパ

ク合成の阻害を比較した.

メッセソジャーRNAとして CPウイルスmRNA,タバコモザイクウイルスRNA,

-モグロピソmRNAを用いたが,いずれの場合もpmTGの添加により強い阻害をうけ

た.グアニル酸の種々のメチル化誘導体のうち強い阻害効果を示す場合は塩基7位置がメ
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チル化されているのでGの7位のメチル化は特異的な働きをしていると考えられる.しか

しさらに2位置,8位置がメチル化されると阻害度が弱まったり,阻害しなくなることも

あるので,7位メチル化の効果は周囲の構造によってかなり影響を受けることがわかった.

また,7位にメチル化がない場合でも軽度の阻害を起こす場合があることが観察された.

7-メチルグアニル酸によるタン/くク合成阻害は有核細胞系に限られるようで,大腸菌の

無細胞タンパク合成系では阻害は全くみられなかった.

この研究では児玉八恵子が協力し,種々のメチル化ヌクレオチドの合成は大阪大学薬学

部池原森男教授,福井寿一博士の協力により行われた.

2) 有核細胞メッセンジャ-RNA の崩壊と5′エキソヌクレアーゼ (下遠野 ･三浦):

昨年度報告したように小麦肱無細胞系を用いた実験で,有核細胞系mRNA中の5′端キャ

ップ構造はタンパク合成,とくに合成開始複合体の形成に必要である.キャップ構造はま

たヌクレアーゼ分解から保護し,mRNAを安定化していることが明らかにされた. これ

らの実験ではタバコのピロホスファターゼで処理してキャップを外した mRNAと正常の

mRNA の挙動が比較された.小麦肱抽出液 (S-30分画)とキャップを外したmRNAを

混ぜておくと,正常 mRNAは分解しない状態でも前者はヌクレオチドに分解してしまう.

小麦肱中にキャップのない mRNAを分解するエクソヌクレアーゼ活性があることが示唆

されたので,この酵素を精製して特性をみることにした.

小麦腫抽出液の 30,000×g遠心上清分画 (S-30)からリボソームを除き,DEAEセル

p-ス,SephacrylS-200,ヒドロキシアパタイトで順次クロマトグラフィーを行い, 辛

ャップなしmRNAを分解するヌクレ7-ゼ活性分画を約 20倍に濃縮した.この酵素活

性には 0.2m班Mg2fが必要で,25oC,pH6.0が至適条件であった.

この酵素はキャップを外した mRNA を分解するが,正常な mRNAは分解しないの

で基質 RNAの5′端構造を厳密に見分けていると考えられる.種々の5′端構造の RNA

を用意してこの酵素の分解活性をみると,5′端に遊離のリン酸基が 1,2,3個ついてい

てもRNAを分解するが,5′端がリン酸なしの水酸基であると全く分解しないことがわか

った.この酵素による分解産物を調べると,モノヌクレオチドのみ検出される.分解産物

に 3l-ホスファタ-ゼ活性のあるペニシ1)ウムヌクレア-ゼ Plを働かせてもそれ以上分

解しないから5′-モノヌクL,オチドであることが確認できた.キャップを外した mRNA

に対してこの酵素がどのように働くか分解過程を解析すると,エクソヌクレアーゼとして

の働き方である.5′端に 〔82p〕 .)ソ酸をもち,3′端は 3H でラベルした RNAをこの

酵素で分解して,分解の方向性を調べたところこの酵素は RNA を 5′端から順次分解

する活性をもつことがわかった.

ここに報告する5しェクソヌクレアーゼ活性は特異性からみてこれまで報告された何れ

のエクソヌクレアーゼとも異なる.恐らくmRNAはタンパク合成を了えて不要になった

とき,5′端キャップがまずタバコのホスホジユステラ-ゼのようにピロリン酸結合のみ切

断する酵素で除去され, その後にここで示したエキソヌクレアーゼの作用で5′端から分

解するのであろう.
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3) ポリオマウイルス DNA の複製基点付近の塩基配列 (添田･三浦):有核細胞系

DNA の機能を理解するために DNA構造を明らかにす ることが必要であるが,小さな

DNA がんウイルスは好個の材料である.もちろんがん化に関する遺伝子構造を明らかに

するという意味でも重要な材料である. とくにサルのウイルス SV40については最近構

造研究までも非常に進んだ.DNA の機能に関係する構造を調べるために一つの方法とし

て塀似の DNA との共通性を探ることが必要で,われわれはまず SV40によく似ていて

増殖についてもよく研究されているネズミのがんウイルス･ポ])オマウイルスのDNA構

造を調べることにした.DNA の複製開始点は両ウイルスについてDNA上で位置づけさ

れている. また, この位置付近には前期 mRNA と後期 mRNAの両方の転写開始部位

が存在することが知られているのでこれらのDNAの複製開始部位付近の構造を調べるこ

とは DNA複製ならびに RNA合成の開始機構について多くの情報をもたらすに違いな

い.
材料DNAの関係で九大医学部癌研木村元菩教授と共同研究を行った.ポリオマウイル

ス感染細胞からDNAを抽出し,CSCl-エチジウムブt,マイド中で遠心してポT)オマウイ

ルス DNAを精製した. 2種の制限酵素を用いて分解した DNA断片をポ])アク1)ルア

ミドゲル中で分離し,複製基点を含む断片を得た.2種の制限酵素のうち1種の制限酵素

で切断したとき末端をアイソトープラベルしてから第二の酵素で切断すると,目的とする

DNA 断片の一本の鎖の末端だけがラベルされたものが得られる. ラベルは 〔82p〕 リン

酸基を NTP から転入させるが,5′端に対してはポリヌクレオチドキナーゼを用い,3'

端に対しては T4感染菌 DNA ポリメラーゼを用いた. 同一断片について 5′端ラベル

の結果と3/端ラベルしたものを後述の方法で塩基配列分析したところ,結果は極めてよ

く一致した. こうして末端ラベルされた 100塩基対前後の大きさの DNA断片は最近
Ahxam,Gilbertにより開発された分析法により塩基配列の分析を行なった.各塩基に特

異的な修飾切断の条件で DNA断片を処理して部分切断 し,種々の長さに切れたものを

ポリアクリルアミドゲル中で分別してオートラジオグラフをとった.こうして問題の断片

の塩基配列を読みとった (下図参照).
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DNA複製基点を含む問題の断片にはアデニンが5個連結した部分を含む対称的な AT

に富む部分が二回転対称性のあるテトラヌクレオチドに囲まれている.そしてこの両側に
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は GCに富む対称性の高い′{リソドp-ム部分があって-アピン構造をとりうる. この

DNA の複製は開始点から両方向に同速で進行することが知られているが,対称性のよい

構造はこの現象を説明するのに好都合である.S.Weissmanらにより報告されているSV

40の複製基点付近の構造と比較すると塩基配列は異なるものの上記の特徴はきわめて類

似したバターンである.また,原核細胞DNAでこれまでに分析されたDNA複製基点や

転写開始部位の構造をみると, これらにも共通して ATに富んだ部分があり, ここから

二本鎖の解離が行われて新しい相補鎖が合成されると考えることは,AT対の方がGC対

より解離し易いという事実に矛盾しない.

ここで示したポリオマウイルス DNA とSV40DNA の複製基点付近の塩基配列は異

なってはいるが,もし数個所のギャップを挿入すると70% 程度が合致するのでこの2種

のウイルスDNAは非常に疑似しているといえる.従って両ウイルスが共通の祖先から分

れて進化 した可能性は高い. (この研究は FEBSLetters79(1977)383-389及び

Proc,Nat,Acad,Sci,U.S.A.75(1978)162-166に発表した)

4) 大腸菌 RNAポt)メラーゼ変異体 JEIOO92株の性質 (杉浦)･.大腸菌 RNAポ1)

メラーゼ β′サブユニットの高温感受性変異体 JEIOO92株は, 至適生長温度が 320で

あり,430に移すと1時間後には完全に生長は停止し,それ以後は生菌数は対数的に減少

する.この菌の RNA合成は,300から430に移すと直ちに停止するが,300にもどす

と直ちに回復する.JE10092株から精製した RNAポリメラーゼが可逆的な温度感受性

を示すことと対応する.この菌を430に移しても,ヌクレオシド･31)ソ酸の生成やDNA

合成は直ぐには影響されないが,タンパク合成はやや低下する.従って,この菌の高温で

の挙動は,RNAポ])メラーゼの不活化によって一義的に決まると考えられる.JEIOO92

株の低温と高温下で合成された RNAを,メチル化アルブミ./カラムで分析したところ,

高温下では')ボソ-ム RNA の合成がメッセンジャー RNA の合成に比べてより著しく

阻害されるようである.このことは,この菌で高温下で選択的な転写阻害が起きていると

考えられる.(静岡大学の書水光一博士との共同研究で,Biochim,Biophys,Acta479,

172-179に発表).

5) 大腸菌 RNAポリメラ-ゼの β/サブユニットの機能 (杉浦):大腸菌 RNAポリ

メラーゼサブユニットの高温感受性変異体 JEIOO92株より精製したRNAポ7)メラーゼ

は,invitroで可逆的な温度感受性を示すので,invitroでの転写過程の解析に利用で

きる.この酵素を高温にしてから低温にもどす時に,リファンピシンを加えると活性の回

復がみられないことと,リファンピシンと基質との競合実験から,RNA合成の開始,特

に合成開始複合体の形成が高温で阻害されることが明らかになった.また用いる鋳型DNA

によって高温での RNA合成の阻害の程度が著しく異なる (480と300での合成比は,

T4-DNAで 0.19,T7-DNAで 0.34,i-DNA で 0.48,¢×174RF-DNAで 0.65).

これらの実験結果から,β′サブユニットがプロモ-タ～の識別と選択の機能を担ってい
ると結論される.(Biochim,Biophys,Res,Commu,76,789-745に一部発表).

6) T4RNA リガ-ゼによるリボトリヌクレオチドの結合反応 (杉浦):T4RNA リ
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ガーゼはポ])ヌクレオチドの環化反応以外にもオ1)ゴヌクレオチ ドの並列結合も触媒する.

pC-C-Aを供与体として,各種のトリヌクレオチド,C-A-A,CIC-A,A-A-A,C-C-

C,UIUIU,U-A-G,C-C-G,U-U-Cを受容体とする結合反応を調べた.結合量は,

C-A-A-C-C-A (69%),CIC-A-C-C-A (38%),AIAIA-C-CIA (66%),C-C-C-C-C-

A (71%),U-U-U-C-C-A (50%),U-A-G-C-C-A (23%),C-C-G-C-C-A (43%),

U-UIC-C-C-A(40%)であった.このことから,T4RNA リガーゼの触媒する並列結合

反応にかなりの塩基特異性があることが明らかとなった.(大阪大学の大塚栄子博士らと

の共同研究で,Eur.∫.Biochem.81,285-291に発表).

7) タバコ葉緑体のリボソームRNA 遺伝子のクp-ニソグ (杉浦):高等植物の葉緑

体は,原核細胞と同じ大きさの 70S 1)ポソームと 23S と 16S のリボソ-ム RNA

(rRNA)を持っている.葉緑体DNAは,約 108ダルトンの環状分子で,rRNAをコードし

ていることが知られている. タバコ葉緑体の rRNA遺伝子の構造と発現を調べるために,

直接植物体から高純度の遺伝子を多量に精製するのは困難であるため,これをまずクロー

ニングすることとした.健全なタバコ成熟秦から,分画遠心法としょ糖密度こう配遠心法

で葉緑体 DNAを精製し,これを制限酵素 EcoRIで完全分解した.この葉緑体I)NA断

片を,EcoRIで切断したプラスミドpAtB9をベ1)メ-として,T4DNA リガーゼを用

いて結合させ,カルシウムで処理した大腸菌 HBIOl株 (r,m-,recA~)に与え, チ

トラサイク])ソ耐性の形質転換体を分離した. しかしこの場合は,pMB9自身が環化し

た結果生じた形質転換体が高塀度で現れた.そこで,EcoRlで切断した pMB9を, さ

らにアルカリ性ホスファタ-ゼ処理して 5′I)ン酸を除き,pMB9自身では環化できな

くしたベクタ-を用いてクローニングした. この方法で得られたテトラサイクリン耐性

の形質転換体の 75% が葉緑体 DNA断片を含む組み換え分子を持っていた.一方,精

製した葉緑体からrRNAを抽出して, ポ1)ヌクレオチドキナーゼで 5'一末端をで標識し

てプT,-ブとし,コロニ-･-イブリッド形成法で,373形質転換体から 14個のrRNA

遺伝子を含むクローンを選別した.それらのクローソから組み換えプラスミドを精製し,

アガロ-スゲル電気泳動法とフィルター･-イブl)ッド形成法で分析した結果,プラスミ

ドTC-1は 1.8×108ダル トンの,TC-309は2.8×108ダル トンの葉緑体 rRNA遺伝

子を含む DNA断片を持っていることを明らかにした.クローニングの操作は,p-2相当

の実験室で行った.この研究には楠田潤博士が協力した.

K. 遺伝実験生物保存研究施設

植物保存研究室 (藤井)

研究室の主要な遺伝資源であるイネ,ムギの保存に関しては 1)に記した業務を行なっ

た.サクラは構内の老木の更新のため ｢塩釜｣｢験餅｣｢紅鶴｣など20系統を接木により
増殖した.アサガオは ｢桔梗｣｢渦｣を中心とする赤色,マジエソタ色糸を 160系統栽培
し,色遺伝子の遵鎌関係を調査した.これらの作業は非常勤研究員古里和夫博士,笠原基

知治博士の指導により農場 (応用遺伝部)の宮沢,田村が担当した.
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植物の新しい遺伝質源とその特性開発の研究の一環として昨年から応用遺伝部第2研究

室,微生物遺伝部と共にイネにおける窒素固定遺伝子の探索を行なっている.本年はアセ

チレン還元能の迅速かつ確実な測定法を確立し,これによって窒素固定能の高い系統を選

抜した.これらの系統は遺伝様式の調査のため標準系統との交配を行なった.また根圏土

壌から窒素固定菌を分離することができ今後の研究の進展が期待される.

藤井は文部省短期海外研究員として1月 10日から3月5日までフィリッピソ,タイ,

ビルマ,イソド,インドネシア,オーストラリア,ニュージーランド各国の研究機関を訪

問し植物遺伝資源とその保存についての調査,研究を行なった.また佐野は応用遺伝都岡

部長の西アフt)カ調査隊に加わり10月2日から 11月 30日の間イギl)ス,ナイジェ.)

7,チャド,コ-トディボア-ル,フランス,タイ各国においてイネと草原植物の生態遺

伝学的調査を行なった.

1) イネとムギの系統保存に関する業務 (藤井 ･佐野 ･原).･イネは Ory方αSaliva,

0.breviligulataのうち過去 10年間繁殖していないものを重点とした63系統および保

存種子の少ない ㌘ 系統を栽培し採取した.多年牲野生系統については株保存により19種

337系統を育成しており115系統から採取した.今年新たに導入したものは0.saliva33
系統,0.glaberri肌a31系統など合計128系統である.ムギ漠はTriticum,Aegilosp,
Hordinm などの代表種152系統のほか新たに導入した栽培コムギ 100系統と2培体の突

然変異 56系統を栽培し形質の調査を行なった.

2) 標識遺伝子を含む同遺伝質転座系統の育種(佐野):転座染色体の上に標識遺伝子を

もつ同遺伝質系統 (台中 65号の遺伝背景をもつ)を育成するため,交雑実験を行った.

この仕事は 1967年以来応用遺伝部岡が続けてきた (年報 26号 34ページ)が,昨年度

より植物保存研究室に引きつがれ継続されている.本年は T2g,T39g,T44g,T55g,T

52nl,T54bc および T551gの7系統が分離された.最初の4系統は転座ホモ系統 T2,T

39,T44,および T55と長護頴遺伝子 (g)をもつ同遺伝質系統 (T65g)との F2からg

遺伝子についてホモ,転座について-テロの個体をとりその F8の検定交配によって選抜

されたものである.転座点とg遺伝子とは強い連鎖関係 (組換価 10% 以下)を示した.

後の3系統 T52nl,T54bcおよび T55け も同様な方法で得られた.それぞれの転座点は
穂かむり遺伝子 (nl),鎌不要遺伝子 (bo),無実舌遺伝子 (lg)と強い連鎖を示した.昨

年度の選抜系統 (T6nl,T8alおよび T12bc) を加えると 10系統が育成されたことにな

る.なお,各転座ホモ系統に関与する染色体の同定は琉球大学佐藤博士により行われてい

る.

3) 野生イネ系統の競争力の変異 (佐野 ･森島):野生稲 (Oryzaperennis)系統の競

争力について昨年度 (年報 27号,34ページ)にひき続き実験を行った.一年生系統 W

107を検定系統としてアジア型 21系統,アメリカ型 10系統,アフリカ型3系統および

栽培稲 (0.saliva)2系統の競争力を調査した.成熟期の全乾物重の (混植区一単植区)

の差および検定系統に与えた同様の差によって競争力を評価した.競争力は系統によって

大きく異なり,アジア型の一年生や中間型の系統はアジア型多年生やア71)カ型の系統よ
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りも競争に強い傾向を示した.競争力は同化産物の種子への配分率と相関を示した (γ-

0.43,1%有意).この債向は昨年度栽培稲台中 65号を検定系統 としてほぼ同様な野生

稲系統を調査した場合の結果とは反対であった.2ヶ年のデータを総合すると,生殖効率

の高い一年生野生系統は一年生のW107との競争に強いが台中 65号との競争には弱く,

生殖効率の低い多年生野生系統は W107には弱いが台中65号には強いと言える.栄養

生長時の種々の測定値と競争力との相関から,台中 65号との競争では茎数や菓数の相対

生長率が,また W107との競争では被度が競争力に影響しており,相手が異なると競争

の起る場面も異なることが示唆された.

4) タイ国野生稲の適応形質の変異 (佐野･岡):野生稲 Oryzaperennisのアジア型

に多年生と一年生のタイプが存在することは文献ににも記述があるが,岡･森島らほ成熟

後の植物の再生率さし木活着率,これらに伴う形態的測定値の差異などからこの変異は連

続的であると考えた.しかし,野外に生育する野生稲がどの程度多年生または一年生であ

るかは観察されたことがなかった.この点を明らかにするため岡は 1976年6月下旬野生

稲が生育の初期にある頃タイ国を訪れ,KlongLuang(A),Saraburi (B),Ayuthaya

(C),Maharat(D),Antong(E),Suphanburi (G)など8集団について,自生する稲

を個体別に親株の再生に由来するか実生であるかを調査しm2あた り個体数を記録した.

その結果,Bは完全に実生であったが,Cでは 26%,Eでは 38% が実生であり,その
他の5集団では完全に再生であった.この観察は野生稲集団が多年生から一年生まで連続

的に変異することを裏書きする.さらに,岡は 1977年1月下旬,種子脱落の後,これら

地点の一部を訪れ埴土種子数を調査して前年6月の記録と比較し,一年生集団は多年生の

ものより多くの埋土種子をもつことを確認した.

これらの野生稲集団の種子に由来する植物を,佐野は短日圃場に栽培し,蔚長,芭特性,

脱粒性,再生力,生殖効率など16の適応形質を調査した.一年生集団Bは生殖効率

(32.6%)が他の集団の値 (18.2-3.2%)より高く, また強い脱粒性を示した.E集団

は,脱粒性の低い個体が混在し,栽培稲からの遺伝子流入をかなり受けていると考えられ

た.さらに,E集団の個体問では,生殖効率,芭表面の剛毛の長さ,脱粒性,薪長などが

相互に強い相関を示した.このような相関は,遺伝子流入によって生じる雑種個体にどの

ような自然淘汰が働らくかを示唆する.

なお,これらの植物についてパーオキシデースおよび酸性フォスファテ-スの変異を調

査した (遠藤研究員の御協力による).Pxlおよび Aopl座について,B集団は均一であ
るが C,E集団などは 2-6個の異なるアレルを含むことが認められた.

5)野生イネ系統の栽殖密度反応(佐野):栽植密度に対する栄養生長の反応を知るため

野生稲 Oryzaperenni823系統および栽培稲2系統をポット(1/50m2) に2本,4本,

16本植えとし播種後93日目に地上部 (茎葉)と板の乾物重を調査した.

一般に密度に対する植物の反応は WDa-K(W･.乾物重,D･.栽植密度,K とa･.常

敬)で表わされる.各系統について αの値を求めると,根では0.39-1.04であって系

統間差が顕著であった. この αの値は供試系統の間で上述 (3)の W107に対する競
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争力と正の相関を示した (γ-0.667).栽植密度反応は表現型可変性の一つであり,他の

適応形質と結びついて適応戦略を構成する一要素になることが示唆された.

6) 普通稲とグラべ1)マ稲との種間雑種における不稔性の遺伝子分析 (佐野):Fl不稔

性同遺伝質系統を用いた実験より,108(インド型普通稲)とWO25(グラべリマ稲)の

Fl雑種不稔性の遺伝機構の一部は既に報告されている (年報 27号;34ページ). さら

に,昨年度からT65(台車65号,日本型普通稲)とWO25の間で T65を反覆親とし

て戻し交雑を続けているが,BbFlおよび B6Flの調査結果は上記とは異なる遺伝子体系

の存在を示している.

BBFlおよび B8Flの 74個体の花粉稔性を見ると稔性個体と半不稔性個体は1:1に分

離した(㍊:41).このことは,インド型および日本型普通稲系統の問で見出されたように,

一方の遺伝子型を Slt2,他方を tlS之としたとき Fl配偶子に出現する組換型 SIS2が

不稔になるという配偶子発育重複遺伝子によって説明される.また,B6Fl系統のうちW

O25の細胞質とT65の細胞質をもつ系統間では不稔粒の形態が異なることが認められた.

抽出された遺伝子の異同および細胞質の影響についても今後検討する.

7) イネ科植物の窒素固定能に関する遺伝特性の開発(藤井 ･佐野 ･井山･広田):本年

度はアセチレソ還元法によるイネ根圏の窒素固定能の測定法を検討し,その結果にもとづ

いて窒素固定能の系統間差異と,イネが窒素固定菌と共生することにより窒素固定を行う

ことを明らかにした.詳細は次の通りである.

(a) アセチレン還元能測定法の確立:従来マメ科以外の植物でも窒素固定能があるとい

う報告がある.これらは切断掛こよるものやポリエチレン袋で地上部を覆う測定法で,皮

応開始後数時間の後にアセチレン還元活性が現われ,以後指数的に増加する.しかしこれ

は特定の微生物の増加による副次的産物と解釈されている.すなわち反応開始直後から-

チレソの生成が認められ,かつ生成量が直線的に増加した場合にのみイネが窒素固定を行

なっていると云える.今回用いた方法は植物体全体を土と共に供試し,気相をほほ完全に

置換 (アセチレン10%,-リウム90%)するものである.この結果特定のイネでは反応

開始直後から還元能が検出され,さらに還元生産物は他の方法と異なり直線的に増加した.

したがってこの方法はイネ根圏のアセチレソ還元能を直接証明しえる測定法と云える.

(b) 窒素固定能の系統間差異:上記の方法によってイソドおよびその近隣から得た野生

および栽培種 50系統について根圏のアセチレン還元能を測定した.還元能は系統により

著るしく異なり,その差異は統計的に有意であった.栽培種,野生種共に幅広い変異が認

められたが還元能の高いものは野生種の方に多い傾向がみられた.このことはイネの系統

すなわち遺伝子型によって窒素固定能が異なることを示し,さらに育種的選抜をうけない

野生型に窒素固定に関与する遺伝子がより多く保有されていることを示唆する.

(C)無菌苗による実験:託糖を加えた White合成寒天培地の試験管でイネを無菌栽培

し,アセチレン還元能を測定した.還元活性は全くみられなかった.さらに磁製ポットに

入れた土を滅菌しこれに無菌苗を栽培したものも還元活性を示さなかった.すなわち (1)

アセチレソ還元能はイネそれ自身にはなく,(2)土のみでも活性はないが,(3)自然状態
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のイネでは還元能が認められる.このことから菌は根圏土壌中に存在しイネとの相互作用

によって窒素固定を行なっていると推定した.

(d) 窒素固定菌の分離:イネを栽培した土を無窒素集積用液体培地に懸濁し,気相を空

気または窒素とし30℃ で培養を行なった.嫌気条件で培養のものに高いアセチレン還元

活性がみられ,また糖についてはブドウ糖を加えた培地での活性が高かった.この結果に

もとづきブドウ糖1%を加えた無窒素培地 (水 11当りMgSO40.2g,KBHPO41.0g,

FeSO40.05g,CaCl20.02g,MnCl20.002g,NaMoO40.001g,CaCO85g)による嫌

気条件によって培養を続けることが可能となった.この菌は梓状で,温度処理実験によっ

て胞子形成能をもつことがわかり,クロストリデアムの一種である.

8) 全雌性キュウリの雌雄同株変異 (藤井):全雌性キュウリ(MSU-713-5)種子に γ
線 50kRを照射した Ml世代に出現した雌雄同株個体3株 (BOA,B,C)の遺伝につい
て調査を行なっている. これらの自殖によるM2世代は雌雄同株と全雌株とがほぼ 1:1

の比で分離した.M3世代は 50A由来の雌雄同株2個体 (BOA-1,Ilo)について調査し

た.50A-1は全雌株 15,雌雄同株8と分離したが両形質共に節間が短縮し生育力が弱く,

約 30節程度で生育がとまった.一万 50A-10は正常の生育を示し,全個体が雌雄同株

であった. しかしこれらのM4世代以降現在まで調査 した M7世代までは全個体が雌雄

同株性を示した. また 50A,B,Cの花粉をそれぞれ MSU系統に戻し交配した Blで

は雌雄同株,全雌株が1:1に近い分離を示した.以上の結果から Aql世代で約 10% の

頻度で出現した雌雄同株変異は頻度は高いが突然変異によるものと云える.キュウ1)の性

表現は3対の遺伝子によって支配されており,戻交雑 Blの分離比からは優性変異とも考

えられるが (面積を要する関係で調査個体は各系統約 30個体),50A-1,-10に見られた

ように系統により形質に若干差があることなどから単一の遺伝子の変異とは断定できず調

査中である.

動物保存研究室 (吉田)

動物保存研究室はネズミ,ショウジョウバェおよびカイコ等の重要系統の保存と特性開

発の研究を行う目的で昨年9月より発足し,青田 (細胞遺伝部長)が室長を兼任した.ネ

ズミの系統保存は吉田室長,野口研究員および船津研究補助員と細胞遺伝部の協力により

行った.特に野口研究員はマウスのテラト-マについて研究をした.カイコは鬼丸研究補

助員と形質遺伝部の協力により,またショウジョウバエは大島施設長および生理遺伝部の

協力によって進められた.なお動物の保存系統名の詳細については本誌保存系統のリスト

を参照願いたい.

1) ウィスターラットの系統による染色体の違い(吉田):いわゆるウィスターと呼ばれ

るラットにはいろいろな系統がある.日本では古く1937年にウィスター研究所より東大

農学部へ入り,それより1944年北大理学部その他へ入った系統と,その後ウィスター研究

所より日本に入った Wistar-King-A系,Wistar-King-S,Wistar-JCL,WiStar-

Lewis等がある.それらの系統 とその由来および染色体の特徴等を表示すれば第1蓑の

とおりである.



第1表 調査 したウィスターラット10系統 とその由来および染色体の特赦

T,テロセントリック;ST,サブテロセントiIック;+,C-バンド有 り;-,C-バンド無し;*端部 Cバンド.
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表にみられるように同じウィスター由来のラットでも系統によって,第3染色体,Ⅹ染色

体の形に著しい差異があり,またC-バソドの有意に関しても違いがある.この差異につい

ては変異の外に他系統の混入等も考えられるがその原因は別にして,同じウィスターラッ

トと呼ばれても,系統により遺伝的組織がかなり違うことを考慮に入れておく必要がある.

2) テラトーマ高発系統への突然変異遺伝子導入(野口):発生遺伝学の研究材料として

有用な可移植性テラトーマ細胞株の由来源となるテラト-マ高発系統を作るため二,三の

突然変異遺伝子の高発系統への導入を開始した.

マウスには初期発生異常を示す一群のT/t座突然変異体が知られている.劣性突然変異

体は多数存在し,現在6つの相補グル-プに分類されている.tをホモに持つ個体はそれ

ぞれのグループに特異的な発生段階で致死となる.これらの内からt/tの遺伝子形を有す

る可移植性テラトーマが得られ,野生形のテラトーマとその分化能においてはっきり区別

のできる可能性のある tとして twbと ty18を選んだ. 可移植性テラトーマの幹細胞は

ほぼ5日員膝に含まれる全能性細胞に相当すると考えられているが,tvs/twさの肱は6日

目の全能性細胞群 (陸佐外旋葉) に異常が見られ, tw18/twIBの肱は原粂からの中肱菓形

成がうまくゆかない. マウスの卵巣性テラトーマ高発系統の LT系からは雄親あるいは

雌親由来の遺伝子をホモに含むテラトーマが生ずることが知られている.従ってLTに

t変異を導入すれば +/tの卵巣からt/tか+/+の遺伝子形を持つテラトーマが得られる

はずである.現在, 三菱生命研の柳沢氏と藤本氏の好意により分譲を受けた BTマウス

の t巾 と tw18を LT系統へもどし交配で導入中である (tvbは5回目,tw18は2回日

のもどし交配中).

また可移植性テラトーマを用いた研究において臭った分化能を有す株間の相補実験等を

希 う際適当な遺伝標識が必要となろう.その候補の資格としては,認識が容易で安定であ

り, しかも組織形成において neutralな性質を持つものであることが望まれる. その一

つとしてY染色体部分欠損変異 Ydelを選び,これを精巣性テラトーマ高発系の 129/SvI

SICPへ導入中である (もどし交配3回目).

3) 精巣性テラト-マ高発系,129/Sv-terの維持とその特性 (野口):精巣性テラトー

マ高発系では胎児の精巣中の始原生殖細胞が発生のごく限られた時期に突然初期肱の腫性

外旋葉に相当する多分化能を持った細胞に転換し,その分化の結果テラトーマを生ずる.

この転換は生殖細胞の発生運命の変更であり広義の化生 (metapla8ia)に含まれる現象と

考えられる.metaplaBiaは瞳癌形成と関連する場合が多く発生学上のみならず病理学上

も重要である.

129の亜系の内 129/Sv-ter(Hiline)は発症率が最も高くすぐれた材料であるが,そ

の高発形質の透過率は百ノミ一七ソトでなくその親系統 (129/Sv) の発症率 (約 10%)し

か示さい個体が高い頻度で出現する. (Lolineと呼ぶ)･これらの個体からほ高発系(Hi

line)個体は二度と出現しない.従って terHilineの維持には選別が不可欠である.Hi

lineとLolineを区別するにはそれぞれの交配対から生まれる多数の雄仔につき検討せ

ねばならず多く時間とスペースが必要である.この点を改善するため HilineがLoline
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より3倍以上鹿癌を発生することに目を付け,腫癌を片側葦丸のみに持ち生殖能力の損わ

れていない雄を開腹手術による検査で選び交配に用いた.その結果その雄の仔における発

症率は 37% (16/43)であり腫癌を持たない雄を親にした時の 19% (20/107)に比べ有

意に高くこの選別方法が有効であることが判った.

129/Sv-terにおける始原生殖細胞の増殖が他の低発系に比べ異常であることは昨年既

に報告したが,本年は terHilineを十分に純化した後 この点を再検討しこの系統の生

殖細胞の増殖異常がますます明白となった.特にテラトーマの出現する前にHilineの精

巣では低発亜系に比べて生殖細胞数が腐著に少く,一方その細胞あたりの分裂頻度は逆に

数倍高い場合が多いことは新たに見つかったことであり,12日日肱の生殖隆起を移植し人

為的にテラトーマを誘発する場合にも共通して認められる現象として重要である.これら

の結果は始原生殖細胞の増殖異常と腫癌発生の間に深いつながりのあることを示唆してい

る.
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A. 研 究 業 練

突然変異の機構.植物遺伝学 4:155-175,裳華房 (東京).

アイソザイム.植物遺伝学 2:251-289,裳華房 (東京).

葉緑素突然変異.植物遺伝学 2:227-250,裳華房 (東京).

1977:植物色素と花色変異.植物遺伝学 2:839-401,裳華房 (東

MolecularevolutionandpolymorphiSm.Proceedingsofthe

SecondTaniguchiInternationalSymposiumonBiophysicS.遺伝研 (≡

島).

黒 田行 昭 1977:昆虫の肱細胞.統細胞学大系 2.動物細胞学Ⅱ (小川和朗他編),

341-366,朝倉書店 (東京).

黒 田行 昭 1977:細胞間の相互作用.細胞生物学 (医科研セミナー'75),275-291,文

光堂 (東京).

丸 山毅夫 1977:StochaSticproblemsinpopulationgenetics(Lecturenotesin

biomathematic8,17),Springer-Verlag(Berlin).

丸 山毅夫 1977:集団遺伝学の基礎理論.人現学講座 (松永 英 ･尾本意一編)10:3-

釘,雄山閣 (東京).

三浦謹一郎 1976:末端標識法.生化学実験講座 2.核酸の化学Ⅱ,405-420,東京化学

同人.

森 脇和 郎 1977: マ ウスの染色体地図 と各遺伝子の表現形質.免疫実験操作法 4:

1571-1600,日本免疫学会.

西村秀雄 ･*塩田浩平 1977:Summaryofcomparativeembryologyandteratology.

L̀HandbookofTeratology"(ed.by∫.G.WilsonandF.C.Fraser),3:

119-154,PlenllmPre88(NewYork).

下遠野邦忠 ･三浦護一郎 1977:真核細胞系の修飾された mRNA の合成.生化学実験

講座 8.核酸の生合成,440-447,東京化学同人.

杉 浦 昌弘 1976: ポ1)ヌクレオチ ドキナーゼ.生化学実験講座 2.核酸の化学Ⅱ,

175-184,東京化学同人.

杉 浦 昌弘 1976: ホスファターゼ.生化学実験講座 2.核酸の化学Il,184-190,東京

化学同人.

杉浦 昌弘 1976: ポリヌクレオチドホスファターゼ.生化学実験講座 2.核酸の化学

他機関に所属中の業凍.
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Ⅱ,190-194,東京化学同人.

杉浦 昌弘 1977:RNAの酵素的末端標識法.生化学実験講座 6.トレーサ実験 (下),

杉浦昌弘･下遠野邦忠 1977:32pで標識した基質の合成.生化学実験講座 8.核酸の生

合成,449-458,東京化学同人.

田島弥太郎 1978:突然変異性.トキシコT2ジー (滞日健二他編),125-139,地人書館

(東京).

田島弥太郎 1978:変異原性 (障害性の検索法).トキシコPジ- (浦口健二他編),

1336-1348,地人書館 (東京).

吉 田俊秀 1977:野生審歯煩.実験動物 (技術篇)Ⅱ-9,248-258,朝倉書店 (東京).

論 文

阿部 連生･森田 益次･川井 啓市･三沢信一 ･滝野辰郎･橋本 卓･中込弥男 1977:

Partial tetrasomy9(9pter-9q2101)duet,oanextrai80-dicentric

chromosome.Ann.G6n6t.20:111-114.

Chang,T.T.･岡 彦- 1976:GeneticvariousneBSinthecllmaticadaptationof

ricecultiyars.Proe.Symp.ClimateandRice,IRRI,87-111.
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aberrations.ActaPaediat.Scandinav.66:501-504.

広田幸敬･鈴木秀穂 ･西村行進･安田成一 1977:OntheproeesBOfcellulardivision

inESCheriehiaooli:amutantofE.colilackingamurein-1ipoprotein.

Proc.Nat.Acad.Sci.USA74:1417-1420.

今井弘民･R.H.Crozier･R.W.Taylor 1977:KaryotypeevolutioninAustralian

ants.Chromosoma(Berl.)59:341-393.

井上すみ子･N.Lee･井上正傾･H.C.Wu･鈴木秀穂 ･西村行進 ･池谷弘子 ･広田事故

1977:AminoacidreplacementinamutantlipoproteinoftheEscheri-
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井上 正･賀田恒夫 1977:StudiesonDNA repair.ⅠⅠⅠ.identificationofanex-

onucleasewhichenhancestheprimingactivityofγ-irradiatedDNA

by`̀cleaningdamagedends".Biochim.Biophys.Acta478:234-243.

井上 正･平野光一･横井山晶子 ･賀田恒夫･加藤旋夫 1977･.DNA repairenzymes

inataxiatelangiectasiaandBloom'ssyndrome負broblaStS.Biochim.

Biophys.Acta479:497-500.

磯野克己･A.G.Cumberlidge･磯野節子･広田幸敬 1977.･Furthertemperature-

8enSitivemutants0fE80heriehiacoliwithalteredribosomalproteins.

班olec.gen.Genet.152:239-243.

兼松宣武 ･八戸正己･幡中大書 ･柴田寛一･黒田行昭･川原春季 1977:体外培養にお

ける高等動物細胞に対する金属化合物の影響.第1報 各種金属化合物の細



70 国立遺伝学研究所年報 第 28号

胞コロニー形成能に及ぼす影響について.日本口腔外科学会誌 23:1-7.
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59:1791191.

加 藤 旋 夫 1977:Spontaneousandinduced8i8terChromatidexchangesasre-

vealedbytheBUdR-labelingmethod.Intern.Bev.Cytol.49:55-97.

加藤族夫･A.A.Sandberg 1977:ELfect80fherpesSimplexvirusonsisterchro一

matidexchangeandchromosomeabnormalitiesinhumandiploid

fibroblasts.Exp.CellRes.109:423-427.

加藤旋夫 ･A.A.Sandberg 1977:Theeffectofseraonsisterchromatidexchanges

invitro.Exp.CellRes.109:445-448.

河西正典 ･渡辺隆夫 1977:EcologicalfactorscontrollingthecoexistenceOfthe

sibling8peCie8Dro80PhilaSinulanSandD.melanogaSter.Jap.J.

Eeol.27:279-283.

木 村 資 生 1977:PreponderanceofSynOnymOuBChangesasevidenceforthe

neutraltheoryofmolecularevolution.Nature267:275-276.

木 村 資 生 1977:Geneticcodesandthelaw80fevolutionasthebasesforour

understandingofthebiologicalnatureofman.Proe.ofthe5th
lnternationalConf.ontheUnityoftheScience8,Washington,D.C.

(1976),621-630.

木村資生 ･太田朋子 1977:FurthercommentsOn`̀counter-examplestoaneutral

hypothesis".I.Mol.Evol.9:367-368.

木 村 資 生 1977:CausesofevolutionandpolymorphiSmatthemolecularlevel.

Proc.ofthe2ndTaniguchiInternationalSymp.onBiophysics(ed.by

M.Kimura),1-28.

木 村 資 生 1977:Essaisurnotrepasse,notrepresentetnotreavcnir:1epoint

devued'ungeneticiendespopulationB.M6m.del'Acad.deSSci.,

In8CriptionsetBelles-LettresdeToulouse139:103-107.

木 村 資 生 1977:Theneutraltheoryofmolecularevolutionandpolymorphism.

Seientia112:687-707.

黒 田行 昭 1977:VitaminEcounteractingthebisulfiteinhibitionofaggrega-

黒 田行 昭 1977:StudiesonDrosophilaembryoniccellsinvilro.ⅠⅠ.Tissue-
andtime-specificityofalethalgene,deeporange.Develop.Growth

andDiffer.19:57-66.

黒田行昭 ･横井山晶子 ･賀田恒夫 1977: Selectionandcharacterizationofa5-
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iodouridine-resistantvariantinculturedSyrianhamstercells.Sap.

J.Genet.52:.133-147.

Lee,W.H.･渡辺隆夫 1977:Accumulationofdeleteriousgenesinacagepopula-

tionofDrosophilamelanogaSter.Genetics86:657-664.

丸 山毅夫 1977:Humangeneticload."Gene-EnvironmentInteractioninCommon

Diseases''(edS.E.Inouye良H.Nishimura),41164.

丸 山毅 夫 1977:Commentsongeneticload.Ibid.223-224.

松田博嗣 ･*高畑尚之･五候堀孝 1977:4diagnosisofthemechanism ofprotein

polymorphism.Proe.ofthe2ndTaniguchilnternat'lSymp.ofBio-

physics(ed.by班.Kimura),168-188.

松橋通生･高垣洋太郎 ･丸山一郎･玉城成夫･西村行進 ･鈴木秀穂 ･荻野歌子 ･広田事故

1977:MutantsofEscherichiacolilackinginhighlypenicillin-Sensi-

tiveD-alaninecarboxypeptidaBeactivity.Proc.Nat.Acad.Sci.USA

74:2976-2979.

松 永 英 1977:網膜芽細胞腫を追って一発ガソと突然変異-.北海道医誌 52(2)こ

83-89.

松永 英 ･塩田浩平 1977:Useofprogestagensforpreventionofmiscarriages

andmalformedembryos.Teratology16:113-114.

松永 英 ･塩田浩平 1977:Holoprosencephalyinhumanembryos:Epidemiologic

Studiesof150eases.Teratology16:261-272.

松永 英 ･塩田浩平 1977:Epidemiologicstudyofholoproseneephalyinhuman

embryos.Proc.5thlnt.Conf.BirthI)efects(ExcerptaMedicalnter-

nat'1CongressSeries,No.426),101.

松永 英･藤田弘子 1977:AsurveyonmaternalageandkaryotypeinDown'sp

syndromeinJapan,1947-1975.Hum.Genet.37:221-230.

森 島啓子 1977:Numericalapproachestothespeciesproblem:EXampleinwildI

andcultivatedriceSpecies.Proe.Sap.Soc.PlantTax.3:5-9.

森島啓子 ･岡 彦- 1977:Theimpactofcopperpollutiononweedcommunities･

inJapanesericefields.Agro-Ecosystem83:131-145.

森島啓子 ･岡 彦- 1977:Theimpactofcopperpollutionon barnyardgrass･

populations.Jap.J.Genet.52:357-372.

森脇和郎･青塚正志 ･城石俊彦 1977:Asimplifiedmethodforreadinghemaggluti-

nationsona且at-bott.ommicrotitrationplateinthemouseH-2assay.

Experientia33:673-674.

中込弥 男 1977:Init.iationofDNA replicationinhumanchromo80meS.Exp.

CellRes.106:457-461.

中込弥男･岡 成寛･松永 英 1977:LEA techniqueinthedetectionofchro-



72 国立遺伝学研究所年報 第 28号

mosomevariants.ⅠⅠ.ChromosomeSexceptforthoseWithQvariants.

IIum.Genet.38:307-314.

中込弥男･岡 成寛 ･日暮 其 1977:Quinacrinehandingwithouta且uorescence

micro8COpe.IJanCet2:139-140.
中込弥男･北川照男･飯沼和三･松永 英 ･篠田友孝･安藤敏幸 1977:Pitfallsin

theuseOfchromosomeVariantsforpaternitydisputecases.Hum.

Genet.37:255-260.

二階堂浩･P.Bavoil･広田幸敬 1977:Outermembranes0fgram-negativebacteria.

XV.TransmembranediGuBionratesinlipoprotein-deficientSmutants

ofEseheri¢hiaooli.J.Bacteri01.132:1045-1047.

西村秀雄 ･*塩田浩平 ･谷村 孝 ･水谷民雄 ･松本正義･上田政雄 1977: Levels0f

polychlorinatedbipheny18andorganochlorinein8ccticidesinhuman

embryoSandfetuses.Paediatrician6:45-57.

西村行進 ･武田 穣 ･西村昭子･鈴木秀穂 ･井上正順 ･広田事故 1977･. Synthetic

CoIElplasmidSCarryinggenesforcelldivi8ioninEsoheriehiacoli.

Plasmid1:67-77.

滞方孝平 ･飯沼和三 ･上村菊郎 ･森永良子･加藤醇子 1977:Aeasereportofapre-

sumptive'i(18p)associatedwithSerumIgAdeficiency.Clin.Genet.

11:184-188.

岡 成寛 ･中込弥男･松永 英 ･有馬正高 1977:LEA techniqueinthedetection

ofchromosomevariants.Ⅰ. Chromo80meSwithknownSitesofQ

variants.Hum.Genet.39:31-37.

岡 成寛･中込弥男･寺村文男･細野文寿･片岡健吉 1977:Tri80my/partialmono-

somymoSaiciBmOfno.13pairl46,ⅩⅩ,-13,+rob(13q13q)/46,ⅩⅩ,r(13)

(pllq34)】.Jap.I.Hum.Genet.22:73-78.

太 田朋 子 1977:Geneticvariationinmultigenefamilies.Nature267:515-517.

太 田朋 子 1977:Onthegeneconversionmodelasamechanismformaintenance

ofhomogeneityinsystemsWithmultiplegenomeS.Genet.Res.30:

89-91.

太 田朋 子 1977:Extensiontotheneutral mutationrandomdrifthypothesis.

Proc.ofthe2ndTaniguchilnternational Symp.onBiophysics(ed.

byM.Kimura),148-167.

大塚栄子･西川 諭 ･福原良一 ･田中正治 ･A.F.Markham･池原森男 ･杉浦昌弘

1977:Joiningofsyntheticribotrinucleotideswithdefinedsequences

catalyzedbyT4RNAligaSe.Eur.J.Biochem.81:285-291.

定家義人･成井喜久子 ･賀田恒夫 1977: Differential efrectsonaDNA-synthesis

mutationonUV-inducedmlltationyieldsinvegetativecellsandspores
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of触 illussubuliS.Photoehem.Photobiol.26:161-162.

佐野 芳雄 1977:ThepollinationsystemsOfMelilotusSpecies.OEcol.Plant.

12:383-394.

下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 1977: NucleosidetriphoSphatephosphohydrolaseasI

sociatedwithcytoplaBmicpolyhedrosiSVirus.J.Biochem.81:371-

379.

下遠野邦忠･児玉八恵子･橋本純治･三浦謹一郎 1977:Importanceof5'-terminal

bloekingstructuretostabili2:emRNAineukaryoticproteinsynthesis.

Proc.Nat.Acad.Sci.USA74:2734-2738.

塩田治平 ･松永 英 1977:Anepidemiologiealstudyofpolydactylism inhuman

embryos.Teratology16:122.

白須春彦･森谷正明･加藤貴美江･F.Lienard･手塚英雄 ･寺本昭二･賀田恒夫 1977:

班utagenicityscreeningonpesticidesandtheirmodificationproducts:

abasisofcarcinogenicityevaluation.L̀OriginsofHumanCancer"

(ed.byI.H.Hiatt&others)BookA:267-285,ColdSpringHarbor

Lab.

添田栄一･三滴謹一郎 ･中骨明子 ･木村元喜 1977:NucleotideseqllenCearoundthe

replicationoriginofpolyomavirus.FEBSLett.79:383-389.

杉浦昌弘･三浦謹一郎 1977:Transcriptionofdouble一旦trandedRNA byEseheril

ohiacoliDNA-dependentRNA polymerase. Eur.I.Biochem.73:

179-184.

秒滞昌弘･瀬川和子･吉永光一 ･湯 不二夫･伊藤 望･安田成一 .広田事故 1977:A

temperature-sensitivemutantofEscherichiaooliwithanalteredRNA

polymeraseβ/8ubunit.Bi舵hem.BiophyS.Res.Comm.76:739-745.

杉山 勉･藤沢敏孝 1977:Geneticanalysisofdevelopmentalmechanismsinhydra.

Ⅰ.Sexual reproductionofHydramagnipapillataandisolationof

mutants.Develop.GrowthandDiffer.19:187-200.

杉山 勉･藤沢敏孝 1977:Ibid.ⅠⅠⅠ.Characterizationofaregenerationdeficient

strain.J.Embryol.exp.Morphol.42:65-77.

鈴木康之･小野和郎･岡 成寛 ･松原敏子･有馬正高･中込弥男 1977: A caseof

(13q;18q)translocationwithproximal13qmonosomy.Hum.Genet.

38:387-341.

田島弥太郎 1977:StabilinoStiinestabilinostigenetycheskisystem naprimere

chelkopryada.Ploblemi EkSperiment.alinoiBiologii,AkademiaNauk

SSSR,122-1等1.

田島弥太郎 1977.･ 蚕の特定座位法を用いた線量率効果の研究.第10回原子力安全研究

総合発表講演集:131-140.
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辻 秀雄 ･加藤旋夫･森脇和郎 1977: UnusuallyhighincidenceofSpontaneous

chromosomal aberrationsinmouseprimarycellculture. Jap.J.

Genet.52:65-71.

渡辺隆夫 1977:Geneticvariationinreproductiveabilityobservedinnatural

populationsofDrosophilamelanogaSter.Adv.inInvertebrateReprod.

(ed.byK.G.Adiyodi& R.G.Adiyodi)1:25-35,Peralam-Kenoth

(Kerala).

渡辺隆夫･渡辺奉州 1977:EnzymeandchromosomepolymorphiSmSinJapanese

naturalpopulationsofDrosophilanelanogaSter.Genetics85:319-
329.

渡辺隆夫･W.H.Lee 1977:SterilemutationinDrosophilamelanogaSter.Genet.

Res.30:107-113.

渡辺隆夫 ･山田正明 1977:EだectsofSRfactoranddageneontheviabilityof

thehybridbetweenDro80Phila nelanogasterandD.8i仇ulans.Sap.

J.Genet.52:9-14.

渡辺隆夫･W.H.Lee･井上 寛 ･河西正興 1977:Geneticvariationofthehybrid

crossabilitybetweenDro80PhilanelanogasterandD.simulans. Sap.

J.Genet.52:1-8.

渡辺誠喜 ･芝田 猛 ･河原孝忠 1977: ニホンウズラにおけるエステラ-ゼD･アイソ

ザイムの変異.日本家禽学会誌 14(2):66-70.

八木康興 ･中村好志･富田 勲 ･土川 清 1977:Teratogenieityanddistributionof

di-(2-ethylhexyl)phthalateinmice.J.Toxic.Sci.2･.317.

八木康興 ･中村好意 ･富田 勲 ･土川 清 ･下井信夫 1977: Embryotoxieityof

phthalatee卓tersinmouse.Proc.oflstlnter.Congr.onToxicology

(Toronto),33

安田成一 ･広田童敬 1977:Cloningandmappingofthereplicationoriginof

ESeherichiacoli.Proc.Nat.Acad.Sci.USA74:5458-5462.

矢崎和盛 ･三浦謹一郎 1977: Terminalstructureinvolvingasingle-stranded

stretchinthedouble-StrandedRNAfrom Penicilliu仇 Ohry80genum

viruS.Virology82:14-24.

吉 田俊 秀 1977:FrequenciesofchromosomepOlymorphiSminpairsno.1,9and

13inthreegeographicalvariantsofblackrats,RauusrattuS.

Chromosoma(Berl.)60:391-398.

吉 田俊 秀 1977:Supernumerarychromosomesintheblackrat(RauusrattuS)

andtheirdistributioninthreegeographicalvariants. Cytogenet.

CellGenet.18:149-159.

吉 田俊秀 1977:KaryologicalstudiesonhybridsbetweenAsian,Ceyloneseand
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0ceaniantypeblackrats,WithanoteonanXOfemaleoccurringin

theF2generation.Cytogenet.CellGenet.19:262-272.

吉 田俊 秀 1977:Newinversionofthepairno.3chromosomeinablackrat.

Experientia33:1022-1023.

吉田俊秀 ･多量長治 1977:Studiesoninterspecifichybridizationintherodents.

Ⅰ.ArtiRcialinseminationbetweentheNorwayrat(9)andblackrat

(8)andtheresultingkaryotypeSinthehybridblastocysts.Jap.J.
Genet.52:289-299.

書永光一 ･杉浦 昌弘 1977: Physiological Studiesonatemperature-BenBitive

ESCheriehiaoolimutantwithanalteredRNApolymeraseβ′-Bubunit.

Biochim.Biophys.Acta479:172-179.

B.その他の発表文献

藤 井 太 朗 1977: シロイヌナズナ.遺伝 31(2):28-32.

古市泰宏 ･下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 1977:真核細胞系メッセンジャー RNA の 5′-末

端キャップ構造.蛋白質 ･核酸 ･酵素 22:930-950.

賀 田恒 夫 1977:バクテリヤにおける DNA修復.生体の化学 28:70-76.

賀 田恒 夫 1977:突然変異と発癌.臨床科学 13:111611119.

賀 田恒 夫 1977:発癌性と突然変異誘発性.実除治療 536:9-12.

賀 田恒 夫 1977:環境化学物質による突然変異の誘発と発癌.医学のあゆみ 100:28.

賀 田恒 夫 1977:世界各国における遺伝毒性研究の動向.遺伝毒性 および関連領域の

動向と解説 1:5-10.

木 村 資 生 1977:遺伝子はどのように進化するか.自然 32(1):26-44.

木 村 資 生 1977:進化におけ る中立説について.高校通信,東京書籍 ｢生物｣No.

166:ト6.

黒 田行 昭 1977:培養細胞の老化.細胞 9(4):13-21.

丸 山教夫 1977:遺伝の法則.高校通信,東京書籍 ｢数学｣No.164:1-3.

丸 山毅夫 1977:生物集団と自然淘汰.数理科学 No.169:33-38.

丸 山 毅夫 1977:遺伝学と数学.岩波講座,基礎数学月報 16:9-12.

松 永 英 1976:先天奇形の遺伝的基礎 (第9回志摩循環器カソファランス).心臓 8:
136ト1368.

松 永 英 1977:

松 永 英 1977:

中込弥 男 1977:

野 口武 彦 1978:

大 島長 造 1977:

大 島長造 1977:

高齢者の出産と先天異常.日本医事新報 No.2785:142.

先天奇形における遺伝的要田.医学のあゆみ 103(14):910-918.

Catcry(猫鳴き)症侯許.日本臨床 35:1346-1347.

マウスのテラト-マをめぐって.化学と生物 16:2-9.

ショウジョウバエの羽化活動 リズムの遺伝.遺伝 31(1):53-61.

音と昆虫.遺伝 31(8):5-10.
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動物に対す る騒音 (振動)の影響の研究.環境保全研究成果集 (環

(1):5.1-5.10.

中立遺伝子と生物進化.医学のあゆみ 100(1):4.

1977:分子進化.臨床科学 lS(5):002-608.

グT,ピソ遺伝子のクローニング.化学 32:929-982.

スイスにおける遺伝子操作研究の現状とEMBOコース ｢制限酵素:

反応と応用｣について.蛋白質 ･核酸 ･辞素 22:345-349.

田島弥太郎 1977:低線量放射線の概念およびその研究のあり方.原安協だより36:5-

8.

田島弥太郎 1977: 遺伝学から見た化学物質の安全性.食品衛生研究 27:978-986.

青 田俊秀 1977: 新しい実験動物.痛と化学療法 4(3):241-247.

青 田俊秀 1977: 系統保存一実験動物の立場から-.系統生物 2(3):33.
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題 名 I月日]場 所 l 学 会 等 名 称
天 野悦 夫

天 野悦 夫

嘉 富 豪轟)

墨 筆裏芸†

藤 井 太 朗

藤 井 太 朗
佐 野 芳 雄
井 山 審 也
広 田宰 敬

藤 島 通

トウモロコシのモチ澱粉変異体の形質表現

イネのE班S誘発モチ変異体の形質表現

マウス系統間に見られる血清エステラーゼ (Es-1)
の熱安定性の変異

枯草菌を用いた高感度のプロファージ,および突然
変異性誘発試験について

Theeirectofgamma-raysonsexexpressionin
gynoeciouscucumber

イネ科植物における空中窒素固定能

マウスの弁別回避学習能力に関する選抜乗取- 選
抜初期の解析

カイコにおける伴性劣性致死突然変異について

細胞融合による枯草菌二倍体分離の試み

Someimprovementsinthemutagenicitytesting
ofchemicalSwithBacillusSubulis,Sal伽Onelh
typhimuriun andESCherichiacoli:results
with500chemicals

北海道経済センター

愛 媛 大 学

北海道経済セソタ-

武 田薬 品研修所

AustralianN ation al
University,
Canberra

北海道経済セソクー

慶 応 義 塾 大 学

東 京 農 工 大 学

慶 応 義 塾 大 学

Edinburgh

日本遺伝学会第49回大会

日本育種学会第52回講演会

日本遺伝学会第49回大会

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会

3rd SABRAOCong reSS

日本遺伝学会第49回大会

日本動物心理学会第37回大会

日本蚕糸学会第47回学術講演会

日本農芸化学会

2ndIntern.Conf.on
EnvironmentalMutagens

鷲

冷

諦

*

-1-■
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広 田幸敬

広 田幸敬

広 田幸敬

今井 弘民

今井 弘民

今井 弘民

芸 青垣 芙)

井 上 寛

富 蒼 昌宏)

井 山蕃也

井 山審也

井 山審也

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

細胞融合による枯草菌の変異原検出系の改良

Mutantsofa.eolidefectiveinthecellen-
velope

GeneticaspectsOfcellsurfacegrowth

大腸菌の細胞分裂に関する分子遺伝学的研究

核グラフ法による噛乳類の核型進化の解析

核グラフ法による晴乳類の核型進化の解析

蟻の核型進化

枯草菌の ApurinicI)NA分解酵素の精製とその性
質

ケージ集団における多型的逆位の減少過程

大腸菌 RNAポT)メラーゼの β′サブユニットの温
度感受性変異体について

PopulatioりSizemaintainedforbulkmethodof
breedinglnautOgamOu8plants

自殖性作物の集団育種法における集団の大きさⅠ

自徳性作物の集団育種法における集団の大きさⅡ

高分子と光

環境変異原検出の現状

微生物における人工的および自然的手段による突然
変異誘発の機構と変異株の分離

食品中の Matagens-Antimutagens(Carcinogen8-
Anticarcinogens)反応について
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9.5
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9.30
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9.30
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2.14

4.7

10.21

2.10

2.18

3.14
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北海道経済センター

MiramarHotel,
SantaBarbara,
U.S.A.

UniverSit孟t
T也bingen

閃電ホール

北海道経済センター

京 大 ･霊 長 研

北海道経済センター

東 京 大 学

北海道経済センタ一

名 古 星 大 学

AustralianNational
University,
Canberra

東 京 農 工 大 学

愛 媛 大 学

日本 化 学 会 講 堂

経 団 連 会 館

日本生命中ノ島研修
所

慶 応 義 塾 大 学

日本遺伝学会第49回大会

GordonConference

T也bingen大学創立500年記念
シンポジウム

日本細菌学会シンポジウム

日本遺伝学会第49回大会

京大 ･霊長研 ･共同利用研究会

日本遺伝学会第49回大会

第50回日本生化学会大会

日本遺伝学会第49回大会

第28回日本生化学会中部支部例
会

3rdSABRAOCongress

日本育種学会第51回講演会

日本育種学会第52回講演会

日本高分子学会シソポジウム

文部省がん特別研究合同シンポ
ジウム

日本発酵工学会講習会

日本農芸化学会
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賀 田恒 夫

賀 田恒 夫
定 家 義 人
原 雅 子

賀 田恒 夫

霊 栗 宗 重 l

賀 田恒 夫

宅 雷 震 央 †

葦 星 墓 蓋 ‡

莞 里恒 歪 )

賀 田恒夫

霊 芝≡喜‡

賀 田恒 夫

賓冨 嘉栗)

加 藤 旋 夫

加 藤 旋 夫

DNA-repairandradiosenSitizationinbacteria
andmammaliancells

Analysisofmutagene-antimutagenreactionsin
foodandfoodadditivesbytherec-assayand
reversion-assayprcN!edures

環境変異原をめぐる諸問題

ニトロソ化合物,重金属を含む種々な変異原に対す
る抗変異原田子の検索

発癌性物質と酵素

微生物遺伝実験 での突然変異株分離における 2･3
の新手法について

枯草菌胞子におけるトリチウム誘発突然変異

バクテl)ヤおよびヒトにおけるガンマー線に よる
DNA損傷とその酵素的修復

Rec-aSSayinBacillussubtilis

PA酵素:バクテリヤと人のDNA修復における意
義

環境変異原について

MutagenicityofmetalCompounds

細胞周期における姉妹染色分体交換の時期とその機
構

嘱乳動物の寿命と不定期 DNA 合成能は相関する
か9

4.27

7.12

9.10

9.17

9.21

9.28

10.29

10.29

ll.24

12.2

7.13

9.26

9.24

Erakow,Poland

Edinburgh

都道府県会館別館

武 田薬 品研 修 所

東 京 ガス ホ - ル

北海道経済センター

宮 城 県 民 会 館

同 上

ResearebTriangle
Park,U.S.A.

関西セミナー-ウス

科 学 技 術 館

Edinburgh

弘 前 大 学

北海道経済セソター

IAEAAleetingon`̀Improve一
ment in .radiotherapy of
cancer u81ng modifiersof
radiosensitivityofcells"

2ndIntern.Conf.on
EnvironmentalMutagen8

食飼料の保全性および安全性の
評価法に関するシンポジウム

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会

徴工研研究発表会

日本遺伝学会第49回大会 撃

日本放射線影響学会第20回大会 冷

同 上

Conf.OnComparative
ChemicalMutagenesis

放生研ワークショップ

シンポジウム:環境有害物質の
実態とその規制-化学物質と放
射線の比較検討

2ndIntern.Conf.on
EnvironmentalMutagens

第28回染色体学会シンポジウム

日本遺伝学会第49回大会 ー1
qD



加 藤 旋 夫

加 藤 族 夫

河原 孝忠

河原孝忠

河原 孝忠

河原孝 忠

木村 資生

木村 資生

木村 資生

木村 資生

木村 資生

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

姉妹染色分体交換(SCE)現象の問題点,特にspon-
taneouBSCEについて

晴乳動物の寿命と不定期 DNA 合成能は相関する
か9

属間雑種 (ニワトリ×ウズラ)生産の要因に関する
分析

ウズラの家禽化に伴う内臓重量の変化

ウズラの騒音に対する感受性

ウズラの諸形質における変異め domeSticationに
伴う変化

Theneutraltheoryofmolecularevolution

Theneutraltheoryofmolecularevolutionand
polymorphism

Theneutraltheoryofmolecularevolutionand
polymorphiSm,Withspecial referencetosyn-
onymouschanges

Theneutraltheoryofmolecularevolutionand
polymorphiSm

遺伝学から見た人類の過去と未来

7-メチルグアニル酸類似ヌクレオチドのタンパク合
成阻害効果

老化の基礎的機構.細胞水準における研究一培養細
胞を中心として

ヒト胎児由来細胞のコT]ニー形成能

発生における遺伝子作用の解析,ショウジョウバェ
rudinenぬry致死旺遺伝子の作用

7.30

ll.26

4.2

4.6

7.24

9.28

5.16

5.18

5.20

5.23

7.9

10.13

2.2

5.19

5.28

同 上

関西セミナ-ハウス

東 京 農 業 大 学

日本都市センター

国立科学博物館付属
自然教育園

北海道経済センター

Instituteof
AnimalGenetieS,
Edinburgh

BirkbeekCollege,
London

Univer8it益t
Tiibingen

Max-Planck-Institut
fか Biophy8ikal.
Chemie,G6ttingen

愛知県婦人文化会館

東 京 大 学

日本都市センター

川 崎 医 科 大 学

三菱化成生命科学研
究所

同上,小集会

放生研ワークショップ

日本畜産学会第66回大会

日本家禽学会 1977年春季大会

日本鳥学会 1977年度大会

日本遺伝学会第49回大会

県民大学中央講座

第 50回日本生化学会大会

老化の基礎的研究シンポジウム

日本組織培養学会第43回研究会

日本発生生物学会第10回大会

普
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松
林
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雪
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若 品行 琵)

黒 田 行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

覆 嘉謂
李 元 鏑

丸 山 毅夫

丸 山 毅夫

葦異質歪)

蛋 畜浩 葦)

Dose-rateeffectsofethylmethanesulfonateon
inductionof6-thioguanine-resistantmutationsinculturedChinesehamsterCells
ActionoflethalgenesinDro80Philaembryonic
Cellsinculture

旋回培養法をめぐって

培養細胞の老化と放射線作用

Znvilroanalysi80fdevelopmentaldefectsin
cellsfromlethalembryosofDro80Philamela-
nogaSter

晴乳動物の培養細胞を用いるスク1)一二ソグ法

第2回国際変異原学会報告- 噂乳動物の検出系に
ついて

ヒト培養細胞の突然変異を用いた遺伝的モニタリン
グの研究

ショウジョバェのどリミジソ合成欠損細胞を用いた
遺伝子発現の解析

培養細胞の老化

培養チャイニ-ズ ･-ムスク-細胞の生存および突
然変異誘発に対する EMSの濃度効果

キイpショウジョウバェの歩行能および飛和能の変
異

A(athematicalanalySi80fgeographicallystruc-
turedpopulations

Stochasticproblemsinpopulationgenetics

噂乳類核型進化の速度

流産防止のための卵巣ホルモン剤適用と胎芽の奇形
との閑稀について

7.14

7.18

8.3

8.26

9.2

9.16

9.16

9.17

9.30

10.4

ll.18

9.29

9.5

9.13

9.30

7.14

Edinburgh

lnst.Univ.,Z也rich

岡 山 大 学

池 ノ 平 保 養 所

パ レ ス ホ テ ノレ

武 田薬 品 研 修 所

武 田 薬 品 研 修 所

武 田 薬 品 研 修 所

北海道経済センター

山 形 大 学

三菱化成生命科学研
究所

北海道経済セソター

Universityof
Edinburgh

Universitat
T缶bingen

北海道経済センター

長 崎 市 民 会 館

2nd Intern.Conf.on
Environmentalmutagens

動物比較解剖学研究室セ ミナ-

夏季組織培養集中講座

生体老化の基礎的研究セミナー

8thlnternationalCongressof
thelnternationalSocietyof
DevelopmentalBiologists

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会小集会

日本環境変異原研究会第6回研 尊
究発表会

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会

日本遺伝学会第49回大会

日本動物学会第48回大会シンポ
ジウム

日本細胞生物学会第30回大会

日本遺伝学会第49回大会

AnimalGeneticslnBtitlユte
Seminar

Kolloquium,InStitutfiir
Biologie

日本遺伝学会第49回大会

第17回日本先天異常学会総会 芦



松 永

松 永

英
康

悦
行

永
村
石
地

谷
田

松
外
大
菊

松
黒

英

英

英
晶
恒
基

哉
昭

鷺 吾 常 勤

湊 清

三浦謹一郎

三浦謹一郎

三浦謹一郎

三浦謹一郎

三浦謹一郎

三浦謹一郎
下遠野邦忠
進 士 秀 明
三輪 正 直
杉 村 隆

先天異常のモニタリングシステム- 序論

遺伝学の最近の進歩とその意味

父年令とダウン症の発生

培養肢芽間充織細胞の増殖と分化- セpファン膜
の効果

培養したウズラ腫肢芽間充織細胞の分化- コンデ
ィションド･メディウムの効果

血清中 の細胞増殖維持 因子 の定 量法 と しての
Saturationdensityについて

メッセソジャー RNAの 5′末端鯵飾構造

有核細胞系メッセンジャー RNAの 5′末端部の向
き合いヌクレオチ ドの構造 ･形成 ･機能

The5/-terminalcapstructureofeukaryotic
mRNA-TheprcceSStOdiscoveryoftheStruC一
乞ureandrecentStudiesonitsfunction

同 上

有核細胞メッセンジャー RNAの 5′末端の向き合
いヌクレオチ ド構造の発見

RNA 末端閉塞構造の研究におけるタバコホスホジ
-ステラ-ゼの応用

ヒエの銅抵抗性と競争力について

食品中の Mutagens-Antimutagens(Carcinogen8-
Anticarcinogens)反応について (第2報)

7.14

7.24

ll.12

5.27

10.6

5.19

1.14

3.19

5.16

5.18

10.16

ll.22

4.8

5.28

長 崎 市 民 会 館

国立特殊教育研究所

宇 部 市 民 会 館

三菱化成生命科学研
究所

山 形 大 学

川 崎 医 科 大 学

国 立 教 育 会 館

名 古 里 大 学

Max-Plamek-Institut
f也rMolckulare
Genetik,Berlin

MaxIPlanch-InStitut
farExperimentelle
Medizin,G6ttingen

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 農 工 大 学

名 古 屋 大 学

第17回日本先天異常学会総会 給
国立特殊教育研究所同窓会

日本人類遺伝学会第22回大会

日本発生生物学会第10回大会

日本動物学会第48回大会

日本組織培養学会第43回研究会

分子識別シンポジウム

第28回日本生化学会中部支部例
会特別講演

研究所セ ミナー

研究所セミナー

第50回生化学会大会シ./ポジウ
ム

第5回核酸化学シンポジウム

日本育種学会第51回講演会

日本農芸化学会中部第68回例会
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森 田和 良
井 上 正

賀 田恒 夫

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

森 脇和 郎

森 脇 和 郎

紺 .･11.:".lJ.l･I

脇
沢

脇
田

森
峰

森
吉

森 脇
城 石

森 脇

森 脇

和

和
俊

和
俊

和

和

村 上 昭雄

村 上 昭雄

等義翌慧)

村上 昭雄

村 上 昭雄

中 込 弥 男

アミノ酸および蛋白質類の加 熱分解中の変異原に 対
する野菜塀の不活化作用

H-2抗原から見たマウスの系統分化

Y染色体マーカ-をもつ BIOcongenicマウス

免疫遺伝学について

日本産野生-ツカネズミにおける Ⅱ-2遺伝子の多
盟

′､ツカネズミ亜種間雑種における H-2抗原発現の
調節

日本産-ツカネズミにおける C-バンド多型

老化研究モデルとしての箪歯穀の諸系統

-ツカネズミ亜種間雑種における H-2抗原発現の
調節

マウスミエローマ細胞の ploidyと寿命

ハツカネズミにおける亜種の分化と遺伝的変異

カイコ生殖細胞法におけるニトロソ化合物の突然変
異性- 化学構造との関連について

昆虫における優性致死突然変異誘発機構について

カイコ生殖細胞におけるアルキル基を異にする N-
ニトロソグアニジソ化合物の突然変異性の比較

カイコにおける IndirectMutagenの突然変異反
応について

カイコ成熟精子の放射線障害に対するカフェインの
増感作用

ヒト細胞遺伝学における最近の進歩

9.17

2.21

8.26

9.8

9.28

9.28

9.28

10.8

ll.16

ll.30

12.10

4.3

6.25

9.17

9.30

10.30

8.29

武 田薬 品研 修 所

野 口 記 念 館

兵 庫 医 科 大 学

東 京 医 科 大 学

北海道経済センター

同 上

同 上

山 形 大 学

札幌教育文化会館

名古屋センタービル

京 大 ･霊 長 研

東 京 農 工 大 学

三和銀行三島支店

武 田薬 品研 修所

北海道経済センタ-

宮 城 県 民 会 館

野 口 記 念 会 館

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会

｢免疫の基礎｣シソポジウム

日本実験動物研究会第12回研究
発表会

第19回東京医大臨床免疫移植研
究会

日本遺伝学会第49回大会

同 上

同 上 習

日本動物学会第48回大会 冷

日本免疫学会第7回総会

｢生体老化の基礎｣談話会

京大 ･霊長研 ･共同利用研究会 轡

日本蚕糸学会第47回学術講演会

第2回環境変異原研究会優性致
死セミナー

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会

日本遺伝学会第49回大会

日本放射線影響学会第20回大会

日本皮膚科学会第6回教育シン
ポジウム (1976) (XICAD
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野 口武彦

賢EkTen:i

監孟e?en3

.i;.;:.;,･'f潤

小川恕 人

岡 彦 -

染色体の構造および機能の分子細胞遺伝学的研究(3)

蛍光顕微鏡によらないQバンド分析法

カ イコの放射線誘発優性致死突然変異に対するカフ
ェインの増感効果

3/-リソ酸オ 1)ゴヌクレオチ ドの RNA リガーゼに
よる結合反応

大腸菌の細胞分裂遺伝子を担 う合成 CoIElプラス
ミド

鞭毛形成と細胞分裂過程との共醜機構に関する研究

マウスのテラト-マ- ジャクソン記念研究所の近
況,紹介も含めて-

129系マウスにおける精巣性テラトーマの発現と姶
原生殖細胞の分裂との関係

毘 歪蒜品芸詣 誓謂 養性テラト マの発症と始

日本産野生マウスの白血病ウイルスに対する遺伝的
抵抗性について

遺伝と環境

Theancestorsofcultivatedriceandtheirevolu-
tion

ll.10

ll.10

4.3

10.13

9.28

9.28

6.17

8.26

10.12

10.25

2.24

1.25

宇 部 市 民 会 館

宇 部 市 民 会 館

東 京 農 工 大 学

東 京 大 学

北海道経済センター

北海道経済センター

静 岡 薬 科 大 学

兵 庫 医 科 大 学

経 団 連 会 館

大 阪 商 工 会 議 所

長 泉 竹 原 公 民 館

Institutde
Recherche
AgronomlqueS
TropicaleS,Paris

日本人類遺伝学会第22回大会

日本人煩遺伝学会第22回大会

日本蚕糸学会第47回学術講演会

第50回日本生化学会大会

日本遺伝学会第49回大会

日本遺伝学会第49回大会

静岡実験動物研究会第5回研究
発表会

日本実験動物研究費第12回研究
発表会

日本痔学会第36回線会

日本ウイルス学会第25回総会

長泉町記念講演

MeetingonAfricanrice
8peeleS
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岡 彦-

豊 島蚤 享)

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 成 寛
中込弥男
松永 英
有馬正高

鬼丸喜美治

畜戯 覧盃)

大 島長 造

大 島 長 造

大 島 長 造

大 島長 造

太 田純 子
定 家 義 人
賀 田恒 夫

Genet,icvariationsofOryzaglaberrina,their
surveyandevaluation

TheweedvegetationinJapane8ericefield8aLS
affectedbycopperpollution

グラべリマ稲の改良

雑草の種内分化と適応

Coppertoleranceofweedsinricefields

RiceSpecie8di8triblltedinAfricaandtheir
interrelationShip8

DNA複製ノミタ-ソに基づ く多型染色体の研究.2

重卵内にとりこませた ト1)チウム水の発育に伴う放
射活性の変化

化学変異原によって誘発されたモザイク変異体の性
状について

ショウジョウ,:ェの活動 I)ズムと環境要因

ショウジョウパェの日周性活動

ショウジョウバエの活動の日周リズム

連銀と交さ

枯草菌の温度感受性ナンセンスサプレッサー変異株
の分離

1.25

2.15

4.8

8.25

10.6

ll.9

ll.10

4.4

4.3

9.29

10.6

10.23

10.1

8.21

InStitutde
Recherche
Agronomique8
Tropic&les,Paris

AlユStralianNational
University,
Canberra

東 京 農 工 大 学

和光市綜合会館
市民ホール

Universityof
Liverpool,Liverpool
International
InstituteofTropi-
calAgriculture,
Ibadan,Nigeria

宇 部 市 民 会 館

東 京 農 工 大 学

東 京 農 工 大 学

北海道経済センタ-

山 形 大 学

環 境 庁 ･公 害 研

札幌市教育文化会館

MeetingonAfricanrice
SpeCie8

3rdSABRAOCongre88

日本育種学会第51回講演会

日本雑草学会シソポジ ウム

特別セミナー

特別セミナ-

日本人疑遺伝学会第22回大会

日本蚕糸学会第47回学術講演会

日本蚕糸学会第47回学術講演会

日本遺伝学会第49回大会

日本動物学会第 48回大会

日本生物環境調節学会第15回大
会

生物教育シンポジウム

愛 知 会 館 l第3回 SPOREシンポジウム

頚

琶∃

訴

替

(Ⅹ)Vl



島 野蒼 讐

Ii鼎 5.I,.':..r

賢覧浩藁)
蒙 覧浩藁)

翫 li.?.蒜1

秒 浦 昌弘

誓 慧 晃聖)

杉 浦 昌弘

杉 浦 昌弘

警雲 量 聖l

合成 tRNA フラグメントの RNA リガーゼによる
結合反応

EMS処理によるグラべリマ稲 (Oryzaglaberrina)
の突然変異の誘発

Imprtanceof5Ltermina1-blockingstructureto
stabilizemessengerRNAineukaryoticprotein
8yntheSis

有核細胞 mRNA の崩壊と5′-エキソヌクレアーゼ

ヒト胎芽に見出された多指祉症の疫学的研究

ヒト胎芽の奇形成立に関わる各種要因の検索

マウス赤血球における H-2抗原発現の遺伝的調節

ポリオーマウイルスDNAの複製開始部位付近の塩
基艶列

RNAポ7)メラーゼの構造 ･機能 ･形成,ESCheri-
ehiaooli

AthermoSenSitivemutantofa.coliwithan
alteredRNApolymeraseβ′8ubunit

Roleofaβ′subunitofE.coliRNAplymeraLSe

AthermoSenSitivemutantofa.eoliwithan
alteredRNAp)iymeraSeβ′Subunit

大腸菌RNAポリメラーゼのβ/サブユニットの機能

ll.29

4.7

5.10

ll.30

7.14

ll.12

9.28

10.20

2.5

8.15

8.17

8.23

9.29

日本生命中之島研修
所

東 京 農 工 大 学

Poznan,Poland

日本生命中之島研修
所

長 崎 市 民 会 館

宇 部 市 民 会 館

北海道経済セソクー

大 阪 商 工 会 議 所

関西セミナー-ウス

TheTechnicalUni-
versityofDenmark,
Cbpenhagen
∫

A(axIPlanck-Institut.
f也rA(olekulare
Genetik,Berlin

北海道経済センター

第6回分子生物学シンポジウム

日本育種学会第51回講演会

Symposiumontranslationof
natural andsyntheticpoly-
nucleotideS

第6回分子生物学シソポジウム

第17回日本先天異常学会総会

日本人塀遺伝学会第22回大会

日本遺伝学会第49回大会

日本ウイルス学会第25回総会

ワークショップ ｢RNA ポ])メ
ラーゼ｣

llthFEBSA(eeting

FEBSWorkshop

分子遺伝学セミナー

日本遺伝学会第49回大会

架

国
幹

淋
印
俄
雪
冷
頚
食
滞

淋
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鵡



票 喜 至 芸 )

票 喜 窒 蔓 )

:-- ;:-

田島弥太郎

呂幣 射

幸 茸 信 実 )

深 諾竪 蓑 )

嵩 富彦 軍 f

弄 畏俊 票 )

T4RNA リガーゼの精製法の改良と遺伝子工学へ
の応用

大腸菌の細胞分裂過程に関与するペニシリン結合蛋
白の摸能

大腸菌の細胞分裂に関与するペニシリソ結合蛋白

Znvitroでの Nitrosoamine形成に対するソルビ
ン酸の阻害作用

Lowdose-rateexperlmentWithtritiatedthy-
midineasasimulatorofchemicalmutagens
usingSilkwormoocytesystem

GeneticmodiRcationofmutagenicactivityof
chemicalmlltagenSandcarcinogensininsects

マウスにおける体細胞突然変異検出法としてのスポ
ットテストについて

オナジショウジョウバェの地理的分布

DEEP(di-2-ethylhexylphthalate)のマウス催奇
形性と班EHP(mono-2-ethylhexylphthalate)の毒
性

異なる栽植密度における稲とヒエの競争

新しい実験動物の開発,特にミラルディアについて

10.15

10.13

9.28

4.5

7.14

10.24

9.17

9.30

10.6

4.8

6.17

東 京 大 学

東 京 大 学

北海道経済セソクー

東 京 大 学

Edinburgh

Williamsburg

武 田薬 品 研 修 所

北海道経済センター

富山県教育文化会館

東 京 農 工 大 学

静 岡 薬 科 大 学

第50回日本生化学会大会

第50回日本生化学会大会

日本遺伝学会第 49回大会

日本薬学会

2ndlntern.Conf.on
EnvironmentalAhtagens

U.S.-JapanJointPanelon
EnvironmentalMutagenesis
andCarcinogeneSis

日本環境変異原研究会第6回研
究発表会

日本遺伝学会第 49回大会

日本薬学会第4回環境汚染物質
とそのトキシコT'ジーシンポジ
ウム

日本育種学会第 51回講演会

静岡実換動物研究会第5回研究
発表会

尊

袷

蘇

響

CE)叫



青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

吉 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

吉 田俊秀

書 田俊秀

染色体とネズミの進化 (特別講演)

新しい実験動物の候補ミラルディア

Cytogenetic80frodents

ChromosomepOlymorphigminblackrats

ChromosomepolymorphiBmAndBPeCie8differen-
tiation

HistoryOftheratsinscribedintheirchromo-
80meS

Cytogenetic80ftheblackrat8

Cytogenetic818tudiesongen甘さRauus

Karyotypeevollltionand8PeCiesdiirerentiation
ingenusRauuS

Chromo80mepOlymorphiBn intheblackrats,
RauuarattuS

IIi8tOryOfratsinscribedinchromo80meS

近交系ラット系統間におけるレアギン抗体産生の比
較 (1)広東住血線虫に対する感受性と抗体産生

近交系ラット系統間におけるレアギン抗体産生の比
較 (2)Ovalbuminに対するレアギン抗体噸生

6.25

8.26

9.19

10.ll

10.18

10.19

10.19

10.25

10.28

ll.1

ll.5

8.26

城 西 歯 科 大 学

兵 庫 医 科 大 学

A(edizinischen
EoehSChule,Liibeck
lnBt.Cytologyand
Genetics,
NovosibirSk

ln8t.Develomental
Biology,Moscow

A(OBCOWUniversity,
A(oscow

CancerResearch
Center,Moscow

Universityof
Lund,Lund

Ahx-Plancklnst.
fむ Biologle,
T也bingen

Univ.D也sSeldorf
InSSeldorf

漢陽大学, ソール

兵 庫 医 科 大 学

同 上

日本解剖学会第64回関東地方会

星裏芸験動物研究会第12回研究

GeneticsSeminar

GeneticsSeminar

GeneticsSeminar

GeneticsSeminar

BiologySeminar

GeneticsSeminar

GeneticsSeminar

GeneticsSeminar

Ann.A(eetingofUnionof
Biology,Korea

日本実験動物研究会第12回研究
発表会

同 上

*
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海外における活動

国立遺伝学研究所年報 第 28号

D. その他の研究活動

氏 名 内 容 渡 航 先 期 間

広田 幸敬藤井 太朗岡 彦- 細菌細胞の表層に関する研究集会出席の ア メ リ カフィリピン タ 52.1.2-

ため 52.1.9

東南アジア,オセアニア地域における植 Iィ,ビルマ,インド,インドネ 52.1.10-

物遺伝資源の調査研究のため シア,オ-ストラT)ア,ニュー 52.3.5

アフリカの稲遺伝資源に関する会議出席 シーフソト仏国,連合王国,タイ,フィリピン′ 52.1.14-及び稲の遺伝学的調査研究のため 52.2.1

岡 彦- アジア太洋州育種学会第3回国際会議出 マレーシア,台拷,オーストラリア 52.2.8-席及び稲の遺伝学的調査研究のため 52.2.23

1#LU *& 第3回アジア大洋州育種学会出席及び育 オーストラリア,ニユ-ジ-ランド 52.2.10-種遺伝学的調査研究のため 52.2.26

賀田 恒夫 米国変異原学会第8回年会と比較突然変 ア メ リ カ 52.2.18-異のワークショップ委員会出席のため 52.2.22

杉浦 昌弘 真核細胞遺伝子の分子レベルでの解析に関するⅠCN-UCLAシソポジウム出席及 ア メ リ カ 52.2.25-
び人工組換えDNA分子の調査研究のため 52.3.12

田島弥太郎 アメリカ合衆国ワシントンにおいて開催される ｢組換えDNA研究に関する米国科学アカデミー研究集会｣に出席のため ア メ リ カ 52.3.6-52.3.12

賀田 恒夫 国際原子力機関(ⅠAEA)主催による ｢細胞放射線感受性｣の修飾の会議出席及び遺伝学の研究調査のため ポーラソド,オランダ,仏国 52.4.23-52.5.4

三浦護一郎 ｢合成及び天然ポリヌクレオチドの翻訳｣ ポーランド,西 52.5.6-52.5.22適に関する国際シンポジウム出席及び伝 ドイツ,フラン
学の調査研究 ス

木村 資生 集団遺伝学と分子進化に関する講演及び 連合王国,西独 52.5.14-調査研究のため 52.5.28

添田 栄一田島弥太郎 DNAの構造に関する調査研究のため第2回国際環境変異原会議出席並びに同国において遺伝学研究上の諸問題につい ベルギー国,アメリカ,連合王国連 合 王 国 52.6.27-53.9.8052.7.7-

て連絡協議等を行い遺伝学の振興に資すため 52.7.21

黒田 行昭 第2回国際環境変異原学会出席及び遺伝 仏国,連国王国,52.7.7-



賀田 恒夫

井山 審也

杉浦昌弘

定家 義人

広田 尊敬

丸山 毅夫

鈴木 秀穂

吉田 俊秀

岡 彦一

沖野 啓子

佐野 芳雄

賀田 恒夫

井上 正

研 究 活 動

第2回国際環境変異原学会出席及び遺伝学の調査研究のため

競 詣纂宗譜 左葉艶 覧関する国
第11回ヨーロッパ生化学連合大会出席
及び人工組換えDNA分子の調査研究
枯草菌における遺伝生化学の研究のため

チュ～ピソゲソ大学500年関学記念講演
会出席並びに細胞分裂に関する遺伝学的
調査研究のため

生物の′くタ-ソ形成の分子磯稀に関する
国際共同研究のため

〟

ネズミ供の細胞遺伝学的研究に関する共
同研究のため

サ-ラ砂漠南縁における稲及び草原植物
の生態遺伝学的調査のため

日米医学協力研究会及び比較化学突然変
異ワ-クショップ出席並びに調査研究

ヒト遺伝病におけるDNA修復酵素に関
する共同研究のため

連合王国,仏国

台湾,マレーシ
ア国,シンガポ
ール国

デソマーク国,西独,スイス,ベルギー
ア メ リ カ

西 独,仏 国

西 独

〟

ソ連,スエーデ
ソ,西独,大韓
民国

チャード国,逮
合王国,ナイジ
ェリア国,仏国,
象牙海岸共和国,
タイ国

アメリ カ

連 合 王 国

91

52.7.9-25.7.17
52.7.21-
52.8.1

52.8.6-
52.8.27
52.9.1-
53.8.31
52.9.2-
52.10.3
52.9.8-
52.9.23
52.9.3-
52.9.18
52.9.15-
52.ll.7

52.10.3-
52.ll.30

52.10.20-
52.ll.7
52.ll.23-
52.12.29
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氏 名

丸山 毅夫:

松永 英:

広田 幸敬:

村上 昭雄;

三浦護一郎:

木村 資生:

賀田 恒夫:

賀田 恒夫:

三浦謹一郎:

木村 資生;

三浦護一郎:

三浦麓一郎:

丸山 毅夫:

加藤 族夫:

国立遺伝学研究所年報 第 28号

はかの機関における講義

担 当 大 学

九州大学農学部非常勤講師

京都大学医学部 〝

東京大学応用徴 ′
生物研究所

東京農工大学農学部 〝

静岡薬科大学 8

名古屋大学農学部 〝

浜松医科大学医学部 〝

沼津工業高等専 〝
門学校

神戸大学医学部 〝
東京大学理学部 〝
東京大学理学部 〝
新潟大学理学部 〝
神戸大学農学部 〝
神戸大学医学部 ,

期 間

(52.1.1-52.3.31)

(52.4.1-53.3.31)

(52.4.1-53.3.31)

(52.4.1-52.10.15)

(52.5.1-52.9.30)

(52.6.16-53.3.31)

(52.7.1-53.3.31)

(52.10.1-53.12.31)

(52.10.16-53.3.31)

(52.10.21-53.3.31)

(52.10.21-52.12.31)

(52.ll.1-53.8.31)

(52.12.17-53.1.16)

(52.12.1-53.3.31)

担 当 科 目

生物学特別講義 Ⅰ

発 生 と 遺 伝

歪鰐 芝新 雪鮎
及び指導

家 蚕 発 生 学 特 論

分 子 生 物 学

集団遺伝学からみた
分子進化論

基 礎 放 射 線 医 学

工 業 化 学 特 論

ウ イ ル ス 学

遺 伝 学 Ⅱ

生 物 化 学 特 論

分 子 生 物 学

集 団 遺 伝 学

染 色 体 姉 妹 交 換
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Vl.行 事

A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月23日 (土)に研究所を一般に公開した.

各研究部の展示及び学術映画の上映を行い,9時 30分から 16時 30分までの間に約

5,000名の見学者が来所した.

ち.公演講演会の開催

国立科学博物館と共催で,一般を対象とした遺伝学公開講演会を次のとお り開催 し,

320名の聴講者があった.

日 時 昭和 52年 11月 19日(土)13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

講 演

(1) メッセンジャー RNAの構造

分子遺伝部長 三 浦 謹 一 郎

概 事

遺伝子の一部がコピ-されてたん白質合成のとき鋳型として使われるメッセ ンジ ャー

RNA の構造について,特に演者らにより発見された先端部の特殊構造を中心に述べた.

(2) 分子進化中立説

集団遺伝部長 木 村 資 生

概 要

中立説は分子レベル (遺伝子の内部構造)における進化の仕組を説明するため 1968年

に提唱されたものであるが,その後の発達と現状について解説した.
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VII.研究材料の収集と保存

A. イネ (Oryてa)の保存系統

種 名

栽特種

0.8ativaL.

0.glaberrina STEtTD.

栽噂型近隷野生種

0.perenniBMoENCE.

0.8reviligulalaA.Cm V.etRoBZlR.

野生種 (dicim&li&群)

0.060inaliBWALL.

0.仇 inulaPREBL

O.仇alanpuzhaenBiBXRISZI.etCEAND.

0.punotaね KoTBCEY

O.eiOhingeriP別一五R

O.latifoliaDESV.

0.altaSwALLEN

O.granaiglu仇iBPROD.

その他の野生種

0.auBtralienSiBDoxIN

O.brMhyanlhaA.CEEV.etRoEZlR.

0.ridleyiHook.

0.longiglunieJANSEN

O.neyerianaBAILL.

0.abroneitianaPROD.

0.tieBerantiA.CEEV.

0.perrieriA.CAAltlS
O.ooaretalaRoxB.

0.8ubulataNESS

B. コムギ (Triticum)

種 名

T.aegilopoideSBAL.
T.nonoco¢ou仇L.

分 布 系統数

全世界 3,586

西アフリカ

449

全世界 412

西アフリカ 239

南アジア 86

アフリカ 10

〝 16

中南米 26

北オース トラリア 3

アフリカ 12

アジア 6

ニューギニア 13

アジア 16

〝 3

西アフリカ 2

マダガスカル 1

南アジア 2

南米 1

属野生種とその近縁野生種の保存系統

倍数性 ゲノム式 系統数

二倍体 AA 3

′ ′ 3



研究材料の収集と保存

T.aico¢coideeEORF.

T.aieocOu仇 ScE古BI..

T.auru仇 DE8F.

T.orientatePERC.

T.perBieun VAv.

T.turgidu恥L

T.pyranidalePERC.

T.polonieunL.
T.timopheeviZHtlX.

T.SPeltaL.

T.aeetivu竹IL.

T.co仇PaOtun HosT

T.BPhaeroeoccun PERC.
T.nachaD五C.etMEN.

Synthesizedhexaploidwheat

AegilopB席

Ae.unbellulalaZEtlK.

Ae.ovalaL.

Ae.triarietataWILLD.

Ae.columnarisZEtlk.

Ae.biuncialisVIS.

Ae.variabiliSEIG.

Ae.triuncialisL.

Ae.caudaぬL.

Ae.cylindricaHosT.
Ae.co仇08aSIBTE.etSAL

Ae.uniaristab VIS.

Ae.nutioaBoI88.

Ae.SPeltoideSTAtlSCE

Ae.longissinaScEw.etMuscE.

Ae.bioorniB(Forsk.)JAtlB.etSp.

Ae.8quarrOSaL.
Ae.craSSaBoISS.

Ae.venlricoeaTAtJ8CII.

その他の野生種

Hordeu桝3'ubatu肌 L.

H.pussillumNUTT.

四倍体

二

四

二

四

二

二

AABB

■

C

諾

認

諾

c

cD

M

M

M

s
sl

sb

D

諾 一▲I,

▼

j

'{

81J
r{

nl｣
-{

PT

D

.

.
?
.
.･･

体

体

体

体

体

体

体

倍

倍

″
″
″
〝

〝
倍

倍

倍

〝

倍

〝
〝
〝
〝

倍

〝

二倍体

〝

3
4

4

1

3

2

1

1

2

3

8

4

1

1

7

3
6

7

2

1

7

6

1

3

3

3
1

3

3

2

7

2
6

95
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H.nurinun

H.gussoneanum PふRL.

a.8POntaneu仇 EocH

SecalecerealeL.

HaynaldiavillosaScEtJR.

四倍体

二倍体

2

1

3

8

2

C.花井,その他

1. サクラ品種 (PrunuさSpp.)

大島桜,大連灯,普賢魚,一業,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,戯J*,ロ:

戸桜,於月, 白妙,帯金(右近),御衣兼,楊*妃,天の川,狩衣,雪月花,名島8g,

兼六園の菊桜,旭山,嵐山,御所桜,汐登,額縁寿,手鑑,福桜,株数掛綴,翁桜,

太白,見返桜(御車返,桐谷),両肩,法輪寺,小汐山,苦汁水,手機,胡蝶,千基香,

関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,火打谷の菊桜,本管寺の菊桜,来迎寺の菊撰,

類嵐.手弱女,毛大島壊,芝山,帆立,便殿,水晶,妹背,撫子桜,高を雅子壊,育

方寺桜,塩釜桜,景船棄珠,衣通姫,衣通姫実生,八重大島(差木地),太田桜,みの

かPJ.八重虎の尾,八重琴平,車止,二尊院,泰山府君,宝珠桜,子福桜,汐風桜,

大村の菊桜,吉野枝垂れ,永源寺,紅畳.

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,駿河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,左近の私

木の花桜,若槻の桜,山桜枝垂れ,稀業心臥 寒桜,枚月院の大境,静匂,駿府桜,

遅咲寒桜,修善寺紅寒桜,富士見桜,紅鶴桜,仙台屋,奈良八重桜,熱海桜,汁澄枝

垂れ,千原桜,気多白菊桜,予野の八重桜, 日吉八重.

染井吉野,船原書野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生青野,天城青野,

咲耶姫,染井匂,御帝青野,鞍馬椴,早生大島,紅染井,吉祥寺.Akebno,瑞薯桜.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(東彼岸,姥彼岸),彼岸桜,小彼岸.熊谷,十月桜,正

格寺,越の彼岸,八重彼岸,冬桜(三波川),彼岸台桜,修善寺桜,染井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),八房,責ケ畑甫殿,中禅寺桜,暁桜,兼六軒熊谷,輿

州里桜,金剛山,八重の大山桜.

希根桜(富士桜,豆桜),緑等桜,藤根八重桜,満願桜,ボンポリ桜,飴玉桜,朝霧

桜,二子,Siodoi,大箱根桜,水玉桜,斎藤桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父桜,高砂,松前早生,松前早生実生.

寒排桜(緋寒桜),千島桜,恵桜,筑紫桜,支部実桜,モニワ桜,多賀紅,東涛桜,

椿寒桜,雛桜,弥生桜.

2. アサガオ (PharbitiSnil)

花型遺伝子型:fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),Cpr(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),
cs(石畳咲),wr(蘇咲),8(桔梗咲),cf(渦咲),幼く立田咲),ac(南天咲),pC(八重

咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

葉型遺伝子型: oo(丸薬),Gb(草葉),dl(笹菓),n(立田葉),ao(南天葉),fe(獅子
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葉),ct(渦葬),B,a(林風葉,(優性,劣性)),py(乱菊菜),Sr(鼻薬),dg(席蛤

葉),cp(縮緬薬),nw(柳菓), OOH(-デラセア葉),p(孔雀葉),bv(はだぬぎ),

γβ(洲浜菜).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),SP(吹掛絞),Mr(複輪),Bz(吹雪), Ry(車紋),

eu-Mr(覆輪抑圧),lw(花筒色抑圧),.形(辛),dt(雀斑),Ln(立縞),8t(粂斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),oa･¢b(白種子),br(褐色種子),

oai(象牙種子),y7n(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム･イエt･

-),Su-Cy(クリ-ム･イエt]一抑圧),om(打込み),lp(小人),re+dg(大輪

(呼集)),re+dg+Gb(大輪(恵比須薬)).

3. ツ バ キ

ツ バ キ (Camelliajaponicavar.hortensie)70品種

D. 淡水ヒドラ (Hydra)

A) チクビヒドラ (Hydramagnipapillata)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (Pelmatohydrarobusta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

E. シ ョウジ ョウバエ (Drosophila)(940系統 ･11集団)

1. キイE)ショウジョウバエ (D.melanogaSter)593系統,9集団

A) 野生型系統- 239

(1) 純系種: 2

(2) 地方種: 37

(8) iso-female: 200

B) 突然変異型系統- 81

(1) Ⅹ 染 色 体: 25

(2) 第2染色体: 35

(3) 第3染色体: 9

(4) 第4染色体: 3

(5) 混合染色体: 9

C) Ⅹ 染色体ホモ系統- 50

D) 第2染色体ホモ系統- 75

E) 不妊系統- 80

F) 逆位染色体系統･一一一ぺ8

(1) 2Ⅰ｡t :25
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(2) 2LW :9

(3) 2RNS :25

(4) 2Lt&2RNS:9

G) 集 団- 9

2. 7ナナスショウジョウJtエ (D.ananaSSae) 103系統

A) 野生型系統- 34

B) 突然変異型系統.一･一づ9

(1) Ⅹ 染 色 体 : 9

(2) 第2染色体 : 31

(3) 第3染色体 : 18

(4) 第4染色体 : 3

(5) 浪合染色体 : 8

3. オナジショウジョウJtエ (D.simulanS)229系統

A) 野生型系統- 223

(1) 地方種 : 23

(2) iso-female:200

B) 突然変異型系統一一一6

(1) X染 色 体: 1

(2) 第2染色体: 1

(3) 第3染色体: 3

(5) 混合染色体: 1

4. 他 種 15系統

D.auraria,D.triauraria,D.in仇igrane,D.hydei,D.albo仇ioane,

D.8uZukii,D.bipeounata,D.PouSPhila,D.takahaShii.D.luteSOenS,

D.nauritiana,D.virilia,D.novamexicana,D.americana,D.texana.

F. コナマダラメイガ (EL)hesfiakiinieuakiihn)

NCR(wild)

b/a

仇l/竹もl

α/α

G. カ イ コ (80mIIyX mOriL)

央鈷変異系統

弟 1 連関群 (od;oa′;ode;oae;Ge;BCh;Vg)

第 2連関群 b;+p;pN;pS;p如;pSa一之Y;Y;oat)

第 3連関群 (Ze;len;len古;lenpeo¢;a-len;a-le仇l;a-len皇;rn)
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第 4 連関群 (L;Spc;Lleno¢)

第 5 連関群 (那;Pet;re;ok;peokre;oc;pereoc;bw)

弟 6連関群 (E;BOA;ED;EDl;Eu;EKp;EAt';Eu;EN';Euc;

EuB;EEpED;EKpER;EuCE;EubEH;ENu~1EN;

bB),(他に BEP変異型5系統,Enl変異型4系統)
第 7連関群 (q)

第 8連関群 (ae;be;+a';十わ;at)
第 9連関群 (血)

第 10連関群 (wl;W乏;W8;WOE;jl;ba;Dew;Ol;wog;wa;wb;w oa;wok)

弟 11連関群 (K;Bu; Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

茅14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl2;U;oa)
第 15連関群 (良;Slg)

第 16連関群 (cCe)

第 17連関群 (Bn)

第 18連関群 (elp)

方 19連関群 (nb)

第 21連関群 (rb)

そ の 他 (bl;n一gr;Na;PWa;80;SP;Sol);(青白;大正自;鴇色斑点蚕;大

連;金色;アスコリ;官熟;漸江;漠川;排紅;p22;CIO8;C108旧;

遺伝的モザイク2系統;食性異常蚕3系統;KH19;pM/;クワコとカ

イコの雑種2系統)

染色体異常系統

W 原

ZW II

Z101

H108

WP108

改 7

M 3

限 性 虎 蚕

T20

0-t

(･′------I (
(W･+P.pSay),(W･+P･pSaY)
′-■■･､ノー■■■■-､(
(+od･W･+9･pSay/od)
J･ー ･ヽ■ー 一ヽ･-~~~-･ヽ
(+｡&･W･+p･pBa/Z+/zed)(雌致死,2系統)
メ-■･ヽ(
(W･+py･pSay)
EZ
(W･+pyoα)Eu
(W･+py欠)(S系耗)
一~■■→ヽ
(W･pAl)(4系統)
′一■ヽ ( ( (
(W･Ze),(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere),(W･Ze,ch,pere),′~ーヽ ′∴ヽ
(W･Ze,Ao),(W･Ze,oh,pere,W2)
Eu
(W･+tp2)(4系統)
,~~二→ヽ
(W･V(+Pe欠))(2系統)
Eii-
(W･V+Pe)



100 国立遺伝学研究所年報 第 28号
′-~~-1 ′一ー-､

Oh-t (W･+pe),(W･+pe+re)Eu
(W･V+oc/V+Pe)Eu

BL-1 (W･十Pe/Dell(l2),Pell/Pel雪)
′~■.ヽ

BL-2 (W･+Pe/+Pelt(+Pel2),+Dell/+Pel2)

M-t (iV+Pe),(fVTv+pe/V+oc)′ヽヽ
Dllp (+Py･PSaY/py)(2系統)

Ei-
Q121 (+py･pSay/pYoα/pyoa)(2系統)

巳;iii
C32 bSa･+pYoa)(十p-Y間交叉価の高い系統)(2系統)

GH l (U･EKp)
′ーヽ

GH 3 (U･EM)′~ー
GH 4 (U･ED)

′{ ヽ
GH 6 (U･EuoEH/++)

GH 7 (U･EDC/EH/++)

GH 8 (U･EKpED/++)
r~~･.･､

GH 9 (U･BEP/ED/++)
′~~~~-ヽ

GHIO (U･EmcE/++)(

GHll (U･Euc/ED/++)
′~~~~ー

GH12 (Nl2･ENoNc/++)

TriSomiC 2 (pD/PM/+p)

Trisomic 6 (EBEEp/+/+)

Trisomic14 (Nl2/oa/+J')

Trisomicl12 (pJgay/PY/py)

そ の 他 (黒色マグラ蚕)く2系統)

(bew淡;bw8;T-3;T-12;Nd3';MVZNSrA;MTVP;X-rayE)

以 上 合 計 192系統

H.ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている標準近交系マウス (Mu8muSOulus)

A/J(172+1)*,A/HeJ(176+1)*,AKR/J(136+2)辛,Au/SsJ(38+1)*,C3H/HeJ

(154+2)*,C57BL/6J(128+3)～,C57BL/10Sn(?+1)*,G57BR/CdJ(?+1)～,DBA/lJ

(94+1)辛,DBA/2J(126+1)辛,IITG/GoSfSn(?+1)*,LP.RⅢ(71+1)*,PL/J(7+1)*,

RⅢ/2J(?+1)辛.RF/班S(?+53)*,SJL/J(?+1)*,SM/I(87+1)辛,SWM/Ms(?+69),

SWR/∫(?+1)*,

2. 系統推特をしている H-2Congenioマウス

BIO系 H-2&:BIO.A/SgSn* 正一21-2sg:BIO.A(5R)/SgSn*

H-2b:BIO/Sn* H-2k:BIO.BR/SgSn*



研究材料の収集と保存

H-2bc:B10.129(6址)*

Ⅱ-2d:BIO.D2/nSn*

Ⅱ-2f:BIO.M/Sn*

H-2h-2sg:BIO.A(2R)/SgSn*

A 系 H-2a:A/J*

H-2b:A.By/Sn*

C3Ⅱ 系 H-2b.･C3H.SW/Sn*

H-2k:C3H/ⅡeJ*

I-2m:BID.ARM/Sn*

H-2pa:BIO.Y/Sn*

I-2u:BIOPL(73NS)/Sn*

H-2V:BIO.RIII(71NS)/Sn*

H-2f:A.CA/Sn*

H-2S:A.SW/Sn*

H-21.･C3H.JK/Sn*

H-2P:CSH.NB/Sn*

101

3. 系統維持しているテラトーマ高発近交系マウス

129/Sv(?+1),129/Sv-SICP(?+2),129/Sv-Ay(?+1),129/Sv-terlHiline](?+3)

129/Sv-ter【Loline】(?+2),LT/Sv(7+2)

4. 系統維持している突然変異遺伝子

第 2染色体(第 Ⅴ 連関群) non-agouti(a),blaekandtan(αり,Letllalyellow

(Ay),White-belliedagouti(Aw)

第 4染色体(第VIII連関群) brown(b),light(BIE)

第 5染色体(第ⅩVII連関群) Viabledominantspotting(Wv),1uxate(lm)

第 7染色体(第ⅤⅠⅠⅠ連関群) Chinchilla(Ceh)

第 9染色体(第 ⅠⅠ 連関群) dilute(a)

第 10染色体(第 ⅠⅤ 連関群) Steel(Sl)

第 13染色体(第ⅩIV連関群) furless(fs)

第 17葺染色体(第 IX 連関群) Brachyury(T),tailless-wild(tw5,twlq),Fused

(Fu),tufted(げ)

第 19染色体(第 ⅩⅠⅠ連関群) jerker(Jβ)

連関群不明のもの alopetiaperiodica(ap),falter(fa).Postaxial

polydactyly(Po).

5. 系統維持をしている純系ラット(RattuSnOrVegicuS)

ACI/N-Ms(Inbreedinglos代),Albany/Ms(54代),Buffalo/Ms(71代),Fischer/

Ms(114代),Long･Evans(56代),NIG/Ms(40代),Wistar/Ms(77代),Wistar-

Eing-A/Ms(205代),Wistar-King/S/Ms(?+21代).

6. その他飼育繁殖中のネズミ類

&.ハムスター頬

チャイニーズ ･ハムスタ- (Crioetulusgriseus)

ジァンガリアン･ハムスター (PhodopussungoruS)

シtZアシネズミ (Pwo伽yB¢W leucopuS)

辛1977年受入 ( )内の数字は兄妹交配世代数
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b.スナネズミ類

スナネズミ (MerioneSunguioulatu8)

イ ンドスナネズミ (Tateraindica)(Inb.3代)

C.ハツカネズミ頬 (Hue)

ノ､ツカネズミ (Mw nuaCuLuB)

日本産 (M.m.noloeainu8)

アフガニスタン及びパキスタン産 (M.m.bactrianus)

フィリピン産 (M.帆.CaStaneuS)

オキナワハツカネズ ミ (Muscaroli)

インドトゲ′､ツカネズ ミ (Mu8Plalythrix)(10代)

d.クマネズミ類 (RauuSrauuS)

2n-42

ニホンクマネズミ (R.raltustanezu仇i)(10代)

ホンコンクマネズミ (R.rattuSJlavipeotu8)(9代)
タイクマネズミ (R.raltusthai)(3代)

2n-40

セイロンクマネズミ (R.rattuSkandianus)(6代)

2n-38

ヨウシュクマネズ ミ (R.rattusrauus)(3代)

e. その他 Rauus属
ナンヨウネズ ミ (RattusexulanS)(2代)

アナンダ-レ (Rattusannandalei)(6代)

Raltusargentiventer

Rattusberd竹もOrei

RauuSloSea (3ft)

RauuSneilli

Rattusra3'ah

Rattussurifer

f. その他のネズミ類 (Rodentia)

ミラルディア (Millardianeuada)(10代)

バ ンヂレクリア (Vandeleuriaoleraoea)

Bandieotaindica

7.維持しているネズミの腫療系統

マウスエール リッヒ腫虜 (ELD および ELT)

マウスミエローマ (MSPC-1,AdjpC-5,Ⅹ5563,ⅩNP,ⅩC1,MOPC3トB,MOPC

31-B,MOPCJ70A,MOPCl70A,MOPC-104E,A(OPC-315,MPG56･巧,MPG
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62-1,MPC63-4)

マウスアクチノマイシン腫疲 (Act-4,Act-7,Acト8)

マウス肝癌 (MH129P,ME134:亜系 Ch,Ib,If,Ⅰ65,Ms,Os,Se,Y)

マウステラトーマ (402A,OTで6050)

ラット吉田肉腫

Ⅰ.細菌とそのファージ

1. 細 菌

Shl仇Onellatyphinuriun (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する爽然変異株:

TM2,LT2,LT7など

600株 アミノ酸要求性,プ1)ン要求性, ビip

株

株

珠

株

株

株

株

10

50

00

20

70

20

30

3

1

1

Salmonellaabortus･equi

野生株: _〉l

アルギニン感受性,;ウラシル感受性

sL23j)

薬剤抵抗性突然変異株: ′′30株〕

E80he,ichiaeoliと Salnonelh の展開雑種 300株/

serratia (霊菌)属の細菌 70森)
Ser.indica,Ser.poly仇uthicun,Ser.narceSCenB

野生株のほかに,栄養素要求性突然変異株,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗

性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株などを含む

Bacilluseubfilis(枯草菌)

野生株のほかにアミノ敢要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,突然変異原二

検定株など約 2,000株 /

その他の細菌

2. バクテリオファージ

Sal肌Onellaのファージ

EC¢heriohiaのフ7･-ジ

Serratiaのファージ

若干

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,

C2,C8,h21,肌8),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,PI

Lambda,わ174など

Sigmaなど
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Bacillusのファージ

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

Salmonellaabony

野生株:

Hfr株:

F一 株:

アミノ酸要求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

その他の Sdnonella属の細菌

GroupA: S.paralyphi冬ー

PBSl,SPIO,SPOl,SP02など

30株 ′

350株 /

10株 ′

130株 /

SW803

10托 ･

10枚 ′

20枚 ｢

20株 ｢

20株 /

// GroupB: S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.budapest,S.band

S.ess:en,S.kingStOn,S.derby,S.california,S.reading
GroupCl: S.oranienburg,S.珊Onlevideo

GroupD: S.sendai,S.noSCOW,S.rostock,S.penSaOOla,S.enteriti

S.dublin,S.berla,S.wangata,S.blegdan,S.miami,S.

S.claibornei,S.pana仇a,S.oanastel

Groupも: S･Se唾 nberg
GroupG2: S.wiehila

Salnonellaの種間雑種 200株

ESCheriohiacoli(大腸菌) 約 10,000株 L/
野生株:

栄養要求性突然変異株:

無べん毛性突然変異株

非運動性突然変異株

薬剤抵抗性突然変異株,

Ⅵfr株,F一株など

温度感受性突然変異株:

1Lt ndol:)JP･/I

K,B,S,C.Rowなど

アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求性など

4,000株 /

70株 /

10株 /

フ ァー ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株,

･多数 やoQ I

約 5,000株 J
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研究材料の収集と保存

DNA複製欠失変異株 150株

RNA 合成欠失変異株 100株

ムレイン生合成欠失変異株 55株

細胞分裂欠失変異株 200珠
未同定欠失変異株 約 4,400株

カーボン･タラ-クの合成プラスミド2000種を含む pLC-コレクション 2000株
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VIII.庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本辻伝学会第 13回大会において,国立辻伝学研

究所設立決議案が満場一致で可決された.翌 16年4月に日本学術摸典会内に設けられた

第4特別葬具会 (遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年5月,

日本遭伝学会は, 財団法人漣伝学研究所を設立し, 側面的に国立機関設置の 促進に努め

た.これらの努力が実を結び,昭和 24年6月1日,文部省設置法が施行されて,ここに

待望 10年の国立辻伝学研究所が誕生した.

最初は,第1 (形質辻伝),第2 (細胞漣伝),第3 (生理遺伝)の3研究部をもって発

足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株

式会社所有の土地 77,773平方メー トルを巽収するとともに, 同社の建物 4,452平方メ

ートルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度に姓,

従前の木造の本館を鉄筋コンクリート3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和42年度

において全館が完成した. また研究部門の構成も, 昭和 27年度に形質辻伝部, 細胞遺

伝臥 生理遺伝部と改組され,さらに昭和 28年度に生化学辻伝部, 29年度に応用遺伝

部,30年度に変異漉伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集

団遺伝部及び 44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門となり,また 50年度には辻伝

実験生物保存研究施設が新設された.

B.組織 (機構と職鼻)

文部省設置法 (昭和 24年 5月31 日法 律第 146号 ) (抄)
第 2節 国立の学校 その他の機関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条から第 27条ま で に規定す るもののほ か,文部大臣の所轄の下に,国

立学校及び次の機関を置く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育総合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

日本学士院
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(評誇貞会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置 く.

2 評論員会は,それぞれの機関の事業計軌 経費の見耕,人事その他の運営管理に関す

3 それぞれの機関の長は,馳 ｣姐 迭 臣が住金土旦1

4 評議員会は,20人以内の評東員で組織する.

5 評議員は,学識経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推滞,任期その他評蘇貞会の組織及び運営の細目については,政令で定める.

(国立遺伝学研究所)

第 23粂 国立遺伝学研究所は,連伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究

をつかさどり,あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

文部省設覆法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第2号)(抄)

第7節 国立遭伝学研究所

(所 長)

第 62条 国立辻伝学研究所に所長を置 く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63粂 国立遭伝学研究所に次の 11部を置 く.

- 庶 務 部

二 形質遣伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遺伝部

二 分子遺伝部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設 を置 く.

(庶務部の分課及び事務)

第 64粂 庶務部に次の2課を置く.

一 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をつかさどる.
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一 職員の人事に関する事務を処理すること.

ニ 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立辻伝学研究所評議員会に関すること.

大 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経井及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び祐利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行う.

2 形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究に.=い

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞遺伝部)

第 66粂 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行う.

2 細胞遺伝部に第1研究童及び第2研究畠を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行う.

2 生理辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学遭伝部)

第 68粂 生化学辻伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行う.

2 生化学遭伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行う.

2 応用遺伝部に第1研究童,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理論に
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関する研究を行う.

(変異辻伝部)

第 70条 変異辻伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行う.

2 変異辻伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行う.

(人類辻伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行う.

2 人類遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計達伝に関する研究を行う.

(微生物遺伝部)

第 72粂 微生物遺伝部においては,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室において杖,前項の研究につ

いて,それぞれ遺伝子の構造と変化に関する研究及び遭伝子の作用に関する研究を行う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団辻伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行う.

2 集団遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化漣伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(分子遺伝部)

第 73条の2 分子辻伝部においては,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子遺伝部に第1研究室及び第2研究畠を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関する研究を

行う.

(遺伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 遺伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学的研究に必要な実験生物の

重要系統の維持保存及びその遺伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(遺伝実験生物保存研究施設の組織)

第 73条の4 遺伝実験生物保存研究施設に長を置く.

2 前項の長は,遺伝実験生物保存研究施設の事務を掌理する.

第 73条の5 遺伝実験生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究室及び微生物

保存研究室を置き,各室においては,それぞれ遺伝学研究に必要な実験生物のうちそれ

ぞれ実験動物,実験植物及び実験微生物に関し,重要系統の維持保存及びその遺伝的特

性に関する基礎的研究を行う.

(各研究部等の共通事務)

第 74条 形質辻伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遭伝部,変異遺伝

乱 入類辻伝部,微生物遺伝部,集団遺伝部,分子辻伝部及び遺伝実験生物保存研究施
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設においては,第 65条から第 73条の3までに定めるもののほか,各部又は施設の所

牛事務に関し,次の事務をつかさどる.

一国のiB関の求めに応じ,人口,康生,農業等に関する政府の施策について,科学的
基礎資料を捷供すること.

ニ 国及び地方公共団体の機汎 大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指称す

ること.

三 内外の洋裁関と連港協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催 その他研究の促進に関すること.

文部省所轄横網評議員会令

(昭和 40年 6月 20 日 政令第 216号)

改正～昭和 43年 6月 15日 政令第 170号

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15条第 1項の機関 (以下｢機関｣ という).に置かれる評議員

会は,評議員 16人以内で組織する.

第 2粂 評議員の任期は,2年とし,その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期 は, 節

任者の残任期間とする.

2 評議員は,非常勤とする.

第 3条 評議員は会長及び副会長 1人を置き,それぞれ評議員が互選する.

2 会長は,評焦点会の会務を終理する.

2 副会長は,会長を補佐し,会長に事故あるときはその職務を代理し,会長が欠けたと

きはその職務を行 う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年とし,その

他の機関の評議員会にあっては 1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前任

者の残任期間とする.

(強 事)

第 4粂 評東員会は,評議員の過半数が出席しなければ, 議事を開き, 議決することが

できない.

2 評議員会の議事は,出席した評議員の過半数をもって決し,可否同数のときは,会長

の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5条 評譲負会は,その属する機関の職長に対し, 説明, 意見の開陳又は資料の提出

を求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意見

を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6粂 評議員会の庶務は,その属する機関において処理する.
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(雑 用)

第 7条 この政令に定めるもののほか, 評議員会の議事の手続その他その運営に関し必

要な事項は,評議員会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

附 則 (昭和 43年 6月 15日 政令第 170号)抄

(施行期日)

1 この政令は,公布の日から施行する.
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機 構 図 (昭和 52年 12月 31日現在)

一庶 務 部-

-形質遺伝部-

- -E≡ ≡ ≡

一会 計 叫 :芸 ≡ 芸
一第1研究室
一第2研究室

一細 胞 遺伝部lI≡:≡≡≡

-生 理 速 伝 部-
一第1研究室
一第2研究童

評議員会

- 戟-E ……≡≡≡

- 伝 部士 ≡…≡≡…

- 伝 部-E ≡…≡≡…

一人類 遺 伝 部-

一微生物遺伝部一

一集 団辻 伝 部-

一分 子 遺 伝 部-

一第 1研究室

一第2研究室

一第1研究室

一第2研究室

一第1研究室

一第2研究皇

一第 1研究皇

一第2研究室

- 物保存研究王 墓塁…蓋≡≡≡室



所 長

農学博士 田島弥太郎

評議員 (会長,副会長のほかは五十音順)

∵

∵

任命年月日

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

1

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

1

6

6

6

1

45

45

51

光

軸

51

51

51

伯

50

嘘

班

50

5

氏 名

隆

栄

夫

夫

均

生
学

男

平

郎
輔

隆

郎

郎

五

次

尚

浜

文

典

償

隆

三
重

大

静

井

関

沢

浮

原

藤

々

崎

横

倉

生

坊

脇

星

園

藤

井

梅

大

木

近

佐

篠

高

長

御

向

森

諸

官 職 名

授

長

長

授

長

授

長

東 京 大 学 名 誉 教

科 学 警 察 研 究 所

三

,
.2'::
I.,.
.

国立 予 防衛 生研

大 阪 大 学

木 原 生 物 学 研

東 京 農 業 大

国 立 公 害 研

人 口 問 題 研 究 所 長

岡 山 大 学 教 授

東 京 大 学 教 授

放射線 医学総 合研 究所 長

東 京 大 学 学 長

理 化 学 研 究

東 京 農 工 大

研 究職 員
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細 胞 遺 伝 部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

士

士

士

土

樽

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

秀

郎
夫

民

英

美

治

俊

和

旋

弘

正
勝

久

田

脇

藤

井

木

原

崎

青

森

加

今

宵

榊

岩

l

1

6

2

1

1

1

1

4

4

5

3

4

6

3

27

34

舶

42

32

34

胡

生理 遺 伝部

生化学遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

道

夫

代

興

長

隆

和

正

島

辺

木

西

大

津

鈴

河

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

Ph.D.

医学博士

理学博士

農学博士

理学修士

Ph.D.

応 用遺 伝部

変 異遺 伝 部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

農学博士

農学博士

農学博士

農学博士

農学博士

1

1

l

1

5

4

4

4

2

1

2

9

3

4

3

3

勉

人

郎

徹

明

孝

恕

三

正
敏

山

川
和

藤

田

沢

杉

小

名

遠

山

藤

7

1

8

5

0

4

3

2

2

4
49

2

1

1

0

1

1

1

3

9

9

8

4

6

4

野

岡

井

沖

阿

藤

官

増

三

斎

杉

田

近

玉
音

芦

彦

審

島

孝

- F29. 8.1

島 通

沢 明

田 治 子

田 臭 彦

藤 正 己

本 典 夫

村 仁 一
藤 和 夫

井 勉

田 宮

川 祐 毅

33. 4.1

36.4.1

29.7.1

39.5.1

24.10.5

38.1.16

35.7.20

35.9.16

37.ll.1

28.1.16

26.1.16

26.8.16

26.1.16

35.4.1

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官

理学博二七

農学博士

理学博士

理学博士

42.10.

5

7

4

7

26

41

胡

5



務

2

1

1

6

4

4

0

4

6

3

3

3

子

昌

夫三

雅

和

東

田

川

原

原

芦

1

6

1

5

1

4

8

4

21

6

l.〇
1

7

3

4

5

4

庶

官

官

官

技

技

技

部

部

部

文

文

文

英

男

平

子

弥

浩

雅

永

込

田

松

中

塩

境

1_1日‖■=
士
士
士

土

樽
博
博

博

学
学
学

学

医
理
医

医

文 部 教 官,

文 部 教 官,

文 部 教 官,

文 部 技 官

人塀遺 伝部

1

1

l

1

61

8

4

4

7

5

娼

49

51

舶

4

敬

進

1
子

子

幸

行

成

歌

昭

田

村

田

野

村

広

西

安

荻

西

士

士

土

樽

博

博

学

学

学

理

理

理

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

微生物遺伝部

24.ll.30

44.4.1

41.ll.1

52.4.1

39.7.1

木 村 資 生

原 田(旧姓太田)朋 子

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部教 官,室 長

文 部 教 官

文 部 技 官

集 団遺伝部

44.ll.16

47.7.1

50.ll.1

47.4.1

郎

弘

一
忠

i濠

昌

栄

邦

清

浦

田

野遠

三

杉

添

下

理学博士

理学博士

農学博士

薬学博士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

分子遺伝部

0

1

1

1

1

l

1

3

3

9

4

1

0

4

5

9

l

l

25

44

50

24

却

37

4

朗

彦

雄

治

真

文

雄

美

美

大

武

芳

書

壱

正

畳

井

口
野

丸

村

津

藤

野

佐

鬼

木

船

原

士

士

士

悼

博

博

学

学

学

農

理

農

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

遺伝実験生物
保存研究施設
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受 入 部

形質遺伝部

氏 名

岡 田 益 膏

職 名

筑 波 大 学 助 教 授

生化学遺伝部 野 田 幸 一 都立考人総合研究所研 究 員 理学博士 〟〟加 藤 憲 一 大 阪 教 育大学教授 理学博士

変異遺伝部 安 藤 忠 彦 理 化 学研究所主任研 究 員 農学博士 ∫∫∫
乾 直 通 日本 専 売公社中央研 究 所 室 長 理学博士

今 村 幸 雄 国立病院医療センタ-医 長 医学博士

人類遺伝部
篠 田 友 孝

飯 沼 和 三

東京都立大学理学部
助 教 授

静 岡県 こども病院
医 長

集団遺伝部
安 田 徳 一

山 崎 常 行

放射線医学縫合研究所
遺 伝 研 究 部 室 長

九 州 大 学 理 学 部
助 教 授
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名 書 所 員
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書務鞍鼻 (庶務部)

職 名

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶務課課長補佐(莱)庶務係長

人 事 係 長

経 理 係 長

用 度 係 長

図

施

経

庶

庶

庶

人

経

用

用

電

自

守

書 事 務 主 任

設 主 任

理 係 主 任

係

係

係

係

係

係

係

務

務

務

事

理

度

度

換

転運

交

革

話

動

大

大

木

五

閑

其

内

越

岩

佐

山

長

梅

井

山

秋

風

岩

半

西

石

塚

村

嵐

根

野

田

川
城

藤

本

浮

沢

上

本

山

間

田

十

達

春

芳

明

朝

茂

膚

英

隆

す

明

三
政

啓

英

日

元

司

子

子

郎
義

勉

剛
勉

子

み

任用年月日

51.4.1

50.4.1

51.4.1

49.12.1

28.5.19

26.4.16

36.2.1

36.8.1

37.9.1

35.9.1

39.9.1

50.3.1

48.4.1

38.12.1

45.4.1

44.4.1

51.4.16

48.3.1

48.4.10

24.9.30
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C.土地及び建物

(昭和 52年 12月31日現在)
土 地 総 両 横 106,039m丑

内訳 (駕 篭 所㌔ 謡
建物給面積 (建 面 績)

(延べ面積)

95,896m2
10,143m2

9,926m2
14,616m2

建物 内訳

面 礁
構 造

室
虫
蚕
ん

本

別

兼
こ

及

集

合

貞

節

巴川岨堆

敬

嗣

及
育

貼

飼

び

鰭

鰭

蛋)

令

会 所

温 室

渡 り 廊 下

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 車 車 庫

作 業 喜

好 卵 育 離 合
検 定 舎く2むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 室

隔 離 温 室

鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コンクt)-ト造り2階建

木造かわらぷき平畳建一部地
下室

木 造 平屋建 一 部 中 2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 屋 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 屋 建

木造 かわ らぷ き平 屋建

木 造 平 畳 建

木 造 かわ らぶ き平屋建

木 造 かわ らぷ き平 産建

木造 かわ らぷ き平 星建

鉄 筋 平畳建 一 部地 下室

ブロック造り及び木造平屋建

嘉撃萱是ブロック造｡及び木l

連 晶 凍r延 誌 琴横

32

82

87

35

3

52

105

189

119

192

別

の

3

1

2

65

82

㍍

71

3

CqLO
105

畑

119

192

跳

m

3

1

2



水

自

特

ボ

γ

温

附

蚕

場

田

悶

別

転

射

ラ

照

ィ

線

置

重

量

物

温 室

操 作 室

温 室

研 修 室 ･胎 菓 庫

渡 り 廊 下

僻 卵 育 雛 舎

フアイTZソ温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 屋

第2ネズミ飼育室磯械宝

桑 温 室

変 温 室

図 書 館

ネ ズ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ソ プ 小 屋

第

内
附

桑

2ネズミ飼育室洗源窒

庶 務

嘉翠笠嘉ブロック造｡及び木)
木 造 平 屋 建

ブ ロ ッ ク造 り一 部 地 下

鉄 骨 造 り 平 畳 建

鉄 骨 造 り 平 畳 建

鉄筋コソクリート造り平星建

一部鉄骨造 り木造平尾建

豊鮎 表芸 t'-ト造り2階建)

鉄骨造 り足根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄骨造ファイロン張り平屋建

整骨造 り波型スレ~ト葺平畠‡

ブ ロ ッ ク 造 平 最 建

ブ ロ ッ ク 造 平 屋 建

誓 言欝 豊嘉ソクl'- トプ‡

讐 言霊撃豊晶 ソクリ~トブ)

鉄筋コソクリート造り3階建

鉄筋コンク1)- ト造り平屋建

鉄骨造 平屋建

∫ ∫

鉄筋コソク1)-ト造 り平星建

鉄骨造 り平屋建 ガラス張

木 造 平 屋 建

鉄骨造 り平屋建 ガラス張

8

1

4

7

5

4

0

3

8

0

4

8

6

8

6

6

7

4

9

9

7

1

5

3

9

8

2

4

4

1

1

1

2

2

2

1

1

1

8

9

5

2

1

6

3

3

5

3

1

9

0

3

9

2

5

5

1

178

41

218

釘
75

14

50

65

8

90

糾

28

6

8

46

46

の

57

5

12

45

06

33

93

1

4

2

2

1

1

1

8

5

6

1

6164日リ6299

1. 国立遺伝学研究所

(去

件 費

件 費

D.予 算

376,208千円 (376,208千円)

236,404千円 (233,257千円)

612,612千円 (609,465千円)

2.国立機関原子力試験研究費 25,551千円 (24,991千円)

3. 国立機関公害防止試験研究費 15,611千円 (15,335千円)

4. 特別研究促進調整費 9,417千円 (9,417千円)
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5. 科 学 研 究 費 121,210千円

環境科学特別研究
特 定 研 究
総 合 研 究
一 般 研 究
奨 励 研 究

10,000千円
48,110千円
11,400千円
51,000千円
700千円

() 内は補正後の予算

E. 日 誌

4月 23日 一 般 公 開 実 施

6月 11日 第 39回評議員会開催

7月 14日 名誉所員 F.A.LILIENFELD博士逝去
11月 19日 遺伝学公開講演会実施 (場所 ･国立科学博物館)

11月21日 国立遺伝学研究所永年勤続者表彰式挙行

部 長 会 議

1月 11日 第 441回 6月 20日 第 452回

1月 27日 第 442回 7月 4日 第 453回

2月 8日 第 443回 7月26日 第 454回

3月 1日 第 444回 9月 1日 第 455回

3月 15日

3月22日

4月 12日

4月 27日

5月 10日

5月 24日

6月 7日

第 445回

第 446回

第 447回

第 448回

第 449回

第 450回

第 451回

9月 20日 第 456回

10月 4日 第 457回

10月 19日 第 458回

11月 8日 第 459回

11月 21日 第 460回

12月 6日 第 461回

12月 20日 第 462回

主 な 来 訪 者 (敬称略)

2月 23日 F.Gro8,L'InBtitutPasteur,France

4月 7-14日 JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,USA

4月 18-19日 WalterM.Pitch,UniversityofWisconsin,USA

4月 22-23日 RichardP.Ambler,UniversityofEdinburgh,UK

67BB291㍍ M･G･Jone''a,Queen･sUniversity,Canada

9月 6-7日 HowardA.Schneiderman,UniversityofCalifornia,USA

10月 9日 HerbertStern,UniversityofCalifornia,BanDiego,USA

10月 13日 JacqlユeSCon8tanS,CentreNationaldelaRechercheScientifique,
France



11月 8日

11月 23日

11月22-24日

11月 26日

12月 5日

12月 5日

12月 16日
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KhuslmoodAhmedSiddiqui,AtomicEnergyAgriculturalReBearCh

Center,Pakistan

N.Narayanswami,CommiSSionerforSericulture,Government

ofIndia

H.Fraenkel-Conrat,UniversityofCalifornia,USA

A.S.Spirin,InstituteofProteinResearch,USSR

VeronicaM.Ahher,MichiganStateUniversity,USA

J.JuStinMcCormick,MichiganStateUniversity,USA

C.F.Arlett,UniversityofSussex,England

F.表 彰

G.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第 3金曜日に開

かれる.

抄 訳 会

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSympoBi■

外国の関係者来訪の際,随時開催,講演討論を行う.

第 125回 2月 23日 h(olecularandcelllllarapproachestoBOmaticcelldi-

fferentiation:recentStudiesonmuscledevelopmentin

tissuecultnre.(F.Gros)

第 126回 4月 18日 ProteinevolutionbyunequalcroSSing-over:anexempl-

arycase.(WaiterA(.Fitch)

第 127回 6月 22日 Utilizationofquantitativemammaliancellgenemuta-

tionsystemingenetictoxicology.(AbrahamW.Hsie)

第 128回 9月 7日 PatternformationanddeterminationinDrosophila.

(HowardA.Sclmeiderman)

第 129回 9月 9日 Isolationandcharacteri2:ationofthesilkfibroingene

with itsregulatoryBequenCe8.(YoshiakiSuzuki)

第 130回 10月 5日 BiochemiStryOfmeiosiS.(HerbertStern)
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第 131回 10月 18日

第 132回 11月 2日

第 133回 11月 22日

第 134回 11月 26日

第 185回 12月 5日

国立遺伝学研究所年報 第 28号

Structureandexpressionofthealfalfamosaicvirus

genome.(JohnF.Bol)

Structure,dissociationandamplificationofcomposit

R-pla8mids.(RobertH.Rownd)

HistoriCalreviewonRNAStruCturalresearch.(Eeinz

Fraenkcl-Conrat)

ⅠnformoBOmeS:messengerribonucleoproteinsandRNA

bindingproteinS.(A.S.Spirin)

EirectofDNArepairproce8Se80nthecytotoxicityand

mutagenicityofcarcinogenicagentsindiploidhuman

cellB.(VeronicaM.MaherandJ.JustinMcCormick)

第 136回 12月 16日 Cellki11ingandmutationinrepair-deficienthuman

cells.(C.F.Arlett)

日本遺伝学会三島談話会

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 241回 (1月 24日)

真核細胞系メッセンジャ-RNAの 5/Cap.(古市泰宏)

第 242回 (2月 14日)

ファージ ¢×174DNAの invitro複製 (上田国寛)

第 243回 (3月 9日)

植物プロトプラストにおけるウイルスの感染と増殖 (建部 到)

第 244回 (3月 16日)

DNAからウラシルを除去する機構 (関口睦夫)

第 245回 (3月 25日)

マウスのテラトーマについて一掛 こ腫疹発生のモデルとして-

(野口武彦)

第 246回 (6月 1日)

脳細胞の特異性に関する分子生物学的研究 (末岡 登)

第 247回 (8月 29日)

マウス骨髄性白血病細胞の分化の抑制と染色体 (安横順一)

第 248回 (11月 17日)

細菌鞭毛合成の遺伝学的研究 (米田好文)



庶 務

Ⅱ. 図書および出版

図書委員長 (昭和 52年度) 岡 彦 -

図書 委 員 ( 〝 ) 藤 井 太 朗,藤 沢 敏 孝,野 口 武 彦,

添 田 栄 一,渡 辺 隆 夫,安 田 成 -

1) 蔵 書 数

和 書 ! 1,844冊 製本雑誌含む
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洋 書 1 7,834冊

計 1 9,678冊

2) 52年度図書増加冊数

購 入【寄 贈 】 計

3) 雑 誌 (檀)

購 入t寄 贈 t 計 ‡ 備 考

4) 出 版

書 名 巨 -ジ数 E発 行 数 1 配 布 先
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付

財田法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行うこ

とになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,青田俊秀

理 事 木原 均,篠遺 書人,和田文書,田島弥太郎,大島長造

事 業 概 況

雑誌 r遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレバラ-トの配付,辻伝学実魚用小器具の

改良,新考案の製作及び配付,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繋殖及び配付.
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